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Ⅰ.巻 頭 言

本年は第3回遺伝研ゼミナールを実施した. このゼミナールは "遺伝学にお

ける専門分野について組織的かつ高度の講義を行ない,わが国における研究者

の知識の向上と研究能力の助長をはかること"を目的としたもので,昭和 39年

7月に3日間 ｢集団遺伝学｣を題目として行なわれたのがその第 1回である.

つづいて第2回は翌 40年 ｢人類遺伝学の方法論｣について開かれた.今回の

主題は ｢集団遺伝学と進化｣だったが,たまたま客員として滞在中の Crow博

士の特別講演もあってきわめて有意義な催しであったと思う.

米国 Wisconsin大学教授 Crow博士は客員 (Visitingmember)として御

夫妻で 6月15日来所,9月1日まで滞在し,主として集団遺伝部において協

力研究に従事された. この他外国人研究員としては米国ミシガン州立 Wayne

大学準教授マユダ･カズ トシ博士が夏以来 1年間の予定で細胞遺伝部において

日米協力研究に従事されている.

本年は 日本人類遺伝学会賞が木村資生集団遺伝部長に授与された.11月 1

日岡山での同学会第 15回総会で受賞式,つづいて受賞講演 ｢集団遺伝学と人

類遺伝学｣が行なわれた.

人事の移動面では4月に大谷内庶務部長の転出 (東京教育大学庶務部長)に

伴って工藤政明氏が釆任されたこと,庶務課長が安藤氏から村松正典氏に代っ

たことなどが主なものでった.

施設面では何といってもかねて懸案の図書館新設が認められたことは喜ばし

い.当初三階建の予定が二階建に査定されたが,幸いに木原前所長の御厚意に

よって木原生研から三階分の増設費として 1200万円の御寄附がいただけ,予

定通 り三階が実現できることになった.竣工は 46年 3月末の予定である.

-ひるがえって眼を外に向けて見ると本年は公害問題のやかましい年だった.

それにつけてもかつて三島市が工場設置による公害をうけようとした時,木原

先生はじめ所員が力をあわせて努力されこれを未然にふせがれたことを想いお

こし,今さらのように意義の大きいことを痛感する.幸いにこうした外からの

大きな環境汚染は先輩の勇断によってふせがれたが, これで環境問題が全くお

さまったとはいえない.研究所の発展は研究の増進が中心であることはいうま

でもないが,それをささえるものとして常に内をも含めて環境を物 ･心両面か

らととのえることを考えたいというのが私の念願でもある.

薮 抱 矢島夷
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研 究 課 題

llⅠ. 研 究 課 題

課 題 1研 究 室 l担 当 者

1.種の分化に関する研究

日本産カモジグサ属植物の生態遺伝学的研究

コムギ族の系統的分化の遺伝学的研究

栽培イネの起原と分化

ネズミの種の分化と染色体

ネズミの種の分化と血清蛋白質

染色体進化の基礎理論

2. 有用動植物の遺伝学的研究

力イコの自然突然変異に関する研究

野生ネズミの繁殖と遺伝

コムギおよびその近縁種の核置換の研究

日本中型犬ならびにその近縁種に関する遺伝学的研
究

3. 動植物の細胞遺伝学的研究

アナナスショウジョウバエ雄における乗かえの研究

ショウジョウバェの自然集団における染色体逆位の
研究

トウモロコシの細胞遺伝学的研究

ネズミの染色体多型現象

モノソミーおよび トリソミ-細胞の細胞遺伝学的研
究

電子顕微鏡による細胞の微細構造とその機能に関す
る研究

4. 腫蛎の細胞学的ならびに遺伝学的研究

プラズマ細胞瞳癌の染色体変化と抗原性変異

染色体の変化と癌性増殖の関係

培養細胞における染色体のとり込みに関する研究

癌の発現機構に関する発生遺伝学的研究
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5. 動植物の生理遺伝学的研究

環境制御下のショウジョウバェの生理遺伝学的研究

組織培養による動物細胞の発生遺伝学的研究

培養昆虫細胞の増殖と分化に関する研究

6. 遺伝物質および遺伝形質の生化学的研究

高等生物における形質転換の研究

プテリジン代謝に関する遺伝生化学的研究

臓器組織特異性たん白質の発生遺伝学的研究

細胞質挨系の免疫学的な らびに遺伝生化学的研究

家蚕の色素額粒に関する遺伝生化学的研究

植物アイソザイムの遺伝学的研究

高等生物の細胞分化における遺伝子作用の解析

動物のアイソザイムに関する生化学的研究

クマネズ ミ血清 トランスフェリソの多型現象

セルローズアセテー ト電気泳動法に関する基礎的研
究

植物における形質転換の遺伝育種学的研究

7. 放射線遺伝学に関する研究

放射線および化学物質による微生物突然変異誘起の
分子機構

生体内にとりこまれた放射性同位元素の崩壊の遺伝
的影響

植物の培養細胞における突然変異と細胞分化

紫外線の光生物学的研究

禾穀類の放射線突然変異における線量率 と RBE

トウモロコシおよびアラブ ドプシスにおける人為突
然変異誘起機構
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研 究 課 題

遺伝傷害の補修に関与する酵素とその阻害の解析

体細胞突然変異田子の研究

マウスにおける放射線誘発突然変異の研究

マウスの骨異常による突然変異率の推定

カイコを材料とした突然変異生成機構の研究

力イコにおける放射線感受性の遺伝分析

高等動物細胞における放射線損傷の回復に関する研
究

高等動物細胞の組織再合成法による放射線損傷に関
する研究

8. 集団遺伝学の理論的および実験的研究

集団遺伝学の理論的研究

分子進化の集団遺伝学的研究

電子計算機の利用による集団遺伝学的研究

地理的構造をもつ集団の数理遺伝学的研究

キイロショウジョウバエの自然集団における有害遺
伝子保有機構の研究

キイpショウジョウバエの不妊遺伝子の集団遺伝学
的研究

栽培および野生イネの集団遺伝学的研究

9. 育種の基礎に関する研究

雑種コムギの育種に関する基礎研究

育種理論の研究

電算機による育種法の効率に関するモソテ･カルロ
実験

ニワトリとその近縁鳥類における遺伝学的研究

ウズラの系統育成に関する研究

野生ウズラの遺伝学的分析

植物の競争に関する研究
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林木におけるパーオキシダーゼアイソザイムの研究

天然林の遺伝学的研究

アラビドプシスの生態遺伝学的研究

イネの成長様式の遺伝的変異と適応性

イネの成長における遺伝子型相互作用の研究

力イコの地域種間交雑による雑種強勢の分析

10. 人類遺伝に関する研究

皮膚紋理の発生遺伝学

免疫グロブリソの分子構造に関する研究

赤血球酵素の多型の研究

先天性異常者の細胞遺伝学的研究

染色体突然変異の疫学的研究

オー トラジオグラフィによる染色体複製に関する
研究

性染色質と白血球の ドラムスティック

核酸分子雑種形成法によるヒト染色体の研究

ヒト血清たん白質の遺伝生化学的研究

ll. 微生物の遺伝学的研究

細菌べん毛の遺伝学的研究

細菌の運動性の遺伝学的研究

無細胞系におけるべん毛たん白の合成とその調節機
構の研究

ピ])ミジソ合成系の遺伝的調節機構の研究

薬剤抵抗性の機構に関する研究

植物病原細菌の遺伝学的研究

普遍導入の機構に関する研究
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ⅠV.研 究 の 概 況

A.形 質 遺 伝 部

形質遺伝部は2研究室に分れ,第1研究室ではカイコを材料とした突然変異の研究を,

第2研究室では培養細胞を材料とした形質分化の研究を進めている.

第 1研究室では長年高等動物における放射線および化学物質による突然変異生成機構を

解明するための研究を続けてきたが,本年度は薬剤処理後ずっと後の代になって突然変異

が発現して来る遅延発現の問題および生殖細胞における突然変異反応単位が単数から複数

に転化する時期の問題を取り上げて研究した.またここ数年間特に力を入れてきた放射線

感受性の系統差の問題も本年度で研究の大筋はほぼ完了し,その大貌を明らかにすること

ができた.その結果は国内や国外の学会で機会あるごとに発表した. また放射線による

"前突然変異損傷''の回復については, これを細胞レベルの問題にまでひろげ, 科学研究

費の補助を得て ｢放射線損傷の回復に関する細胞生物学的研究｣なる総合研究班を組織し,

関係研究者の協力の下にその解明に努力した.

田島部長は本年 6月29日から7月4日までフランス国エビアンで開催された第4回国

際放射線研究会議に出席し,研究発表を行なったが,帰途ソ連科学アカデミーの招待によ

り,7月 11日から7月25日まで2週間にわたりモスクワ,レニングラー ドおよびノボ

シビルスク所在の科学アカデミー管下の細胞学,遺伝学関係研究所および大学を訪問,節

究状況を視察した.その際当部における研究成果についても別項記載の通り3回にわたり

講演を行ない,日ソ間の研究交流につとめた.

さらに田島部長は 9月20日から 26日までジュネーブのパレ･デ･ナシオンで開催さ

れた国際連合科学委員会第 20回会議に日本政府代表代理として出席し,他の委員と協力

して放射線障害評価のための資料検討にあたった.

第2研究室では昆虫細胞や高等脊椎動物細胞を材料とした体外培養による形質分化の研

究を進めており,本年度も昨年度に引続き文部省科学研究費による総合研究 ｢組織培養に

よる細胞分化の研究｣(代表者,黒田行昭)が認められ,研究推進に大いに役立った. 普

た,黒田室長は核と細胞質研究会 (1月 31日)の ｢細胞分化とその調節要因｣と題する

シンポジウム,日本発生生物学会,日本植物生理学会合同大会 (3月27-30日)の ｢生命

現象の再構成とイソテグレーション｣と題するシンポジウム,日本動物学会 (10月 10-

12日)の ｢細胞の解離と再集合｣と題するシンポジウム,日本癌学会 (10月21-23日)

の ｢細胞生物学的にみた発癌機構｣と題するシンポジウムなどにおいて,培養細胞を用い

た形質分化と組織形成に関する講演を行なった.また,11月26-28日三島市で開催され

た日本細胞生物学会,日本染色体学会合同大会には大会副会長として吉田細胞遺伝部長と

ともにその運営に当った.

なお放射線照射を受けた動物にガスや薬剤などを用いて後処理実験を行なうために必要
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な実験動物照射後処理装置2基が原子力予算によって 11月購入され,これにより障害回

復実験を精密に調整された温湿度条件下で進め得るようになった.

第 1研究室 (田島)

1) カイコを材料とした突然変異生成機構の研究: (a) 突然変異の遅延発現- 正

常蚕雄の5今期に EMS,Mitomycine-Cなどの突然変異剤を注射し,卵色特定座位法に

よって検定すると,正常卵のほかに多数の突然変異卵の出現が観察されたが,このうち正

常型を示す雌をとって,これに標識遺伝子をもった pere雄をもどし交雑し,その後も同

様な交雑を何代も続けて見ると,出現が期待されないはずの赤色卵が毎代少なからず出現

してくる.これは本来正常型をあらわすべき遺伝情報をもった DNAが複製にあたり誤 り

をおかして突然変異を起し続けるためと考えられる.もっと詳しく述べれば DNAが変異

剤で何らかの変化を受けたため複製にあたり,時に異常 DNAを新生する可能性を持つよ

うになったのではないかと考えられる.興味ある点なので今後慎重に検討したい.

(b) 突然変異単位の単複変換- カイコの雄生殖細胞に放射線を照射すると,その細

胞が減数分裂を終って間もない間は生ずる突然変異には全体突然変異が多いが,精子細胞

形成がある程度進むと,部分突然変異が多発するようになる.これが DNA鎖の分離によ

るのか染色分体の分離によるのかは検討を要する点である.この問題に対する解へのアプ

ロ-チの1つとして本年度は突然変異単位が単数から複数へ変換の起る時期を変更する実

験を行なった.5令 4-5日目の雄に化桶促進作用を持つ eCdysterone(1頭あたり 0,

5,15㌢)もしくは inokosterone(1頭あたり0,5,10γ)を注射したところ,処理区で

は予期した通り化蛸が 1-2日促進された.それと共に部分突然変異の発生も明らかに時

間的に促進されることが判明した.これらのホルモン処理によって起されるどのような変

化がこの原因をなしているかについては今後の研究にまたねばならない.

2) カイコにおける放射線感受性の遺伝分析: 前年度までの研究でカイコの既存品種

の中から放射線感受性を異にした代表的7系統をえらび出し,それ らを材料にして種々の

観点から感受性の特性を明らかにすることができた.比較した項目は腫子に対する致死作

用,生殖細胞致死作用,精原細胞期,精子細胞期および完成精子における突然変異反応な

どである.今年度は従来のデータの不足を補うと共に a)優性致死突然変異を対象として

主として染色体レベルでの感受性の検討, b)感受性を異にした系統間に交雑を行ない,

感受性の遺伝現象の考察などを行なった.

a) 優性致死突然変異- 完成精子に対する照射実験では抵抗性系統として漠川およ

び青熱,感受性系統として漸江および rbを材料に用い,雄蛾に Ⅹ線 0,5,10,15KR

を照射した後,これを卵の性状のよい実用品種の一代雑種 FxBx95雌に交配して,浸酸

して筋化率を調べた.調査した4系統間では優性致死突然変異の出現率に差異を認めるこ

とはできなかった.これに対し精原細胞照射の場合には明らかに系統問に差異が認められ,

rbでは漢川にくらべて明らかに優性致死突然変異の発現率が高かった. また rbと漢川

の Flは両親系統の変異出現率の中間値を示した.

b) 感受性の遺伝に関する考察- 感受性を異にした系統間に交雑を作り,Flについ
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て肱子致死,生殖細胞致死,優性致死突然変異発生率,劣性可視突然変異発生率の4項目

について,両親の感受性と比較したところ興味ある関係が明らかになった.肱子致死に関

しては Flは両親のいずれよりも抵抗性が高まり超擾性を示した.これに対し,劣性可視

突然変異や優性致死突然変異については同じ交雑組合わせでありながら両親の中間を示し

た.また生殖細胞致死については Flの組合せ如何で関係が異なり,超優性を示すものと,

中間値を示すものとの2型が見出された.これらの事実は,突然変異反応には細胞の遺伝

的背景が忠実に反応されるが,生殖細胞致死作用や荘子 (個体)致死作用についてはこの

ような遺伝的背景以外に,例えば雑種強勢のごときものまで影響をおよはすことを示して

いると考えてよいようである.

3) 高等動物細胞における放射線損傷の回復に関する研究: a) 放射線感受性を異

にしたカイコの系統間におけるDNA主鎖切断端の再結合能の比較- 放射線感受性の系

統差が DNA レベルの切断もしくは再結合能の差に帰しうるかどうかを明らかにするた

め,前年度に引き続いて,感受性を異にした7系統について放射線照射後の DNAsingle

strandの切断およびその再結合能を比較した.3令2日日の蚕の精巣を取り出し,3H-サ

イミジンを含む K6培養液で6時間器官培養して DNAにラベルした.この精巣を K6

培養液内でⅩ線 5-10KRを照射し, アルカリ庶糖濃度勾配法によって DNAの分子量

を推定した.その結果供試した各系統の間に,singlestrandの切断に関しても,また時

間の経過による切断端の再結合に関しても差が認められないことを知った.この結果は放

射線感受性の相違がDNAの再結合能以外の機構によっていることを示唆するものである.

b) カイコ生殖細胞の時期はヂれのDNA合成について (村上)- 放射線照射を受け

た細胞では障害回復のためにDNA合成期以外の時期でも局所的にDNA合成を行なうこ

とが晴乳動物細胞で見出された.一方カイコの精子細胞で前突然変異損傷に回復がおこる

ことが,γ線分割照射の方法で証明されているので,照射を受けた精子細胞でも時期はず

れのDNA合成が起るのではないかと考え,この点を研究した.5令幼虫の精巣を生理食

塩水および器官培養液中に取り出し,Ⅹ線 5-20KRを照射した後,3H-サイミジンを加

えた培養液中に 1-12時間培養 して, 正常の DNA合成を終了した精子細胞で局部的

DNA合成が誘導されるかどうかをオー トラジオグラフ法で調べたが,現在までのところ

ポジティブな結果はえられていない.

C) 発生初期卵の紫外線障害とその光回復 (村上)- 致死率を指標にして蚕卵のUV
感受性を比べると発生段階により変動が見られ,産下直後 (卵母細胞)では低いが産下後

10時間卵に至るまで徐々に上昇し,崖下後 11-15時間 (卵胞旺形成期)では非常に高い

致死率を示す.卵分割初期の UV 感受性には,Ⅹ線で観察されたような核分裂に伴う周

期的変動が認められないので,この致死効果はおそらく核以外の細胞構成要素の障害に基

くものと思われる.

UV障害の光回復は卵分割期の後半から感受性の高い胞肱形成期に至る卵で顧著に認め

られるが産下直後の卵母細胞や卵分割期の前半の卵では全般に低かった.カイコでは受精

核が発生の進行に伴って卵内部に移動し,その後胸肢形成期になると分裂核が卵表に移動
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することが知られているので卵の発生に伴うUV障害とその回復の変動は核の卵内移動に

起因すると結論できそうである.

4) カイコ精母細胞の突然変異誘発における速中性子線の生物効果比 (村上): 5令

起蚕の精母細胞を対象として突然変異誘発における 14MeV 中性子線のⅩ線に対する生

物効果比を求めた.

減数分裂期の細胞は,放射線誘発不妊率が高く,14MeV 中性子線 540dads,137Cs-γ線

1,000Rでは 10070近い不妊率を示した.従って突然変異率はこれ以下の線量で求めた.

両放射線とも線量一効果関係は直線的ではなかったので,RBE値は同一変異率をうるに

必要な線量を求め,その逆数の比であらわした. こうして求めた 十Pe,+re両座位の平

均値は 1.8で,精原細胞の場合の RBE値にほぼ近く,精子における値の約 1/3となっ

た.

第2研究室 (黒田)

当研究室では,体外培養による昆虫細胞の増殖と分化の研究のほか,高等脊椎動物細胞

の形質分化の研究,癌細胞の特異形質の発現機構や,放射線障害の回復機構などについて

以下のような研究を行なった.

1) 体外培養による昆虫細胞の増殖に関する研究 (黒田): 長期継代培養に よる昆虫

細胞株の確立のために,昨年に引続き,キイロショウジョウバェ細胞の増殖に必要な高分

子物質について研究を進めている.腫細胞を用いた培養では,10% 子牛血清添加の K-6

培養液 (KurodaandTamura,1956)に,幼若ホルモン活性物質であるdodecylmethyl

etherを 10-100FLg/ml添加すると,細胞の増殖を促進することがわかった.また,牛胎

児血清のα-グロブリン分画であるfetuinは,高等動物の培養細胞で,細胞のガラス面接

着性やコロニー形成率を促進させることが知られているが,ショウジョウバェ腫細胞に対

しても,0.1-1.0mg/mlの濃度で有効であることがわかった.そのはか,嘱乳動物の白

血球に対して分裂促進効果のある PHA (phytohemagglutinin)ち, 昆虫細胞に対して

は 10mg/mlで細胞増殖を著しく促進するが,100mg/mlでは阻害作用が現われることが

わかった.

以上のような旺細胞のほか,無菌飼育した嫡化2日目の蛸より取り出した卵巣や精巣で

は,体外培養により,卵巣の管腔細胞や精巣壁の細胞の分裂,増殖が観察された.この場

合には,1070子牛血清を加えた K-6培養液に Schneiderの培養液 (1964)のアミノ酸

成分と,0.570べプト./,0.2% イース ト抽出物を添加した培養液でもっとも活発な分裂,

増殖が観察され,卵巣の場合には級維芽性の細胞が,精巣の場合には長い突起をもつ紡錘

型の細胞が多数観察された.これら細胞増殖の長期間維持による細胞株の確立をめざして,

さらに研究を進めている.

2) 昆虫表皮細胞の脱皮周期と増殖周期 (湊): 昨年までの研究で, エリ蚕幼虫の表

皮細胞は1幼虫令期内の特定時期において,きわめて同調的な細胞分裂を行なうが,その

DNA 合成は細胞分裂の後にのみ見られ,細胞分裂の前にはまったく観察されないことが

わかっていた.このことから,これらの細胞分裂のためのDNA合成は,それに先立つ令
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で起きていることが推定され,これまで種々の時期に H3-チミジンを取り込ませ,ラベル

された分裂像をしらべる方法で,DNA合成時期と細胞分裂の関係についてしらべ,上の

推定がほぼ正しいことが認められた.

本年度は,これまでの結果をさらに確認するため,3令後期のDNA合成期に H8-チミ

ジンを1回だけ注射し,以後放置した場合と,4令期の初期から中期にわたり,6時間お

きに3回にわたりH3-チミジンを連続的に注射した場合のそれぞれについて, 4令中期に

みられる分裂像中のラベルされた分裂像の割合をしらべた.その結果,3令後期に1回だ

け注射し,以後放置した場合は,4個体中3個体は途中で死に,残る1個体も成長遅延を

起し, 4令中期に固定しても分裂像がほとんど観察されなかった.4令期に連続注射した

場合は,これまでの結果と同様に,4令中期に観察された表皮細胞の分裂像中ラベルされ

たものは 1/115(0.99ら)で,ほとんどの細胞はラベルされていなかった.他方,脂肪体,

血球,気管などの他の組織では,ラベルされた分裂像がそれぞれ 85/226(37.670),61/97

(63.0%),ll/30(36.770)で,組織による相違はあるが,かなりの分裂細胞がラベルされ

ていた.以上の実験から,表皮以外の細胞は同一令期内でDNA合成のあと引続いて細胞

分裂を行なうが,表皮細胞では,細胞分裂のためのDNA合成が,それに先立つ1つ前の

令で起きているという表皮細胞の特異的な増殖形式を確認することができた.なお,脂肪

体,血球,気管などの組織でも,ほぼ 18時間にわたってラベルしたにもかかわらず,ラ

ベルされない分裂像がかなり見られることは,これらの組織でも一部の細胞は,それ以前

の令でDNA合成をしている可能性を示唆している.

3) 培養条件に よる組織特異的細胞の動態変化 (秦): ニワト1)肱の軟骨や色素網膜

の遊離細胞の初代培養では,それぞれの組織特異的形質をもつ細胞のコロニーと,非特異

的な細胞のコロニーが分離されている (CahnandCahn,1966;Coon,1966).このような

組織特異的形質をもつ細胞を選択的に培養するための試みとして,ウズラ旺肝臓遊離細胞

を用いて,つぎのような実験を行なった.7日目または 10日目のウズラ肱の肝臓を ト1)

プシソ処理により遊離細胞とし,TD フラスコまたは,プラスチック皿中で単層静置培養

を行なった.培養液としては Eagleの MEM,BM や TC-199,F-12などの合成培養液

に 1070の血清を添加したものを用いた.合成培養液の相違により結果には大きな差異は

ほとんどなかったが,Eagleの MEM が比較的適していた.

1070子牛血清添加の MEMを用いた場合,肝臓実質細胞は,培養 1-2日でしだいに

慮平化し,敷石状の表皮性細胞層を形成するが,以後,局平化がさらに進んで,比較的透

明な細胞質をもつ巨大細胞となり,同時に細胞質内には大きな液泡が観察された.用いた

子牛血清は製造元による相違はなかった.子牛血清の代りに,牛胎児血清を用いた場合は,

細胞のガラス面に対する接着性は子牛血清の場合にくらべてきわめてよかったが,この時,

実質細胞は敷石状とならず,偽足状の突起をもった細胞となり,細胞の液泡化は伴わず,

培養後 3-4日で大部分は崩壊し,内皮系由来とみられる織維芽性の細胞のみが残った.

以上のように,用いた血清による肝臓実質細胞の挙動の相違は,血清を採取した動物の

発生時期に関係があるものと考えられる.現在までのところ,実質細胞の生存の上からは,
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子牛血清の方が適しているように思われるが,さらに良好な培養条件について検討中であ

る.

4) 癌細胞の組織再合成に対する糖質の作用 (黒田): 正常組織や臓器の細胞には,

それぞれ組織特異的な組織再合成物質が存在し, その形成は細胞の DNA依存 RNA合

成や,タンパク合成を阻害することにより阻止される.細胞の癌化にともなうこれら物質

の質的および量的変化をしらべるため, ヒト子宮癌由来の HeLa細胞とヒト胎児肺由来

の2倍体細胞 NIHT6を用いて,これらの細胞から組織再合成物質を分離し,その化学

組成の比較検討を行なっている.これらの物質は,糖およびタンパクを含み,その活性発

現には適当な濃度域が存在する.これら組織再合成物質の活性部を機能面からしらべるた

め,組織再合成を行なう培養液に種々の六炭糖およびその誘導体を種々の濃度に加えて組

織再合成を行なわせ,組織再合成物質との競合作用をしらべると,3mM の D-グルコサ

ミンによりHeLa細胞,T6細胞ともに組織再合成の阻害が現われ,30mMでは完全に

阻止される.また,N-アセチル-D-グルコサ ミンでは,両細胞ともに 30mM の濃度でも,

組織再合成に対する影響はほとんど見られなかった.現在,さらに DABや4NQOなど

により癌化した細胞と,それぞれの対応する正常細胞を用いて,組織再合成にあずかる細

胞表面物質の本体とその活性面からの研究を進めている.

5) 細胞識別能力からみた放射線換傷の回復機構の研究 (黒田): HeLa細胞とウズ

ラ腫肝臓遊離細胞との細胞識別能力を利用して,放射線損傷の回復鎖積の研究を行なって

いる.HeLa細胞に種々の線量のⅩ線を照射して,非照射のウズラ細胞と混合して組織再

合成を行なわせると,Ⅹ線の線量の増大とともに,ウズラ細胞に対する細胞識別能力が,

ほぼ比例的に減少し,HeLa細胞の再合成組織中に混入したウズラ細胞の比率や,ウズラ

細胞の再合成組織中に混入した HeLa細胞の比率が増大する.

そこで,HeLa細胞に 1,000RのⅩ線を照射した後,種々の時間をおいて, さらに

1,000Rを照射した場合と,2,000Rを単一照射した場合とで,ウズラ細胞に対する細胞

識別能力を比較すると,1,00OR照射後,一定時間をおいて2回日の1,00ORを照射した

場合に,HeLa細胞の細胞識別能力の回復現象がみられた.この分割照射の時間間隔は,

1回目の照射後2時間に,2回日の照射を行なったときがもっとも強く,2,000Rの単一

願射の場合に比べて,24時間旋回培養後に HeLa細胞の再合成組織中に混入したウズラ

細胞の比率は 3970減少し, ウズラ細胞の再合成組織中に混入した HeLa細胞の比率は

4970減少した.以上のような細胞識別能力におけるⅩ線損傷の回復が, 組織再合成物質

の形成過程とどのように関係しているか.また,その回復機構に関与する核酸,タンパク

代謝などについて,研究を進めている.

B.細 胞 遺 伝 部

遺伝現象を細胞レベル特に染色体の形態と機能の面から研究することを主体とし,第 1

研究室では主として染色体の形態と構造の研究に,第2研究室では染色体の機能および遺

伝子発現の研究に重点がおかれた.第1研究室は従来に引き続きクマネズミおよびアカネ
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ズミにおける染色体多型の調査,各種噴乳動物の染色体調査,培養細胞における染色体変

異,および癌の細胞遺伝学的研究 (班研究)などがなされた.第2研究室ではマウスプラ

ズマ細胞瞳執 こおける細胞集団の変遷,クマネズミ属の血清 トラソスフェ])ソのアミノ酸

分析,スナネズミ血清蛋白の遺伝生化学的解析,および核型進化の基礎理論などの研究が

なされた.またこの部では実験動物としてのネズミの系統維持と新しい実験動物の開発に

多 くの時間をかけた.

人事の面では外国人研究員として Dr.KazutosbiMayeda(米国 Wayne州立大学),

特別研究生として佐藤多美子 (山形大学)が研究に参加した.

第 1研究室 (吉田)

日本産クマネズ ミにおけ る染色体多型の調査 (吉田･土星): 日本産 クマネ ズ ミ

(RauusrattuStaneZuni)の染色体数は 2n-42で,第 1染色体は多型であることは

すでに報告した.今日までに日本の各地 19カ所より採集して染色体を調査したが,今回

は未調査の福岡市,三宅島および西表島の3カ所で採集したクマネズミの染色体について

報告する.福岡市では 16頭のクマネズミを採集したが,それらは全て A/A型*で,A/S

および S/S型は1頭も観察されなかった.三宅島では6頚のクマネズミを得たが,A/A

(1頭),A/S(4頭)および S/S(1頭)の割合であった.A/S型が圧倒的に多いのは近

くの御蔵島 (前年に報告)のそれに煩似していた.西表島では A/A と A/Sが 1頭ずつ,

合計 2頭を採集した.採集個体が全て A/A 型であったという集団は札幌, 仙台, 新津

(新潟県),小浜 (福井県)および鳥取で, 日本の北部および北西部に限られていたが,北

九州地区も採集個体が全て A/A型であったということは興味深い.

イソド産 クマネズ ミの核型 (吉田 ･土星): イ ソド,Mysore地方の クマネ ズ ミ

(RauusrauuSrufesoenS)2頭が橘敏雄氏より当研究所へ送付されたので,それらの染

色体を調査した.染色体数は 2n-38で,核型は 2n-42の東南アジアおよび日本産の

それと異なり,大きなメタセントリック染色体が2対観察され,明らかにオセアニア型で

あった.第1および第9染色体はサブテロセソトリックで,この所見もオセアニア型と全

く一致した.2n -38型のクマネズミは 2n-42型の東南アジア産クマネズミがヨーロ

ッパへ移動する途中で4対のアクpセントリック染色体の Robertsonian型の結合によっ

て生じたと考察した.すなわち,イソド産クマネズミ(R.r.rufeSCenS)がヨーロッパへ

移動して 2n -38のヨ-pツノミクマネズミ(R.r.rattuS)となり,それがオセアニア地

方へヨーロッパ人と共に移行したという著者 らの考えは,今回の観察でさらに裏書きされ

たといえよう.

集団飼育室におけるクマネズミの多型染色体の分離 (吉田 ･土星): 日本産クマネズ

ミは第 1染色体に関し A/A,A/Sおよび S/Sの3型のあることはすでに報告した.日本

の自然集団では一般に S/S個体が少なく, 例えば三島の自然集団では A/A が最も多く

(46.670),A/Sがこれに次ぎ (21.870),S/Sは僅か 2.670にすぎなかった.特に日本の

書動原体の位置が末端にあるかどうかは明らかでないので,今後テロセントリッグ (T)をアグロセントリック(A)

と呼ぶことにする.
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北部および北西部の集団では採集したほとんどすべてのラットが A/A型であった.しか

し実験室において飼育ケージで繁殖させた場合にはこれら3型はほぼ理論どおりに分離し

た.自然集団ではなぜ S/S個体が少ないかを知る目的で自然状態に近い集団飼育室 (250

×430×300cm)を作り,A/S染色体をもつ1対を放し, 約1年後に繁殖したネズミの染

色体を調査した.84頭のネズミを得て染色体を調査した結果,A/A,A/Sおよび S/S染

色体をもつネズミは 27:50:7の割合で分離した.これは分離比の理論値 (21:42:21)より

有意差があり (x2-30.95,p<0.001),自然状態では S/S個体が明らかに少なくなること

を知った.すなわち,S/S染色体をもつネズミは A/Sおよび S/S染色体をもつそれらよ

りも自然環境においては適応が低いのではないかと考えられた.

アジア型およびオセアニア型 クマネズミの交雑 (吉田 ･加藤 ･土星 ･榊原): アジア

産クマネズミの染色体数は 2n-42であるが,オセアニア産のそれは 2n-38であるこ

とはすでに報告した. 今回は 2n-42の日本産クマネズミ (Rauusrauustanezumi)
と 2n-38のオ-ス トラリア産クマネズミ(R.r.rattuS),および 2n-42のマレ-シ

ア産クマネズミ(R.r.diardii)と2n-38のニューギニア産クマネズミ(R.r.rauus)

の交配から雑種 (Fl)を 25頭,および F2を 1頭得たので,それについて報告する. 日

本産クマネズミとオース トラリア産クマネズミはどちらを雌雄にしても雑種が生れた.雑

種の染色体は 2n-40で両親の染色体の混合型であった. 雑種の平均産児数は5頭で,

対照 (両親動物)に比較して産児数に減少はみられない.性比もほぼ 1:1であった.Fl同

志の交配を多数作って F2の産出をはかったが,今日までに1腹1頭が生れたのみで,Fl

は semisterileでなかろうかと思われた.F2の染色体数は 39本で一定であった. マレ

-シ7産とニューギニア産の交雑から1腹 6頭が生れた.染色体は前者と同様2n-40で

あったが,F2 はまだ得られない.2n-42同志のマt/-シア産と日本産クマネズミの交

配は比較的容易で,これらの問では F2もかなり容易に生れた.亜種問の染色体構成と雑

種形成の度合いから,クマネズミの亜種の分化の程度が明らかにされつつある.

2n-46と 48型日本産アカネズミの繁殖 (土星 ･吉田): わが国に広 く分布するア

カネズミ Apodem uSSPeCioSuSが,本州の中部地方を境にして,それより以北で採集さ

れた個体では 2n-48,以南では 2n-46の染色体を有することはすでに報告した.今

回はその分布境界で両型の雑種個体が発見されたこと,および実験室で繁殖によって雑種

個体を得たのでそれについて報告する.両型の分布境界にあたる浜松集団では,2n-48

と 46の両型が混接しており,そこから2n-47の自然交雑個体が4頭採集された.実

験室では 90×180cmx深さ 60cm の星外飼育場を作 り,その中に 2≠-46の広島産雌

と 2n-48の山形産雄を1頭ずつ入れ, 水と飼料 (マウス･ラット繁殖用固塾飼料)杏

充分に与えて飼育した.飼育開始2カ月後に第 1回日の出産が認められたが,その中から

雌 1頭を採集して染色体を調査したところ, 染色体数は 2≠-47で明らかに両親の雑種

型であった.

沖縄産ネズミ2種の核型 (土星 ･吉田): 琉球大学高良鉄夫学長 より送 られてきた琉

球特産の2種のネズミ,すなわちオキナワトゲネズミTokudaiaosimenSi8m uenninki
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(8)とケナガネズミRauuslegatus(?)の染色体を調査したので,その結果を報告す

る.

オキナワトゲネズミは 2n -42で,常染色体は 20本の acrocentric,6本の subteloI

centricおよび 14本の metacentricからなり,Ⅹ染色体は大きな submetacentric,Y

はそれよりやや小さい Subtelocentricから構成されていた.ケナガネズミは 2n-44で,

それらは 34本の acrocentricと 10本の metacentricおよび submetacentricより構

成されていた.守1頭を入手したため性染色体の識別はできなかった.

日本産コウモリ3種の核型 (土屋): 沼津市多比にある採石場の坑内で ニホンコキク

ガシラコウモリRhinolophu800rnutuSCOrnutuS,ミカドキクガシラコウモリR.fer-

rumiquinun mikadoおよびニホンユビナガコウモT)Miniopterusschreibersifuli一

ginoSuS の3種の食虫性コウモ])を採集しその核型を調査した.

コキクガシラコウモリは 2% -62で,常染色体はすべてが acrocentricであった.X

染色体は大きな subtelocentric,Yは小さな submetacentricより構成されていた.キク

ガシラコウモリは 2n-58で,常染色体は 50本の acrocentricと2本の動原体付近に

二次狭窄をもつ aCrOCentricと4本の metacentricからなり,Ⅹ染色体は大きな sub-

metacentricより構成されていた.エビナガコウモT)は 2n -46で,常染色体は 36本

の acrocentric,大きな 4本の metacentric,2本の中位の submetacentric,2本の

minuteからなり,Ⅹ染色体は中位の submetacentric,および Yは小さな acrocentric

より構成されていた.

染色体不分離にともなう染色体構成の変化 (加藤): チャイニーズ-ムスター培養細

胞をコルセミドで短時間処理して染色体不分離を誘起し,染色体数の増加あるいは減少が,

細胞の生存に如何に作用するかを調べた.

染色体不分離誘発後,1-4回員の分裂期にそれぞれ細胞を固定して核型分析を行なっ

た結果,モノソミー染色体を有する細胞は極めて急速に細胞集団から消失することが明ら

かになった.特に,Ⅹ染色体を失った細胞は,1回の分裂周期を完遂することなく死滅す

るらしい.一方,Y染色体および No.9,No.10および No.11染色体対の一方を失っ

た細胞は,増殖が可能でありコロニーを形成する.他の染色体を欠く細胞は,いずれが欠

けても,4回目の分裂期までにほとんどが消失してしまう. トリソミー染色体を持つ細胞

はモノソミー細胞に比して安定しているが, コロニー形成に至る細胞は少ない.現在まで

に,No･4,No･7(あるいは No･8),No.9および No.10(あるいは No.ll)染色体

トリソミーを持つ細胞株が得られている.このうち No.4 トリソミーおよび No.7(あ

るいは No.8) トリソミー細胞株は比較的不定安で,長期間培養を続けると染色体異常が

誘発されて新しい型の染色体を持つ細胞が生じ, 細胞集団で優位を占めるようになる.

No.9および No.10(あるいは No.ll)染色体に関するモノソミー株および ト.)ソミ一

株における遺伝子発現様式の比較研究は,現在進行中である.

第2研究室 (森脇)

1) マウスプラズマ細胞瞳癌における細胞集団の変遷 (森脇 ･佐藤 ･山下): MSPC-
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1系マウスプラズマ細胞腫癖は3年間の移植継代中分裂の主体をなす細胞クp-ソが何回

か入れ換っていることがマーカー染色体の経時的な観察から明らかになった.このような

細胞クp-ソ変遷の要因を調べるために,移植世代初期の細胞を凍結保存した P40亜系

と移植世代後期の NP39亜系とを混合移植しそれぞれの亜系に特有なマーカー染色体を

用いて両方の細胞の増殖過程を追跡した.

それぞれの亜系細胞を同じ個体に別々に移植した対照実験と比較すると,混合移植 した

場合には移植世代初期の P40細胞の増殖が明らかに阻害され,一方移植世代後期の NP

39細胞の増殖は促進されていることがわかった. NP39細胞の表面が P40細胞と物理

的に接触することによってこのような阻害がおこるいわゆる "Allogeneicinhibition"様

の現象がみられるか否かをしらべるため,15,000rγ線,冷グリセリン,中性フォルマリ

ン等で処理した NP39細胞を P40細胞と混合して移植し増殖経過を観察したが, 宿主

マウスがこれらの処理を行なった NP39細胞に対して異物除去反応をおこすために未だ

結論を得るには至っていない.

2) 東南アジア･オセアニア産 Rauus属血清 トランスフェリンのアミノ酸分析 (蘇

脇 ･佐藤): 東南アジアおよびオセアニアで採集した Rattus属 12種を材料とし,アク

1)ノール沈澱,DEAEカラムクロマ トグラフ,Sephadexゲル炉過およびデンプン電気泳

動によって血清 トランスフェリンを分離精製した後加水分解してアミノ酸組成を分析した.

分析に用いた Rauusは次の通りである.a.rauusJ.(日本産)TfR 型および TfN

型,R.rauusN.G.(ニュ-ギニ7産),R.rauusP.(フィリピン産),R.rattusC.

(セレベス産),R_norvegicus(Wistar系),R.legatuS(沖縄産),R.bowersii(マラ

ヤ産),R.conatus(オ-ス トラリア産),R.nuelleri(マラヤ産),R.argentiventer

(マラヤ産),R.diardii(マラヤ産),R.exulanS(セレベス産).

それぞれの種および亜種間でのアミノ酸組成の差異はおよそ 20から60の間に分散し

ているが, 日本産 R.rattusJ.とオ-ス トラ1)ア産 R.raltuSN.G.との間に同じ種

であるにもかかわらず 60の差異があることが目立っている.また, 日本産 R.rauuSJ.

特に TfN 型と R.norvegicusとは別種であるがその差は 22 しかない.ここで分析し

たいずれの種とも比較的大きな差異を示すのは R.exulansおよび R.rauusN.G.で

あり,逆にいずれとも比較的小さい差異しか示さないものは R.norvegious,R.miilerii,

R.argentiventer等であった. このような結果が核型からみた額縁関係とどの程度一致

するかほ興味ある問題である.

3) スナネズミ血清蛋白質の遺伝生化学的解析 (Mayeda*･佐藤 ･森脇): アメリカ

合衆国および日本国内数カ所の研究機関に維持されているスナネズミ MerioneSungui-

eulatusの血清エステラーゼをデンプンゲル電気泳動を用いて比較し,その1系統に遺伝

的多型があることを見出した.

一方放射性鉄 Fe59 を加えた血清のデンプンゲル電気泳動を行なった後オー トラジオグ

ラフで トランスフェリンの同定を行なったが Sα2マクログロブリンと-プ トグロビンとの

書外国人研究月(WayneStateUniversity,Michigan.AssociateProfessor)
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間に6本のバン ドが認められた.しかし今回の調査では トランスフェリンの多型は見出さ

れなかった.またこの血清を SephadexG200薄層ゲル炉過によって泳動しオ- トラジオ

グラフによって トランスフェリンの位置を決定したところ,およそ 70,000 の分子量をも

つことがわかった.

トランスフェリンのアミノ酸組成の面からスナネズミと他のネズミ煩とを比較するため

に,スナネズミの他ゴールデン-ムスター,マウス,クマネズミ,アカネズミ,ベロミス

カス等の血清 トランスフェリンを前述と同じ方法で分離精製しそのアミノ酸組成の分析を

行なっている.

4) 核型進化の基礎理論 (今井): 約20年以前,染色体数の変化の進化的意義の解読

が試みられた時代,植物ではすでに倍数性による染色体の進化が発見されていた.しかし,

動物では倍数種が例外的存在であるためその変化に富んだ染色体数の動態は解読されずに

終った.その後,染色体の数と型 (核型)の分析が可能になって,核型の解読が試みられ

る時代が到来した.核型進化の基礎理論は主にショウジョウバェの観察結果に基づいて,

Muller,Patterson,Stone等によって組立てられた.さらにこの理論は,Whiteによっ

て全動物に適用されて,現在 Fusion説として定説化されている.

この十年,脊椎動物特に噂乳規の核型分析が可能になって,すでに多数の資料が蓄積さ

れている.その結果,Fusiom説に基づく核型進化の方向性が, 化石および形態に基づい

て組立てられた進化の方向性と必ずしも一致しない場合が頻繁に発見された.そのため,

極少数ではあるが,核型進化の新しい解釈を試みる人 が々現われ始めた.

本研究は数年来行なって来たアリの染色体観察を通じて明らかになって来た矛盾を解決

するために新しい解釈の可能性を模索することによってはじめられた.そして最近,核型

進化の解読に重要と思われるいくつかの糸口を発見するに至った.理論完成にはなお長い

年月を必要とし,また諸々の困難を克服しなければならないであろう.

C.生 理 遺 伝 部

生理遺伝部は遺伝形質に対する遺伝子の発現機構を生理遺伝学的に研究している.

第 1研究室ではショウジョウバエの自然集団に含まれる有害遺伝子の分析およびその保

有機構の研究を文部省科学総合研究 ｢メンデル集団の変異の保有機構の研究 ･森脇班｣の

分担研究として行なうとともに本年はショウジョウバエ自然集団の繁殖様式のような生態

の研究 (一般研究C)を行なった.5月から農林省園芸試験場久留米支場の井上晃一技官

が約9カ月間の内地留学のために研究に加わった.主としてクロショウジョウバェ集団の

放射線誘発優性不妊による集団制圧の実験と,照度の変動一定両環境における産卵性の分

析的研究を実施した.9月から韓国ソウルの中央大学校理工大学生物科の秋鐘書助教が約

1年の予定で来日し,特別研究員として研究に加わった.それにひきかえ渡辺隆夫研究員

は米国ノースカロライナ州立大学の Post-DoctoralFellowshipを得て向井輝美教授のも

とでショウジョウバエの集団遺伝学的研究をするた釧こ10月2日に渡米した.また大石

陸生は米国エール大学の D.F.Poulson教授のもとでショウジョウバエの SR田子の研
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究を行なっていたが Ph･D.を得て帰国し 10月から特別研究生として当研究室で SR因

子に関係の深いウィルスの研究を続行することになった.

第 2研究室ではコムギ族 (TribeTriticeae)植物の系統分化の遺伝学的研究および日本

産カモジグサ属植物の生態遺伝学的研究をおこなうとともに,コムギおよびその近縁種を

用いて核置換法による核と細胞質の相互作用について生理遺伝学的研究を進めている.

阪本寧男研究員は 5月 10日より 7月 25日まで京都大学メソポタミア北部高地植物

探検調査隊員としてイラク, トルコ,イランでコムギ族植物の調査と採集に従事した.木

原生物学研究所三島分室の大塚一郎は昨年にひきつづき,また吉野無道は5月1日より特

別研究生として上記核置換の研究に参加した.

第 1研究室 (大島)

1) キイロショウジョウ/ミニの 自然集団に含まれ る有害遺伝子の研究 (大島 ･渡辺 ･

秋 ･河西)

a) 勝沼 (山梨県)の自然集団における致死遺伝子の研究: 7月 31日勝沼地区の3

カ所の夏季自然集団および 10月12日勝沼地区の3カ所の秋季大集団から採集した--か

らそれぞれ 199,292本の第2染色体を抽出しホモの生存力を調べた.その結果夏季集団

の致死染色体の頻度は 35% と非常に高く秋季集団のそれはやや減少して約 26% であっ

た.しかしこの結果はこれまでの数年間の秋季集団の致死染色体の平均頻皮 (約 1570)に

比べると異常に高かった.夏季集団から抽出された致死遺伝子間の同座実験の結果,同座

率は8.270で今までにない高率を示し,とくに 1染色体に2個以上の致死遺伝子を有する

と考えられる染色体は 11もあり,そのうち3染色体は 3-4個の致死遺伝子をもつと考

えられた.このような染色体の多くは細剛毛遺伝子 (rbl)をもつものであった.

b) 勝沼の自然集団に含まれる不妊遺伝子の保有の研究: 夏季集団における不妊雄

は 4.3%, 不妊雌は 3.470で 1968, 1969年の秋季集団における不妊のものの頻度とほ

ぼ同程度であったが,秋季集団における不妊雄は 4.870, 不妊雌は 7.870と高かった.

夏季および秋季集団から抽出した合計342本の第 2染色体のうち 69本 (20.2%)は劣性

不妊遺伝子をもち, そのうち雄性不妊遺伝子をもつものは 32本雌性不妊遺伝子をもつも

のは 27本雌雄両性不妊遺伝子をもつものは 10本であった.1968年の結果に比べると不

妊染色体の頻度は高かったが正常染色体よりも半致死,低生存力染色体に不妊遺伝子を有

するものが多いことは同じであった.夏季集団の雌性不妊遺伝子 (11染色体)と雄性不妊

遺伝子 (19染色体)の間の同座実験の結果,同座率は前者が 18.270で後者は 0.770で

あった.またそれら不妊遺伝子と 1968年に抽出し研究室に2年間保存されていた不妊遺

伝子との同座実験を行なった結果, 1968年に多数抽出された同座の雌性不妊遺伝子 (FS

801)と雄性不妊遺伝子 (MS801)が 1970年の夏季集団からそれぞれ 1個ずつ抽出された.

不妊遺伝子も致死遺伝子と同様あるものは長期間にわたって自然集団中に保有されること

を確認した.

C) 勝沼の自然集団の繁殖様式の研究: 7月 31日 (午級 l-3時,28oC,7170曇)

勝沼地区の 3カ所で桃の果実に集まっている-エを吸虫管でそれぞれ 20分間採集し約
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600匹の キィ｡ショウジョウバエ外4種 (少数)を得た.一万 10月 12日 (午後 1-3

時,20oC,7070曇)勝沼地区の3カ所のブドウ畑, 酒樽付近の大集団から捕虫網でそれ

ぞれ 5分間採集し約 26,000匹のキイpショウジョウバェ外数種 (少数)を得た.約 30

万 m2に分布する自然集団の約 2.5月 (約 5代)における増殖率は理論的には 数億倍と

考えられるが実際は3〕0-3000倍であろう.当期間に同地域に保有された4群の同座致死

遺伝子を標識遺伝子として--の移動を考えようと試みたが,分布のかたよりほほとんど

なく一様に保有されたことから小さい夏季集団から同地域の秋季の大集団が繁殖したもの

と考えられる.

d) 実験集団に含まれる有害遺l'芸子の研究: 1967年 10月に甲府,勝沼の自然集団

から抽出した正常第 2染色体をもつ 2)系統によって 1968年 1月に実換集団を構成し

25oCの一定環境で 42CI日 (約 30代)飼育したときにこの集団中の約230匹の雄からそ

れぞれ1本の第2染色体を抽出し生存力,生産力の分析を行なった.ホモ個体の生存力を

分析した結果,致死染色体の頻度は 10.770正常染色体は 86.2% で半致死,低生存力染

色体は少なかった.一方ホモの雌雄と異なる染色体を-テロにもつ雌雄の生産力 (一定時

間内の交配によって生ずる Fl個体数)を標識遺伝子をもつ-工と交配する方法で分析し

た.約 2C)0本の第2染色体のうち雄性不妊染色体は 4.5%,雄性半不妊染色体は 25.870,

雌性不妊染色体は 2.09も,雌性半不妊染色体は 30.8% という頻度であった.雌性不妊染

色体ホモ個体の生存力は低く,その同染色体ホモ雄の生産力も有意に減じたが,雄性不妊

染色体のホモ雌の生存力,生産力は有意に減じなかった.ホモ雌の生存力と生産力との問

の相関はほとんど認められなかったが,ホモ雄のそれらの形質間の相関は有意に認められ

た.一万-テp雌雄の生存力と生産力との問の相関はいずれも認められなかったが,雌性

不妊染色体および雄性不妊染色体はそのヘテロ雌 ･雄の生産力をやや減じるような有害性

を示した.

2) タロショウジョウバェのγ線照射による不妊化に関する研究 (大島 ･井上)

a) γ線照射による雄精子の優性致死効果: 1970年 3月の東京浅草吾妻橋のビール

貯瓶場のクpショウジョウバエ集団 (越冬集団)を集団飼育箱で飼育し,その集団から抽

出した雄を 187Coのγ線 2000R,4000R照射した.照射後これらの雄は雌 1匹と対にし

てクリマ-瓶に入れて毎日の産卵数を調査し,それらの卵からの嫡化率と羽化率を求めた.

産卵数や寿命に対する照射の影響はほとんど認められなかったが,桶化率,羽化率はとも

に対照区と照射区で差異が認められた.4000R区では照射後 10-20日間に産まれた卵か

らの成虫羽化率は約 170まで抑制されたが,それは精原細胞および精母細胞の成熟分裂

時におけるγ線の優性致死効果によるものと考えられた.

b) γ線照射雄の故人による実験集団の-エの数-の影響: 25oCで照射雄放入集団

と対照集団の2集団を集団飼育箱で7月から約5カ月間連続飼育した.照射と故人は7日

毎に 1-10回までは 500匹の雄,ll-21回までは約 1000匹の雄について行なって2集

団の--の数の変化を比較した.1-10回の間の故人集団のハエの数は対照集団とほとん

ど差異が認められなかったが 11-21回の問は約 10-40% の減少がみられた.照射雄を
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集団に故人して後2日目と6日目に集団から抽出した雄のうち不妊のものの頻度は平均約

36% と 25% であった.したがって現存する雄の少なくとも 5-10倍あるいはそれ以上

の多数の照射雄を故人したときにはじめて集団の--の数を有効に減少させることが期待

できるであろう.

3) クロショウジョウ/;ェの産卵性に対する照度変動環境の影響 (大島 ･井上)

東京浅草吾妻橋のビール貯瓶場のクロショウジョウバェ集団を集団飼育箱で 25oC一定

環境において約 3カ月飼育した集団から 12系統を抽出した.各系統から羽化後6日目の

雌雄9組ずつをとり出して3組ずつ全明 (照度 2500Lux常時点灯),明暗 (9時間 2500

Lux,9時間 OLux,6時間明ご 暗変化),全暗 (照度 OLux常時暗)の3環境において

毎日の産卵数を 10日にわたって調査した.実験中の温度は 25oC一定とし飼育はク1)-

マ一瓶を使用した.その結果 1日1雌の平均産卵数は全明, 明暗, 全晴の順に 51,54,

64と増加した.分散分析の結果, 系統間,系統と環境との相互作用に有意性の差異が認

められた.とくに系統間の分散比は明暗環境が一番小さく全明,全略の一定環境では数倍

以上大きくなった.10 日間の産卵の様相を Runtestで分析した結果, 全明全晴の環境

においてほ前5日間に多 く後5日間は減ずる傾向が見られたが明暗環境ではその傾向はみ

られないでリズムのある変動が続いた.産卵性は照度の.)ズムをなくすことによって大き

な影響を受けることは確かであり,全明全暗環境で 10日の実換中に死んだり産卵を停止

したものがあったが明暗環境ではそのようなものはなかった.

4) クロショウジョウバェの感光性と産卵性との関係の分析 (大島 ･井上)

1970年 3月に東京大森のビール貯瓶場で採集したクロショウジョウバエを集団飼育箱

で 25oCの一定環境において飼育した.5月下旬から約 300匹の-エを集団から抽出し迷

路選択方式の器具によって走光性と避光性の両方に選抜した.毎代一番走光性,避光性を

示した--を約 30対 (選択強度約 1/5)で継代し数代後には両方の形質とも増進し 6,

7代以後は大体平衡状態に達した. その回帰係数は 0.475で選択効果を確認した.選択

7代目の走光性の-工から 11系統を抽出し前実験と同様の方法と環境で毎 日の産卵数を

20日間にわたって調べた.また選択9代目の避光性の--から12系統を抽出して同様の

実験を行なった.1日1雌の平均産卵数は走光性,遮光性とも全明,明暗,全晴の順に増

加したが,分散分析の結果系統問の差異は有意でなかった.5日以後の産卵数は増減のリ

ズムをもって次第に減少する傾向が3環境における走光性の--と全明,全暗環掛 こおけ

る逆光性の--に認められたが,明暗環卦 こおける避光性の--の産卵数は最後までほと

んど減少しなかった.走光性の--の減少回帰は避光性の--よりも大きかった.個体 レ

ベルの産卵数の 20日間にわたる増減 リズムは走光性の-工は3環境においてすべて小さ

く避光性の-エはすべて大きくなった.とくに走光性の-工の全明環境におけるリズムは

有意に小さく避光性の-エの明暗,全暗環動こおけるリズムは有意に大きく認められた.

したがって産卵性のリズムは走光性の-工よりも避光性の--がより強くもち,全明より

も全暗,とくに明暗環境においてより長く維持されると考えられた.



24 国立遺伝学研究所年報 第 21号

第 2研究室 (大島兼任)

本年度の主な研究の進行状態はつぎのとおりである.

1) コムギ族の系統分化の遺伝学的研究 (阪本):

a) Agropyrontsuku8hienSeと Ely仇ue肌OlliSの属間雑種: El.肌OlliS(テソ

キグサ,2≠ -28)は周極要素植物で, わが国では北海道や本州の海岸に産する.北海道

網走で採集した El.仇Ollisは三島の条件では普通出穂しないが,1969年たまたま2穂出

穂したので,その花粉を Ag.tsukushienSe(カモジグサ,2n -42)に交配しFl植物を

えた.交雑成功率は 30.670であった.Flの生育は個体により異なり分けつの盛んな個

体もみられたが, 17個体のうち7個体のみが 1-2穂出穂開花したにすぎなかった.Fl

の PMCの MIではかなり多数の一価染色体がみられたが, その詳細は目下調査してい

る.

b) イラク･トルコ･イランにおける コムギ族植物の調査と採集: 本年 5月より7

月まで3カ月にわた り京都大学メソポタミア北部高地植物探検調査隊はイラク, トルコ,

イランを旅行し,コムギ族の Aegilops,Agropyron,CrithopSis,Eremopyrun,Hen-

rardia,Heteranthelium,Hordeum,Psathyrostachys,Seeale,Taeniatherum および

Tritioum の 11属 48種にわた り合計 1,025点のサンプルを採集した. また同時にこ

の地方産のイネ科植物約30種の採集もおこなった.帰国後,AegilopSおよび Triticum

を除く植物については遺伝研で同定や整理 をおこない, 本年はそのうち Agropyron,

Ere仇OPyru伽,Psathyro8taChySの3属を播種して変異を調査している.

2) 日本産カモジグサ属植物の生態遺伝学的研究 (阪本):

a) Agropyrontsukushienseの3生態型の遺伝的分化: Ag.tsukuShienseに今

まで兄い出された明らかな3種の生態型の間の遺伝的分化を調査するために,相互間の相

反交雑をおこない,多数の Fl植物を得た.雑種世代の種々の形質におこっている分化を

調査する予定である.

b) Ag.tSukushienseの Earlyecotypeの環境適応性: この生態型は休閑田に群

生し,早生でよく生育環境に適応していると考えられる.グロ-スキャビネットを用いて

播性を調査した結果, きわめて春播性が高いことわがわかり, そのうち1系統は明期 16

時間 22oC+暗期8時間 18oCおよび連続照明 25oCの条件で,播種より出穂開始まで,前

者では 42.5日,後者では 28.4 日しか要さないことがわかり,この生態型の休閑田適応

性を裏づける結果をえた.目下, 日長性について調査中である.

3) コムギおよびその近縁種の核置換の研究 (木原 ･阪本 ･大塚 ･吉野):

木原生物学研究所三島分室との共同のもとにおこなっている研究であるが,遺伝研にお

いては,Aeqilopscolumnaris,Ae･orassa(6Ⅹ),Ae･oylindrica,Ae.kotSChyi,Ae.

Sharonen8iS(4Ⅹ),Ae･speuoideS,Ae･triariStata,Ae.Variabilisの8細胞質をもつ

コムギ SBl植物ならびに,Ae･biuncialisと Ae.3'uJUenalisの2細胞質をもつ Fl植

物の形態や稔性を調査し,戻交雑によってさらに世代を進めた.
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D. 生化学遺伝部

当部では動植物の細胞より抽出した DNAの物理化学的性質,および生物学的活性とく

に生体内にとり込まれた DNAによる形質転換の研究,発生分化に伴う遺伝子 (DNA)の

作用に関する遺伝生化学的ならびに微細構造細胞学的研究がなされ,また植物材料でアイ

ソザイムの研究などが行なわれている.

第1研究室では,本年度は昆虫における形質転換の機構の生化学的解析が行なわれ,普

たコナマダラメイガ卵のDNAの研究,形質転換の見地より接木雑種の機構に関する研究

が続けられた.第2研究室では,小川室長は,人血清蛋白質の遺伝生化学的研究と日本中

型犬の遺伝学的研究を行ない,遠藤研究員はこれまでの植物アイソザイムの遺伝学的研究

の他に,最近諸外国で植物材料によりその可能性が報告されている形質転換の研究を,独

自の方法によって開始した.なおこの研究室では特別研究生,小滝寧男氏が小川室長の人

の血清蛋白質研究に,また中華民国留学生白鍵氏が遠藤研究員のイネのアイソザイムの研

究にそれぞれ協力した.終に第3研究室では家蚕幼虫の外皮分化,体色,斑紋および油蚕

性などの皮膚に関連した一連の形質の遺伝生化学的分析と平行して,皮膚切片の電子顕微

鏡的研究を行ない,遺伝生化学的実験の結果を微細構造細胞学的立場より裏付けする研究

がなされた.

第 1研究室

1) こん虫における形質転換の機構の生化学的解析 (名和 ･山田): コナマダラメイ

ガおよび家蚕において,供与 DNAによる形質転換現象が確かめられたが,この発現過程

において興味ある現象がいくつか観察された.すなわち劣性突然変異体に野生系よりの

DNA を作用させたとき,処理後数代後での転換体の出現,ホモの転換体の出現,転換体

の戻し交配により得られた劣性個体同士の交配から再度の転換体の高頻度の出現,卵色

(家蚕の場合)の母親遺伝の様式に関しての転換体の異常性などが認められた.そのような

現象に対するわれわれの作業仮説は,取り入れられた DNAの遊離または染色体上のマー

カー部分に付着した状態での存続と複製の可能性およびある時期でそれらが宿主 DNAと

入れ換わる可能性である.

a) 最初に宿主の DNA と密度の異なるラベルされた DNAを高能率に取り込ませそ

の行方を追求するための条件が検討され,取り込まれた DNA と宿主 DNA との分離分

析のためには超遠心法および MAK カラム法の組合わせが有効であることが分り, 今後

の実験の見通しが得られた.

b) つぎに取り込まれた DNA の状態を探る1つの方法として, クロマチンの分離法

が検討された.はじめに核を分離してそれからクロマチンを遊離するため,各種の庶糖法,

クエン酸法,へキシレングリコール法などが試みられたが収量と精製度が両立し難いよう

である.現在のところクエソ酸法で核を分離しそれからクロマチンを精製するのがもっと

も有効であることが分ったが今後の検討を要する.

C) 転換現象は供与 DNA が宿主のマーカー遺伝子を持つ染色体以外の染色体に付着
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したためおこるのではないことは前に確かめられたが,相同部分に固く付着して行動を共

にしているという可能性は残っている. このことは最近 Foxらによるショウジョウバエ

での実験で示唆された.ショウジョウバエでは限色色素についての形質転換の場合,個々

の転換体によりいろいろの程度の色素量の変化が観察され,転換体はモザイクであるらし

い.しかしわれわれの場合転換体の限色は正常のものと全 く区別できない.コナマダラメ

イガのα遺伝子は トリプトファンピロラーゼの構造遺伝子であるが,nonautonomousで

ある.それゆえ,眼以外のいろいろの組織からキヌL,エソがある量拡散してくれば限色は

正常となり得る.この場合酵素活性は正常系と同程度ある必要はない.すなわちモザイク

体でもある程度以上酵素活性があれば正常と同じ限色となり得る.これらの点を調べるた

め トリプ トファンピロラーゼの性質と活性が比較された.この酵素は噂乳叛やバクテリア

などのと異なり, トリプ トファンで誘導されない.反応にアスコルビン酸を必要としない

がメチレン青を要する点においてショウジョウバェの酵素とも性質が異なる.転換体系と

正常系との問で,これらの性質および活性に差は認められなかった.すなわち転換体がモ

ザイクである可能性はほとんど否定された.また1個の成虫でのこの酵素の活性測定が可

能な方法が開発されたので,新たに出現する限色変異体自身について酵素量が調べられ得

る見通しが得られた.つぎにこの酵素の精製が試みられ,プロタミン処理および硫安沈澱

と燐酸カルシウムーゲル処理につづく DEAE-セファデックスカラムによる分画で約 100

倍の精製酵素が得られた.この精製試料についての反応恒数,電気泳動易動度などは,正

常系と転換体系について同じであることが確かめられた.

2) コナマダラメイガ卵の DNA について (山田): 産卵後 0-18時間の卵 (卵割

期一胞旺期)からの DNA を分析用超遠心機で分析すると 2つの成分が認められた.主

成分は 1.696の密度 (成虫の DNA と同じ)をもち, 微少部分は 1,672である. しか

し主成分は密度の軽い方にゆるやかにテイルした不均一なものである.アングルローター

で分画すると,主 DNA 区分中に約 1.687の密度をもつショルダーとして軽い部分が認

められた.卵を庶糖溶液中で核と他の細胞質成分に分画し,おのおのからDNAを抽出し

分析すると,重い DNA は核分画に,軽い DNA は細胞質分画に主として含まれている

ことが分った.CsCl密度勾配,庶糖密度勾配による分画パタ-ソ, セファデックスによ

るカラムクロマ トなどによると,これらは DNAの分子の大きさの違いによるものではな

く,分子の成分の違いによるものであることが示唆された.またこの軽い DNAは卵巣か

らの DNA にも認められるが,発生後期では著しく減少する. これらの DNA の働きと

由来を詳しく検討中である.

3) 接木変異の機構に関する研究 (名和): 黄色種と栃木三鷹の種子,発芽中のもの,

幼木をそれぞれ異なる系統から取った DNAでもって,いろいろの方法で処理した.それ

らの処理個体自身においてほ変化は見られなかったが,採種して次代での変化を来年度調

べる予定である.

第 2研究室

1) 人血清蛋白質に関する遺伝生化学的研究 (小川 ･小滝): 第一次の泳動にセルp
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-ズアセテー ト膜 (セパラックスまたはオキソイ ド)杏,第二次の泳動にはポリアク1)ル

ア ミド (ディスク法)を支持体に用いた二次電気泳動分析法により,人血清の α-グロブ

リンに関する新しい多型現象を兄いだした.

それはセ′くラックスの上では主に α2分画に,オキソイ ドの上では主としてβ分画に所

属する血清成分の変異型で,セルローズアセテー ト膜を担体とした電気泳動の際には正常

例と変らない易動度であるが,ポリアクリルアミドを支持体とした場合では正常例がおお

よそ トランスフェリンと同じ易動度を示すにもかかわらず,変異型ではアルブミン分画と

同じである.ディスク法でいままで発見されずに兄のがされていたのは,多量のアルブミ

ン分画に混入していたためである.しかし免疫沈降反応,各種複合蛋白質についての定性

試験の結果からみていまだにこの分画の純分離に成功しておらず,その本体をつきとめる

に至っていない.

2) セルp-ズアセテー ト電気泳動に関する基礎的研究 (小川 ･小滝): 同じ血清を

同じ条件で分析しても,用いたセルp-ズアセテー ト膜の種塀によってえられる分析成績

が異る.この原因についていままで詳しい調査がされていなかった.

同じ試料血清をセパラックス (国産),オキソイ ド (英国),およびセプラフォアⅢ (栄

国)を用いて分析し,それぞれの膜で分離された各分画の内容をディスク泳動法で比較し

たところ,セルローズアセテ- ト膜の種頬により分離される分画の内容が相異することが

実証できた.また,この所見はこれらの膜で求められた分画値の相違を裏付けていた.

3) 日本中型犬ならびにその近縁種に関する遺伝学的研究 (小川): 北海道犬 のうち

メリオ系およびアク系の第1ならびに第2前きゅう歯 (永久歯)の欠如について調査した.

第 1前きゅう歯の欠如はメリオ系で 25.5%,アク系では 52.370,第 2前きゅう歯の欠如

はそれぞれ 12.170,23.370である.第 1前きゅう歯の欠如は常染色体性の劣性の遺伝子

に支配されるものとしてよく調査成績を理解することができる.

欠歯の個体は永久歯の生える生後6カ月以降でなければ鑑別できない.欠歯の個体を仔

犬の時期に発見できるよう,関連する遺伝形質の調査を進めている.

4) ダイマー型酵素の遺伝様式 (遠藤): 生体内における酵素の存在様式の 1つとし

て,ダイマー型の多いことが知られており,その遺伝様式の研究も少なくない.そのとき

形成される雑種酵素について,その相対活性比から判断して,従来の単位モノマーにおけ

る機会的ダイマー形成の理論にもとづくだけでは説明困難な場合を発見した.したがって

この現象の説明には,対立遺伝子間における調節機構の差異,あるいは分化を考慮する必

要がある.その他の諸条件を考慮して遺伝様式に関するいくつかのモデルを投出した く第

42回遺伝学会で発表).

5) イネ･パーオキシダーゼの Pe対立遺伝子群 (遠藤 ･白): この数年来における

失権源,B.B.シャヒらとの協同研究によって,イネ諸器官に存在する Pe遺伝子座支配

のアイソザイムは,栽培イネでは調査された限り,インド型日本型およびその中間型を問

わず,すべて Pe2A のみ存在するが,その先祖型のペレニスでは Pe2Aと共に Pe4Aが分

布していた.今回,さらに PeOCが発見され,3遺伝子間におけるへテロ個体はすべて雑
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種酵素を形成することが見出された.したがって,このパーオキシダーゼは,ダイマー型

と見なすことができるが,これはこの酵素としては最初の報告である.なおこれに関連し

て,ゲル上におけるパ-オキシダーゼの染色は,酸化発色物質の部分的可溶現象に伴うザ

イモグラムの不鮮明化という困難があったが,今回新基質の利用とその組合せにより,こ

の困難を大幅に解消することができた (論文投稿中).

6) イネ酸性フォスフアターゼの遺伝子分析 (遠藤 ･自): 栽培お よび野生のイネの

諸系統の緑葉器官は,常にほぼ 10種ないしはそれ以上の酸性フォスフアタ-ゼ ･アイソ

ザイム群を有する.特徴的なことは,原点より両極に対して各アイソザイムに番号を附す

るとき,奇数番号のアイソザイム群の活性が偶数番号のそれより大きい場合と,その逆の

場合とに大別できることである.栽培イネほインド型と日本型とでは明白な差異が見られ

るが (論文印刷中),すべて奇数型であり,ペレニス系野生イネほ両者を含む.本年度は,

奇数型の日本型栽培イネと偶数型の野生イネ (ペレニスのアフリカ産種)との Flおよび

F2 を調べ, 少なくとも4つの型に分離することを見出した. さらに分離個体中に両親の

いずれかと一致するザイモグラムを検出することができなかった.この事実は,この酵素

のアイソザイム群を支配する遺伝子型における分化の程度が野生イネでは極めて大きいこ

とを暗示する (第 38回育種学会で発表).

7) 植物における形質転換の遺伝育種学的研究 (遠藤): 形質転換の植物における可

能性が諸外国において漸く報告されつつある.これまで交雑不能とみなされた生物問にお

ける遺伝子交換は本法によらざる限り不能であろう.当研究室では植物育種への利用を意

図し,独自に開発した方法を用いて諸実験を試みた.ナス科植物を材料として開花前後の

花梗基部に穿孔して,ゴム栓,ビニール管,充塀剤,アル ミ箔などにより密封し,智封内

部に 500FLg/mlの各種 DNA溶液を 1-2ml注入する.この方法により若干の果実の生

育をみているが,種子発芽率および形質転換の出現率は調査中である.

第3研究室

1) 家蚕幼虫外皮の遺伝生化学的性状 (辻田･桜井): 家蚕幼虫の外皮は 1つの重要

な生物学的組織であり,遺伝生化学的観点からも極めて重要な役割を果しているが,これ

に関連した2つの性状について調べた.

i) 幼虫外皮のフェノール･オキシダーゼ活性; 第 5齢期1日目より熟蚕期に至る

までの正常 (YD4系統とアルビノ系統)幼虫および虎斑幼虫を材料として,それらの外皮

におけるフェノール･オキシダーゼ活性を測定した.その結果,外皮には強い該酵素活性

が認められた.また虎斑幼虫の黒帯部外皮では,白色部外皮よりも同酵素活性が柏強い傾

向が認められた.

幼虫皮膚切片の電子顕微鏡的観察では,外皮中に発達した孔管を通って小胞体や リボゾ

ームを含む細胞質の一部分が外角皮層に流動している状態が認められる.従ってこれと共

にフェノール･オキシダ-ゼが外皮上層部へ移動することが考えられる.

ii) 幼虫外皮中のイソキサソトプチリンと尿酸; 幼虫皮膚には尿酸や プテリジンが

蓄積するが,それらは通例細胞質中に存在するといわれている.併し正常 (支 124)幼虫,
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黒縞幼虫および `̀ひので'幼虫について第5齢期の1日目より6日目に至る毎日,皮膚と

外皮を分離して乾燥し,この中に含まれる尿酸とイソキサン トプテリン (ⅠⅩP)の量を測

定したところ,皮膚全体の尿酸含量の約 1070,同じく皮膚全体の ⅠⅩP含量の約20%が

外皮中に含まれることが分った.興味あることには, `̀ひので'幼虫や黒縞幼虫の黒色斑

紋部位のごとく多量のメラニンが形成される外皮中の2つの物質は正常の白色皮膚部位の

外皮中のそれらと比較して,尿酸量は著しく減少し,反対に ⅠⅩP量は増加する.とくに

メラニンが多量に形成されると,これに平行して同じ外皮中に ⅠⅩPが増量するようにな

るが,これはチロシン代謝との関連性を示唆しているように思われる.

2) 黄色致死蚕の フェノール･オキシダーゼ活性 (辻田･桜井): +len/leml母体よ

り産下された卵中の Ienl/leml隆子は正常 (十Iem/+lem と +le肌/leml)隆子と同様に完

全な蟻蚕となり第1齢中は健全に発育し,第 1眠起に鮮明な黄色を皇し食桑しえないため

餓死する.最近この変異体の YD4系統では,leml/leml幼虫を貯化当時よりその休色で

識別しうるものがあることが分ったので,これを材料として形化当日より第 1眠超まで,

毎日フェノール･オキシダーゼとセピアプテリン還元酵素活性を測定した.酸化酵素の活

性は,醇化当時正常幼虫と Ieml/le仇 l幼虫との問で差異がなく, 第1齢 2日目になり致

死幼虫では該酵素活性が弱まる傾向が現われ始め3日目より第1眠中に亘って漸 くその差

が明らかとなる.一万 十Ien/tem乙母体の産下卵中には上記還元酵素活性があり, この中

で正常な発育を遂げて鰐化するIeml/leml幼虫には短期間弱い乍ら還元酵素活性をもつが,

3日目以後完全にこれを失うに至る.

以上の結果から見て +len/leml母体より産下された卵細胞質に対する +lem遺伝子の

母体影響は,僻化後も短期間存続して,これが正常なフェノール･オキシダーゼ活性を出

させるための刺激的な働きをなしているように考えられる.

3) 黄色致死蚕とアルビノ致死蚕の電子顕微鏡的研究 (辻田): 第 1齢中は正常に発

育し,第 1眠起に致死する黄色致死蚕とアルビノ致死蚕は,共通した外皮不完全分化の遺

伝生化学的特徴を示す.即ちこれまでの実験結果を総合すると致死幼虫外皮におけるメラ

ニソの生産は正常幼虫の約 1/5であり,また致死幼虫では外皮の硬質蛋白の生成量が正常

幼虫のそれに比して著しく少い.

致死幼虫では,正常幼虫に比してフェニル･アラニン水酸化活性がかなり弱く,またフ

ェノール ･オキシダ-ゼ活性も相当弱い.このためフェニル ･7ラニソ- チロシン- ド

～パの反応過程が閉塞されて外皮におけるメラニンや外皮蛋白の硬化剤たるキノンを生ず

るための反応基質の量が著しく減少する.加うるに致死幼虫外皮におけるフェノール ･オ

キシダーゼ活性は正常幼虫のそれに比して著しく弱い.これらの総合的結果として致死幼

虫ではメラニン合成と硬質蛋白の形成が著しく少くなることが考察された.

以上の遺伝生化学的に見た致死幼虫の外皮不完全分化を,外皮の微細構造の観点より確

かめるため,第 1眠起の正常幼虫と両種致死幼虫の皮膚を材料として常法により固定染色

して電顕観察を行った.その結果いずれの致死幼虫にも共通した欠陥は,表角皮直下の外

角皮が空疎で,ここに多くの空胞状物を生じていることである.正常幼虫におけるこの層
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では孔管を通 じてフェノール･オキシダ-ゼを含む細胞質の一部分が流動してきて,表角

皮の直下にメラニンの生成および外皮蛋白の硬化が行なわれる.致死幼虫でも正常幼虫に

おけると同様に,孔管を通じて一部の細胞質の外角皮への流動は認められるが,これによ

る生化学反応が不完全な状態を示している.なお両種の致死幼虫では,気管細胞のテニジ

ウムでも,正常幼虫のそれに比してメラニンの生成が著しく少なく,硬化が不完全である

ような状態が観察された.

4) 家蚕幼虫皮膚細胞における色素額粒の分化 (辻田･桜井): 幼虫皮膚の殆んど全

域に亘る細胞には多量の球形ないし楕円状のプテリジン額粒が形成される.この頼粒は単

層の隈で包まれており,その内部には低分子の蛋白 (ポリペプチ ド)と結合した尿酸およ

びプテリジンが含まれている.単離した顕粒は電顕下で電子線を全く通さない球状ないし

楕円状である.併し固定切片では電子密度の低い空胞状を呈するが,これは内容物が低分

子のもので固定が困難なためと考えられる.

1眠起幼虫背面皮膚の一部分の細胞には,プテリジン額粒に似た外観の褐色 (多分 トリ

プ トファン系色素を含む)顛粒が形成されるが,これらは切片では電子密度の高い頼粒断

面を示す.額粒内には色素と結合した高分子蛋白が蓄積するため電子密度の高い赦密な構

造の顧粒断面を示すのであろう.

上記 2種の頼粒はいずれもリボソームと緊密な関連を保って似た過程を経て形成される

が,異なる両者への分化は頼粒周辺におけるリボゾーム (屡々ポリゾームの状態で見られ

る)により合成され,色素類と結合する蛋白の相違によるものと考えられる.

5) プテリジン額粒膜蛋白の遺伝的変異- 化学組成とその性状 (桜井 ･辻田): 細

胞における物質の能動輸送は細胞膜の重要な機能の1つであるが,これは細胞膜の基本構

造に会合した酵素あるいはキャ1)ア-蛋白によって行なわれる磯横であることはすでに知

られている.膜に会合する酵素の遺伝的欠陥や, 膜基本構造の主体となる脂質-蛋白複合

体の脂質あるいは構造蛋白の遺伝的変異に関する研究が大腸菌などの変異株を用いて始め

られているが,高等生物細胞における膜の脂質や構造蛋白の遺伝的変異に関する研究報告

は未だないという現状である.この実奴は前年に引き続いて,家蚕幼虫皮膚細胞のプチリ

ジソ額粒の周辺膜の化学的成分を明らかにすると共に,高等生物の膜基本構造における遺

伝的変異を明らかにすることを目的として行なわれた.実験材料は正常系として支 124,

W-C および頬粒の形態と性質に異常が認められる油蚕突然変異体として第 10連関群の

W3系列油蚕 (wa,wb,wol, Voa,woh),第 5連関群の oo,第 14連関群の oaを用いた.

不連続庶糖濃度勾配により分離した額粒を ドデシル硫酸ナ トリウム (SOS)で溶解した後,

種々のゲル炉過,等電沈澱法などにより分離した膜蛋白は,等電点,糖,脂質,蛋白の含

量およびアミノ酸組成などの結果から,膜蛋白に共通する特有の性質を示し,アミノ酸組

成,脂質, 糖含量において系統間の差異は殆んど認められなかった. しかし SDS一尿素-

ポ1)アクリルアミド･ゲル電気泳動により油蚕額粒膜蛋白は 2-7本の不均一な分離像を

示したが,正常額粒膜蛋白は単一な分離像を示し,この膜蛋白は単一のサブユニットが会

合したものであることが推定された.油蚕系統の膜蛋白が電気泳動的に不均一であるにも
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かかわらず,その化学組成に系統間の差異が認められない事実から額粒膜変異の主な原因

は膜蛋白･サブユニットにおける変異であるという可能性が考えられる.

6) プテリジン顧粒膜蛋白の遺伝的変異と抗原性の変化 (桜井): 正常頼粒膜蛋白 (衣

124,E len)の抗原性と,W8複対立遺伝子群に属する系統 (W3,Waおよび wb 油蚕糸)

の額粒膜蛋白相互の抗原性の差異およびこれと異なる連関群所属の oα油蚕系統のそれと

の差異を探ることを目標として,デオキシコール酸ナトリウムで額粒を溶解し,前述の方

法で分離した膜蛋白を抗原として兎からえられた抗血清を用い,寒天ゲル内沈降反応を行

なった｣3種の W3系列油蚕額粒膜蛋白の沈降線は一部が正常と異なり, W8,Wa,Wb の

間では共通なものおよびそれぞれ異なった特有の沈降線が認められ,一万 0αのそれは正

常と同じであった.W8系列油蚕の膜蛋白の遺伝的変異に関して, さらに詳細な蛋白の解

析を行なうと共に,脂質,糖画分についても分析を必要とするが,いずれにしてもゲル内

沈降反応の結果は,同じ座位の3つの油蚕額粒昧蛋白･サブユニットの一次構造における

遺伝的変異を示唆している.

E. 応 用 遺 伝 部

社会情勢の急激な進展によって,私達の周囲は公害の累積と自然の破壊とにとりかこま

れつつある.応用遺伝部は,人間をとりまく生物的環境を,遺伝育種学の立場から管理し

保全し,かつ改良してゆこうという考えで,研究場面を整備してゆこうとしている.部に

は3つの研究室があって,第1研究室では動物を,第2研究室では動物と植物の両方に共

通の問題を,第3研究室では植物を研究することになっている.

このように研究室は別れているが,部として立てている主要な目標は4つある.第 1は

農作物や家禽がその先祖である野生の動植物からどのような変化を経てできたかという問

題をとくことであり,第2は動植物の育種の理論を考えること,第3は生物の集団の中に

起る個体問の働きあい,特に個体間競争を明らかにすること,第 4は,大形で生育に長い

年月のかかる植物群の遺伝をいかに研究するかということである.そして上記4つの目標

を追求するために,動物ではニワトリ,ウズラ,植物ではイネ,オオムギ,イネ科牧草,

スギ,ヒバなどが使われている.

本年度に外部からうけ入れた臨時的な研究員は,農林水産技術会議国内留学生としての

農林省北陸農業試験場福岡寿夫氏および同林業試験場三上進氏,日本学術振興会流動研究

員としての高知大学助手岩神正朗氏,同会外国人奨励研究員としての韓国林木育種研究所

員朴竜求氏,およびロータリー米山記念インド奨学生 Mr.SujitBagchiのほか,東京農

業大学研究生久坂遺,東北大学大学院生星野次江,東京農業大学大学院生白銑の各氏を,

特別研究生または臨時研究生として受入れている.本年度は第1研究室藤島通研究員を,

前年度に引つづきカナダ農務局 Lacombe研究所に研究のため送っていたが年半ばにして

帰国した.また第3研究室岡彦-室長はユネスコ技術援助専門職員としてフィリピン国セ

ントラル ルソン国立大学に派遣された.
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第 1研究室 (酒井)

1) ニワトリの卵型に対する選抜 (河原): 昨年度に引続き,卵幅 および卵長に対す

る大小 2方向の組合せによる4群について Half･way選抜を行ない,選抜 7世代を繁殖調

査中である.

選抜は卵幅,特に大の方向で有効であり,卵長では顕著でなかった.現在これらの群の

卵重構成成分ならびに体型の変化について調査研究中である.

2) ウズラの異常卵産卵性の研究 (河原): 異常卵として, 二黄卵, 軟卵および薄殻

卵の3種類について遺伝学的ならびに生理学的研究を行なった.推定された-リクビリテ

ィは,二黄卵率が 0.487,軟卵率が 0.064および薄殻卵率が 0.001であった.相関は,

異常卵間では,いずれの問にも正の関係があり,特に二黄卵率と軟卵率間は他に比して密

接であった.産卵率と異常卵率問の相関はいずれも負の値を示した.しかし,生殖器官重

と異常卵率問では正の相関が認められた.生理学的調査では,一 日を 24時間,18時間

および 12時間日長処理を行ない異常卵率を調査した結果,日長が短かくなるに従って異

常卵率が低下する傾向が認められ,24時間日長区は 他に比して高い異常卵率を示した.

各群の産卵率,性成熟日令ならびに産卵時刻の変異から24時間日長区の高い異常卵率は,

この群に明暗のリズムがないことに起因するものと考察された.

3) ウズラの生産形質に対する性染色体効果 (河原 ･三田): 野生系と家禽化系の交

雑実験を行ない,性成熟日令ならびに産卵率に性染色体効果の存在を認めた.なお,母体

効果はみられなかった.

4) 野生ウズラの遺伝学的調査 (河原 ･三田･久坂 ･伊勢): 昨年度に 引続いて, 野

生ウズラと家禽化ウズラの遺伝学的比較を行なっており,交雑実験の結果,野生系は家禽

化系に比してすべての生産形質で劣 り,これらの相違は遺伝的であり,多少の変動はみら

れるが,戻し交雑することにより,それぞれ,野生および家禽化ウズラの能力に近づき,

現在,戻し交雑6世代を経過した.また,両系統の骨格,エステラーゼおよび トランスフ

ェリンの変異について調査した結果,骨格では差異がみられたが,後2著では顕著な差は

認められなかった.

5) ウズラの系統育成 (酒井 ･河原 ･三田･斎藤 ･杉本): 家禽化 ウズラは近親交配

にきわめて弱く受精率,ふ化率,生存率等が低下し,兄妹交配 4-5世代で近交系の維持

がまったくできなくなる.現在,近交度を徐 に々高める方法で系統育成実験を行なってい

る.また,本年度より野生ウズラと家禽化ウズラの雑種群を用いて近交を行ない,家禽化

ウズラのそれと比較検討すべく実験を開始した.

6) 血縁関係のある親をもつ 集団における遺伝力の推定法 (藤島): 互に独立な親を

もつ集団および近交集団における遺伝力の推定法はすでに存在し,広 く利用されているが,

このような集団は実際にもし存在しても極めてまれで,むしろ血縁関係のあるものを含ん

だ親の非近交またはそれに近い集団が普通である.本研究では,主にこのような集団を対

象とした遺伝力を,分散分析法より推定する方法を開発した.その結果,現行法で母体効

果または性染色体効果と考えられているものの中には,その集団の構成に関与した親の血
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縁関係による部分がかなりあることがかった.

7) 選抜反応の期待値推定の一般式 (藤島): 現行の非近交集団における選抜反応の

推定法は,家系の大きさが等しく,また親の問に全 く血縁関係がないという非現実的な集

団に対するものである.そこで,実際集団に適した個体選抜,家系選抜 (母家系選抜と父

家系選抜)ならびに組合せ選抜による選抜反応の推定法を開発した.集団の家系の大きさ

の平均値を用いた場合の現行法,と新しい方法とを比較した結果,個体選抜の場合のみ,

家系の大きさの違いによる影響は無視できる程度であるが,他の選抜法においてほ,両方

法の間に大きい差があること,および親の間に血縁関係のある実際集団に現行法を適用す

ると過大評価の傾向のあることがわかった.

8) 選抜法の効果の比較 (藤島): 現行の理論によると, 非近交集団では遺伝力の低

い形質は家系選抜 (母系または父系選抜)が個体選抜より有効であるとされている.しか

し,この理論は集団の由来した親が互に独立であるという特殊な集団を対象としたもので

あって,互に血縁関係のある親が含まれているのが普通である実際集団には適用できない

かもしれない. 著者はこのような集団にも適用可能な選抜反応推定式を開発した (前報)

ので,これを用いてより実際的な集団における両選抜法の効果の比較をおこなった.その

結果,集団の由来した親の血縁関係によっては,たとえ遺伝力の低い形質でも個体選抜法

が家系選抜法よりす ぐれた効果をもたらすことがわかった.

9) 無作為交配集団における個体問の血縁係数の推定法 (藤島): 非近交集団におい

ても,親の血縁関係によって,半兄弟間 (r2)および非兄弟間 (r3)のライ トの血縁係数は

それぞれ 0.25<r2>0.375,0<r8>rO.25(全兄弟間のそれは 0.5)であることがわかった.

このようにたとえ非近交であっても実際集団では r値が大きく変化し,それが遺伝力や選

抜反応の推定値に大きく影響することがわかった.現行のr値推定法はいずれも,問題の

個体より共通祖先までの血統径路をたどらねばならず,選抜が進む程また共通祖先が多い

樫その操作は複雑となる.そこで親の血縁係数より子のr値を求める方法を開発した.こ

の方法によるとある世代の個体間のr値がわかれば,次代のr値が容易に求められ,特に

選抜実験において,いちいち初代までさかのぼって血統をたどる必要がない外,その集団

の平均近交係数も同時に求めることができる.

10) カイコの地域種間交雑による雑種強勢の分析 (藤島 ･田島): 支那大陸に 起源を

もつカイコは,日本,イソド,ヨ-ロッパ等に渡 り,そこで更に多くの品種に分化して今

日に至っている.したがって,ある地域で発達した品種 (地域種)はその地域固有の条件

(人為的または自然的な)を加味して遺伝的に分化したと考えられるが,地域の効果は品種

の効果と交絡しているために,雑種強勢発現における地域そのものの効果を分析すること

は困難であった.近年著者の一人は,それに必要な分析法を開発したので (発表準備中),

それによってカイコの地域種間交雑によっておこる雑種強勢を分析した.実験は, 日本,

支那およびヨーロッパの3地域種よりそれぞれ3品種を選び, 9×9の ダイアレル交配を

行なった.繭層重についての分析の結果,一般組合せ能力および特定組合せ能力は共に地

域種と地域種内品種の両方に存在するが,母体効果は品種のみで地域種には存在しないこ
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とがわかった.これらのことより,カイコの品種の分化の上で,その品種が発達した地域

環境も特別の影響をもっていることがわかった.

第2研究室 (井山)

1) 植物集団における遺伝子型間相互作用の研究 (酒井 ･井山): オオムギ12品種を

つかって,4品種ずつの3組をセットとして, いろいろな組合せ 20セット,60組を作

り,過去2年の間,異なる遺伝子型間の相互作用をしらべた.この研究の目的は2つであ

って,(1)林木品種試験計画の開発のためのモデル研究と, (2)混楯による特異効果の発

見である.後者については,1969年度の実験結果をもとにし, 全部で 60組の内から,

混植により集団生産力が増加するもの6組と, 減少するもの6組を選抜し,1970年度に

8回反復で比較試験を行なった.しかし,その結果は増加の組も減少の組も全く同じにな

った.すなわち,集団内の遺伝子型間の相互作用は確定できなかった.この試験はさらに

もう1年肥培の条件を変えて,相互作用の有無をたしかめる予定である.

2) イネにおける選抜実験 (井山): 交配後 F5および F6まで集団栽培で維持された

イネの5集団について,穂収量の個体選抜を行ない,次代を系統栽培して選抜の効果を調

べた.各集団とも,約 2000個体から高低2方向にそれぞれ 50個体を選抜した.選抜次

代の高低2群の平均値の差は統計的に有意で,個体選抜の効果は明らかであった.選抜差

と次代の遺伝的改良の程度から推定された穂収量の遺伝力は 0.07-0.17であった.穂収

量の選抜は,植物重,草丈,穂長,-穂重に明らかな正の間接的選抜効果を現したが,穂

数に対する効果は認められなかった.

3) 繁殖様式が近交係数の増加におよぼす効果の シミュレ-ショソ実験 (井山): 有

限の大きさの集団が,その中で交配 ･繁殖を行なっていると,次第に近交係数が高まり,

それによる有害な影響が現われる.この効果は集団が小さいほど著しい.この実験では,

交配･繁殖の様式を工夫することによって,近交係数の増加の速度をどのように抑えられ

るかを,電算機によるシミュレーションによって明らかにしようとした.集団内で無作為

交配が行なわれているとき,各交配から残す次代の数がラソダム (集団の大きさが一定で

あると仮定して,雌雄とも平均1のポアソン分布に従う)である場合に較べて,各交配か

ら必ず雌雄 1個体ずつを残すようにすると,同じ近交係数の増加速度について,集団の大

きさはほぼ半分でよいことが確かめられた.またいくつかに分れた集団があるとき,一定

期間ごとに集団問の成員を混ぜ合せて再分配する操作を加えると,全体を一つの大きな集

団とした時の状態に近い効果がえられることが認められた.

4) 家系分析による天然林の遺伝研究 (酒井 ･井山 ･岩神 ･他): 前年度の ヒバ天然

林に引つづき,パーオキシダーゼ同位酵素の比較によってスギ天然林におけるクローン分

析および家系分析を進めつつある.

5) スギ天然林における集団内分化の研究 (酒井 ･井山 ･朴 ･岩神): パーオキシダ

ーゼ同位酵素の集団内および集団間比較によって,スギ天然林は,比較的に近い距離にお

いてもすでに集団内分化を起していることを明らかにした.高知県における研究の結果の

一部は近くドイツの学術雑誌に印刷される筈である.
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6) マツにおけるパーオキシダーゼ同位酵素の遺伝 (朴 ･酒井): 十条製紙会社北上

林業事務所に植栽試験中のアカマツのダイアレルクロスから研究材料をもらい,親子間の

比較によって標記同位酵素の遺伝子の推定を行なった.検討し得たのは H,M,N の3本

の同位酵素のバンドで,いずれも独立の 3対の遺伝子に Ph+:Ph-;Pm+:Pm-;Pn+:

Pn一によって支配されていることがわかった.

第3研究室 (岡)

1) イネの生長様式とその変動性 (岡 ･森島): 栽培型, 野生型, および栽培 ･野生

の中間型の系統を磯耕装置で栽培し,各種形質の生長を調査した.過去3年間の同様な実

験をまとめて分析したところ,栽培型と野生型の問に,節間の伸長様式,乾物重の増加の

壁,施肥および年次による形質変動性などについて明らかな差が認められた.これは栽培

型と野生型の適応の差を示唆するものであった.なお本年の植物重測定には,農電研の協

力の下に試作 した "Herbagemeter"を用いその使用法を検討した結果,ある範囲内では

非常に有効に使用できることを認めた.

2) イネのアイソジーニック系統の育成と調査 (岡): 過去 8年間,戻し交雑をくり

返して台中 65号の遺伝的背景を持ち Fl不稔性遺伝子を含む多数の系統を育成してきた

が,本年は Bll,B13,検定交雑 F2などの世代を調査し,従来岡が指摘した Fl不稔性の

遺伝的基礎を確めると同時に,種々の標識遺伝子を持つアイソジーニック系統を用いて1)

ソケージ関係を調査した.

3) 牧草の生態遺伝学的研究 (森島 ･岡): オーチャー ドグラス, ペレニアルライグ

ラスを用いて,栽培方式に対する反応性,｢雑草性｣,競争などに関する生態的研究を目的

とした実験を開始した.本年は播種後の個体数の変化を種々の条件下で調査した.

4) イネの生長におよぼす混楯の影響 (星野): 2品種の交雑から得られた Fllの 10

系統を,両親を検定品種としてそれぞれ混植し,各種形質について単植との比較を行なっ

た.混植による相互作用は供試系統の間で有意差を示したが,大部分の組合せで混植する

と不利,すなわち収量が単梅から期待される値より少ない傾向が認められた.この機構を

明らかにするために,混権が各種形質および生長様式におよはす効果と収量における競争

力との関係を分析した.

5) イネの種間雑種 における アイソザイムの遺伝子分析 (自): 生化学遺伝部遠藤研

究員と協同して,イネ各種器官のパ-オキシダーゼと酸性フォスフアタ～ゼの7イソザイ

ムの遺伝子分析を行なっている.

以上の他,昨年から引続き継続中のイネに関する研究は次のようなものである.

6) 0.sativaと 0.glaberrinaの種間雑種の研究

7) IBP/UM 協同研究- 適応性の機構

8) 転座系統の育成と調査

9) 系統保存- Oryza属 20種約 3000系統の維持のための株保存と種子繁殖作業.
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F. 変 異 遺 伝 部

変異遺伝部においては,各種放射線や,化学物質による突然変異の誘起機構と,それに

関連した分野の研究を行なっている.本研究部は,三つの研究室からなり,第 1研究室で

は,主として,マウスにおけるイオン化放射線による変異率の評価に関する研究を,第2

研究室では,植物における突然変異現象についての研究を,また第 3研究室では,徽生物

を用いて,遺伝子 DNA レベルにおける変異誘起因子の特性に関する研究を行なっている.

第 1研究室 (土川)

1) マウスの骨異常 による放射線誘発突然変異率の推定 (土川): 骨格異常を指標に

して放射線誘発突然変異率をしらべると,特定遺伝子座法による値よりもはるかに高い.

しかし多くの骨異常は,骨標本の調査ではじめて明らかになるため,予め一定の規準をも

うけて突然変異として仮定するものと,その他胎児期での発生異常などによるものとに区

分して,突然変異率の推定を行なってきたが,異常の分類鋭準や突然変異の証明方法など

についてはさらに検討が必要である.

次に分類規準により突然変異として仮定した骨異常のうち,その遺伝様式もほぼ明らか

になった "合指症"について概略を述べると, この異常は 14.1MeV速中性子 485Rad

杏,Postspermatogoniaの時期に照射された精子に由来する子に現われ, 四肢の合指症

を示し,左右両側に異常が現われ,分叛規準に従って突然変異と仮定した.中手,中足骨

と指骨に各指の間で種々な程度の癒合を示し `̀01igosyndactylism''に似ている.幸にし

て外部からも異常が認められたので,骨標本をつくる前に交配実晩を行なったところ,明

らかに優性遺伝をすることが確認された.一方合指症マウスの一腹仔数が少なく,いわゆ

る半不妊を示したため,精巣の第一精母細胞分裂中期の染色体をしらべたところ,常染色

体問の相互転座が認められ,染色体構成の不平衡な受精卵は,初期死肱として受胎後9日

前後の時期に死亡することがわかった.またこれまでに調査した合指症マウスは,すべて

転座へテロであったため,一方の染色体の切断端に極めて近い座位に,合指症の突然変異

が生じたものと推測されるが,ひきつづき調査中である.なお附加的なことであるが合指

症マウスに,成熟後 ｢てんかん様発作｣が現われ,関係方面の研究材料として役立つので

はないかと考えられる.

また誘発突然変異率推定の指標として,骨異常とともに利用する目的から,ホメオティ

ックな骨の変異についての解析も行なっている.

2) 中性子照射区に現われたマウスの突然変異についての研究 (土川): 14.1MeV速

中性子 242.5Radを精原細胞の時期に照射した群に現われた突然変異で, ホモは幼時の

被毛に淡い着色があり,やがて白色になる.雄の妊性は正常で,雌は不妊であり,卵胞の

発達はみられないが連続発情を示し,150日令以降になると多くは発情が停止し,卵巣瞳

疫を高率に発生する.従ってこの突然変異が性適期の調節機構と,さらに卵巣における瞳

疹発生の解明に手がかりを与える材料になるものと考え,昨年にひきつづき調査を行なっ

てきた.すなわち連続発情に関しては,外部からの生殖腺刺激ホルモンに対して何等の反
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応もみられず,卵巣除去やプロゲステロン注射などによる結果から,発情は卵巣由来のエ

ス トpゲソに依存し,連続発情個体の頻度は 160日令で 1070に低下することがわかり,

また腫癌に関しては,300 日令頃では卵巣瞳蕩または異常増殖とともに卵巣嚢睦がかなり

みられるが,360日令以降では殆んどすべてのものに発達した卵巣腫癌が認められ,睦癌

は tubularadenoma,gramulosacelltumourおよびこれらの混合型などであった.

なおこのほかにアルビノ致死,優性白斑などの突然変異についての調査も行なった.

第 2･3研究室 (賀田)

1) 突然変異の分子機構

a) 高頻度の自然誘発突然変異 (賀田): 自然誘発突然変異 (Spontaneousmuta-

tion)は生物進化などに重要な意味を有すると考えられるが, その機構は明らかでない.

その手がかりとして,とくに高頻度のものを研究の対象とする方法がある.

大腸菌 E.eoliK12株において, スレオニン座 (thr1014)に対するサプレッサー遺

伝子座 仰Odおよび fgrの変異が, スレオニソ合成欠損の Supressionおよび放射線に

よって誘発される異常細胞分裂 (フィラメント形成)に関与している現象についてはすで

に報告した (MutationRes.読).サプレッサ-産 fgrの自然突然変異は異常に高頻度で

あって,その生化学的本性および放射線などによる細胞の分裂阻害に対する耐性における

意義を追求しつつある.一方,E.coliK12株のファージ)による溶原化株の中に,多数

の遺伝子座における自然突然変異率が非常に高くなっているものが分離され,その械構の

遺伝解析がなされた.形質導入法による解析によって高率の変異は,不特定な座で独立 ･

無関係に起っていることが示され,また-たん生じた変異体の形質は溶原化した 1を除去

しても存続する.その他の実験結果をも併せ考え,}溶原化によって Mutator遺伝子作

用が誘発されていることが結論された.

b) DNA レベルにおける変異的損傷の解析 (定家 ･野口･賀田): 細胞が変異誘起

因子の作用をうけてから,安定な変異体として検出される過程には,DNA 中の前変異的

損傷が細胞のメタボリズムによって修飾 ･固定化される機構が重要であると思われる.か

かる現象の生化学的解析のために,枯草菌の形質転換系を用いた.DNA メタボリズムが

何らかの変化をしていると思われる多数の変異株類を分離し, これらに関して,inm'vo

自然突然変異,放射線および化学剤による誘起突然変異,細胞の放射線感受性などを調べ

るとともに,細胞より抽出された形質転換 DNA に変異誘起田子による invitro処理を

行なった後変異株掛 こ与えた時の転換能率の低下,および新しい変異的形質の発現の頻度

などを比較しつつ,DNA メタボリズムが,DNA 損傷の固定化に果している役割につい

て解析を行なった.その結果,細胞の recombinationに関する遺伝子機能は,少なくと

も二つ以上存在すること, その何れもが放射線による細胞致死の補修 (repair)および調

べた限 りの種類の突然変異誘発に必要なこと,また形質転換に必要な recombination機

能は限られたものであることなどの知見が得られている.一方,種々な材料からnuclease

類,ligaseなどの分離を行ない,変異的損傷を有する DNA に対する処理を試みつつあ

る.
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C) 細胞内放射性元素の崩壊の遺伝的影響 (賀田 ･定家 ･野口): 生体内における放

射性同位元素の崩壊, 内部照射の遺伝的影響に関する研究の一端として,E.eoliや B.

8ubtiliSにとりこまれた 32P の崩壊によって生じる復帰突然変異に関する基礎的解析を

行なった.現在,放射性感受性を異にする変異株類について比較を行ないつつあるが,変

異体の遺伝解析によって,崩壌そのものに原因して,細胞内照射効果によらぬ突然変異の

誘発の存在, 塩基置換型の突然変異体の生成,recombination機能の介入などを示す結

果が得られている. さらに,8Hの崩壊の影響,細胞内部のβ線照射の特性,晴乳細胞内

での崩壊効果の推定などの問題をとりあげる方針である.

2) 放射線障害の回復に関する研究

a) 回復の化学的阻害と突然変異 (野口･定家 ･賀田): ある種の沃素化合物は,ガ

ンマー線照射によって,沃素原子を含むと思われる種々な寿命を有するラジカルを生成し,

これが細胞の放射線障害回復メタボリズムを阻害することを見出し,その解析をすすめつ

つある.このことは,阻害条件下でガンマー線による/;クテリヤの誘発変異頻度が著しく

減少する事実と関連している.沃素化合物としてほ,本研究室でその作用を見出した沃素

酸カリウムを主に用い,枯草菌を材料として種々の実験を行なった.上記の放射線感受性

化作用に対し,DNA 合成は蛋白質や RNA合成に比較して,もっとも強く阻害をうけ,

また,ガンマー線によるDNAの一本鎖切断の数は,薬剤の存在によって変化しないが,

細胞による再結合修復能の低下がみられた.一方, 阻害因子の作用に抵抗性を有する β.

coliK12変異株類を分離し,遺伝解析を行ないつつある.また,従来 DNAにとりこま

れてはじめて細胞の放射線感受性化をもたらすと考えられていた 5-iodouridineやその類

似物質は,細胞内とりこみを行なうことなく,その照射分解物が細胞外より作用すること

を見出した.上記の諸観察はすべて,Int.∫.Radiat.Biol.に発表された,

b) 動物組織中の回復酵素の検索 (賀田･野口): イオン化放射線が DNAに与える

損傷の重要な部分は,照射後細胞メタボリズムの作用によって修復される現象が知られて

いるが,その生化学的磯溝は具体的に知られていない.形質遺伝部田島部長,生化学遺伝

部桜井研究員の協力を得て,カイコ幼虫体内の回復酵素の検索を行なってきた.放射線感

受性を異にするカイコ品種に関して,粗抽出物の DNA分解酵素活性の比較を行なった結

果,使用例数は限られているが,抵抗性の株ほど活性が高い傾向を見出した.また,典型

的な放射線抵抗株である青熱と,感受性株である rbに関し,その4令幼虫より得た抽出

物を,ス トレプ トマイシン沈澱,硫安分画の後 DEAE カラムクロマ トグラフィーによっ

て得られた分画物に関して,枯草菌形質転換 DNA の不活性化を指標として,DNA分解

酵素の測定を行なった. その結果,青熱には,rbに存在しない二 ･三の活性分画が見出

され,放射線抵抗性に重要な働きを果 しているのではないかとの推定のもとに,その特異

性の解析をすすめつつある.因みに,最近,バクテリヤにおいて,抵抗性野生株は,感受

性 rec株に欠けているところの,nuclease活性を有するとの知見が発表されている.

C) トウモロコシにおけるγ線分割照射による突然変異障害の回復 (藤井): トウモ

ロコシ花粉に γ線を分割照射すると一回照射に比べ突然変異頻度が低下することはすでに
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予備的に報告したが,その再現性の検討を行なった.前法と同じくBz系統の花粉にγ線

を一回および120分の休止で2分割照射したものを bz系統に交配し, Fl種子に表現さ

れる bz形質により Bz-bz変異の頻度を調査した.合計線量は 1000,2000お よび

3000R とした.各線量区について一回照射と分割照射の頻度を比較すると何れも部分型

(粒の一部に bz形質の現われるもの)の頻度はかわらないが,全体型 (粒全体が bz形

質)のみは分割照射によって頻度が低下していることが明らかとなった.すなわち分割照

射によって全体型変異には前突然変異障害に回復が起るものと推定した.然し分割の休止

期間は120分であるために,部分型が非常に弱い回復能力をもつ場合はこの休止期間が回

復に充分でなかったことも考えられ,部分型は回復不能と言いきれないが,少なくとも全

体型とは性質の異なるものであるのは明らかである.

以上の実験はすべて室温 (約 28oC)で行なわれたが,一部休止期間を約 5oCの低温に

保つ実験も行なった.結果は室温保持のものと全く同じであり,さらに一回照射のものに

ついて処理後120分間低温に保持してから交配したものも室温保持のものとの間に頻度の

差は認められなかった.

3) 植物における突然変異に関する研究

a) トウモロコシにおける突然変異体の誘発 (天野): 花粉を用いた遺伝子内組換頻

度の観察からEMSは点突然変異を多く誘発することが示されてきた.しかし放射線誘発

突然変異については分析例が少ないのでこれを補ないさらに wx遺伝子の微細地図の作成

のために W∬変異体の誘発が続けられてきた.本年は生存率が約 8070となる 137Csγ
線 20KRを乾燥種子に照射L Cshbzwxテスターと交配した.照射種子を母親とした

ものから wx変異体1穂 (1粒)がはじめて得られたが,これは全着粒穂の0.0870であ

った.従来原子炉中性子,γ線を用いて得られなかったことと考え合わせると収率は更に

低いことになる.その他の形態異常変異を含めても 1% 以下の変異率であった.一方

EMS溶液で同じく約 8070生存する程度処理したものでは wx変異体 15穂 (1.1870)

が得られ,テスタ-に授粉したものからも3穂 (0.83%)が得られた.形態異常変異を含

めて全変異率約 4% (早, 8の平均)であった.紫外線処理は花粉照射, 兄妹交配,吹

代自家交配によったが,sh型のもの1穂 (0.2170)の他は目的とする変異はなかった.

しかし多くの旺乳異常 (O型,du型),無駄芽異常 (劣性致死)があり全変異率 11.48%

(55穂)に達した.

b) トウモロコシ wx変異体の遺伝子分析 (天野): トウモロコシの wx形質が花

粉にも表現されることを利用した分解能の高い組換率検定法による変異体分析は引きつづ

き行なわれた.放射線で誘発され, かなりの大きさの deletionであるとされる wxR を

入手し,これによる EMS誘発変異体の分類を試みている.Wが ほ特に生存力が劣るよ

うではないが,他の wx変異体との組換頻度が低く,かなり大きな deletionと思われる.

C) トウガラシにおける突然変異系統の作出 (天野): ナス科植物では接木によって

台木の遺伝形質が接穂に移行 ･伝達 ･固定される現象が報告されている.これをより厳密

な遺伝子系で検討するために一品種内に変異体を誘発し,同背景として実験することとし
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た.点突然変異誘起剤としてェチルメタンスルフォネー ト (EMS)水溶液 0.1M 以下を

用い,予備浸水 24時間後の札幌早生種子を 27oC5時間浸潰処理した.播種箱で密植栽

培の後,1個体1薪をとり芽生変異を検出した.その結果芽生変異8系統を得た.一方γ

線温室で栽培照射したものでは高線量区で無発芽になったものに至るまで全処理区で目的

とする変異体は検出できなかった.もし遺伝子が移行 ･固定されるならば接穂に白子変異

体を用いるとその体細胞に台木の線色が表現されることが考えられる.EMSによる変異

体のうち葉緑素を欠く致死変異4系統について予備的に正常緑色系統に接木を行なったが

緑色個体は5本すべて活着したが変異体は 12本すべて不活着であった.

d) 中性子誘発変異と水分含量 (藤井): エネルギー附与率の高い速中性子の影響も

水分含量によって若干変化する傾向が見られる. トウモロコシの Yg2遺伝子へテロ系統

の気乾と 24時間水浸種子に中性子を照射して ygへの突然変異頻度について調査した.

種子照射の場合 Yg-ygの突然変異は芽生の葉に淡線の縦縞として表われるが,種子内

での葉の分化が関係し,第 4薬で調査するのが適当である.比較には同じ材料にγ線を

5kR 照射した.γ線区では水浸種子でやや頻度の増加がみられたのに反し, 中性子区で

は変化が認められなかった.この材料は 24時間水浸によって種子重は 4070増加してい

る.中性子の照射条件に対する反応度は低いことは明らかであるが,アラビドプシス, ト

ウモロコシ花粉による実験からは水分の効果が認められている.24時間水浸は効果に影

響するためには不充分であるか,あるいは細胞代謝の度合いが関係するものと考えられる.

更に浸漬時間を変えながら中性子効果に及ぼす水分の影響を調査中である.

e) 薪 ･組織培養と細胞分化 (藤井 ･天野 ･賀田): 植物カルス細胞による突然変異

実験の予備調査として,藤井は生育の比較的早い二倍体コムギの根からのカルス細胞にγ
線を照射し,70日後のカルス重の増加を測定した. まず初めに 0.5,1,2kRを照射し

たが,カルス重増加は無処理の約2倍に対 し,0.5,1kR区では約5倍と生育の促進がみ

られ,2kR区は無処理区とほぼ等しい増加を示した.次に 2,5kRを照射して同様な測

定を行なった結果,両区とも無処理区とほぼ等しい (約2倍)増加率であった.この材料

は芽生に照射した場合は 0･5kRが LD50に相当するが,カルス細胞は非常に抵抗性であ

り,低線量照射ではむしろ促進効果がみられた.然し最初のカルスの大きさが後の生育に

関係する傾向がみられ,置床方法に問題があるようである.放射線感受性,分化能力との

関係など実験中である.

賀田は,植物細胞分化に重要な役割を果していると思われる植物ホルモン類,とくにジ

ベレリンの細胞内の作用部位に関する生化学的実体を知る目的をもって,微生物系の利用

を行なった.前年度にひきつづき,大腸菌 E.coliK12の変異株の中に,ジベレリンに

よって増殖阻害を受けるものを分離し,その遺伝生化学的解析を行ないつつある.

G.人 類 遺 伝 部

人類遺伝部は2研究室からなり,第1研究室では人類の正常ならびに病的形質について,

第2研究室では人類の染色体異常について,それぞれ遺伝学的研究がなされている.その
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ほか,随時に一般市民からの遺伝相談に応じている.

今年は人事の面で異動があった.すなわち,菊池(康基)研究員が7月に武田薬品 KK･

研究開発本部 (薬剤安全性研究施設)に転出したのに対し,かねて米国ミシガン大学 (人

類遺伝学研究所)に留学していた中込 (弥男)が8月に研究員として着任した.

今年度行なわれた研究の概況は下記の通りであるが,これには文部省科学研究費並びに

厚生省特別研究費の援助を受けた.

第 1研究室 (松永)

1) 人口傾向の遺伝的影響 (松永): 産業革命以来, 西欧諸国並びにわが国では,死

亡率が次第に低下し,それにやや遅れて出生率の方も (家族計画の普及により)減少して

きた.このような人口傾向の遺伝的影響については,これまでに日本の人口動態資料を用

いて分析してきたが,開発途上国を含めた地球全体としてみると,人口は爆発的に増大す

る一方である.これは人額にとって当面 (今後50-100年間)の最大の問題で,もちろん

(政治 ･経済 ･宗教 ･道徳まで含めて)あらゆる側面から検討してゆかねばならないが,こ

れが子孫に及ぼす影響について社会生物学的な観点から考察している (｢遺伝｣24巻 11

号,1970を参照).

2) 皮膚紋理の発生遺伝学 (松田･松永): 指掌足虻にみられる皮膚紋理は,胎生 4-

5カ月頃に完成し,以後一生を通じてほとんど変わらないから,発生初期に働く遺伝と環

境の両要因を分析するのに好都合な形質である.今年は指紋の総隆線値の分布を男女各

313人について調査し,さらに235家族の資料を用いて血縁者同士の相関を分析した.そ

の結果,他人同士である夫婦間の相関係数は 0.02であるのに対し,親子 ･同胞のそれは

各々 0.44,0.38と高く, また両親の平均値に対する子供の平均値の回帰係数は約 0.82

であった.これから,指紋の総隆線値の形成は,ごく一部胎内環境の要因によるが,大部

分は相加的に働く遺伝子によって支配されていると考えられる.

なお,国立国府台病院小児科の協力を得て,ダウン症の患児とその両親の皮膚紋理を検

査している.これは,ダウン症の患児をうみ易い素因が,票那こあるかどうかを皮膚紋理の

上から検討するのが目的で,目下,必要な資料を集めている.

3) 親子鑑定に関する研究 (松永 ･篠田･松田･大石): 文部省科学研究費総合研究

班の一環として行なったものである.今年は血清蛋白の遺伝形質である-プトグロビン型

の非定型分離 (従来の単純な遺伝形式に合致しないもの)を示すS家族について,血清学

的 ･生化学的 ･細胞遺伝学的に調査したところ,第3の対立遺伝子として不活性な Hpo

遺伝子の存在を示唆する結果を得た.詳細は日本人類遺伝学雑誌 15:166-175, 1970に

英文で発表した.

4) 赤血球酵素の多型に関する研究 (篠田): 前年度に引きつづき,東京, 静岡県お

よび名古屋市の3カ所で集められた2,423個体の血液試料について,いろいろな血球アイ

ソザイムをデソ粉ゲル電気泳動法によって分析した.まれな表現型を除外すると,この3

地区における種々の酵素系の遺伝子頻度には有意の差がみられなかった.各酵素系の遺伝

子頻度はほぼ次のとおりであった.イ)酸性フォスファタ-ゼ,Pa-0.20Pb-0.80;ロ)
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アデノシン･デアミナーゼ,ADA1-0.97,ADA2-0.03;-)フォスフォグルコン酸

脱水素辞素,PEDAL-0.92,PGD0-0.08;ニ)フォスフォグルコミュタ-ゼ,PGMl1

-0.78,PGM12-0.22,PGM15-0.0009,PGM17-0.0016,PGM18-0.0008,この他

に,いずれの型にも属さないもの1例が見出された.ホ)フォスフォグルコース･イソメ

ラーゼ,PGI1-0.995,PGI3-0.001,PGZ4-0.004,PGZ5-0.0005,およびこれら

に属さないまれな型 (PGI6-1J)1例が見出された.-)テ トラゾリウム･オキシダーゼ,

撞 くまれな変異型 1例が見出され,家族調査の結果,この酵素の産生は常染色体上の優劣

のない1対の対立遺伝子 TOXl,TOx2によって決定されることを明らかにした.その

他,以下の酵素型についても調べたが,多型はみられなかった.アデニル酸キナーゼ, リ

ソゴ酸脱水素酵素,クエン酸脱水素酵素,-キソキナーゼ,コ-ク酸脱水素酵素,クリセ

ロ.)ン酸脱水素酵素,ヌクレオシ ド･フォスフォ1)ラ-ゼ,およびフマラーゼ.詳細は日

本人類遺伝学雑誌 14:316-323, 1970;同 15:133-143および 159-165, 1970;日本遺

伝学雑誌 45:147-152,1970に英文で発表した.

5) 免疫グロブリンの1次構造に関する研究 (篠田): 従来 BenceJones蛋白 (免疫

グロブリンのL鎖)の構造研究を行なって釆たが,今年度よりH鎖についても構造研究を

進めることとなり,そのために単一クローン免疫グロブリン(IgM)を分離精製した.

Fabについてはすでにかなりの成果が発表されているので,主として Fc部分に焦点をし

ぼって研究を進めている.F｡のシアノゲンブロマイ ド分解物から,各成分を理論的に期

待される数だけ分離することに成功したが,そのうちの 7070はまだ精製の段階である.

カルボキシル末端と分子の中央部から由来したと思われる 17-ペプチッドの構造分析は完

了したので,他の部分をひきつづき分析中である.

第2研究室 (松永)

1) 先天異常者における染色体研究 (大石 ･菊池 ･中込 ･松本): 前年度に 引き続い

て,各種の先天異常患者の染色体分析を行なってきた.本年度の調査の中で特記すべきも

のは,E トリソミー症候群の1症例がみつかったことである.これは生後 1カ月の女児で,

主要な臨床症状は眼球間隔の拡大,高い鼻根部,耳介の異常と低位,高口蓋,小顎,短現,

指の屈曲異常,舟底形足底などであるが,末梢血液培養により染色休構成を調べた結果,

第 18番目の常染色体が過剰になっていることが認められた.また,表現形は女性である

が,染色体構成は男性 (46,ⅩY)を示す宴丸佐女性化症候群の同胞例 (22才と 26才)が

あった.性染色体の異常としてほ,ターナ-症候群の疑いのある2症例に兄いだされたⅩ

染色体の構造的異常がある. 1例は 17才の女子で,2個の染色体のうちの1個が欠け,

その代 りに中部着糸点をもつ大型の染色体が過剰になっていた (核型は 46,Ⅹ?Ⅹqi).他

の1例は 13才の女子で,Ⅹ染色体が欠けている細胞 (4670)と,それが中部着糸点をもつ

小型の染色体に置きかえられている細胞 (5470)をもつモザイク個体 (45,Ⅹ/46,Ⅹ?Ⅹq-)

であることが判明した.目下,オ- トラジオグラフを用いて,これら異常染色体の詳細な

細胞学的調査を進めている.

2) 相互転座を示す常染色体の オー トラジオグラフによる研究 (大石 ･菊池): 前年
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度にみつかったCグループに転座染色体をもつ症例 (臨床症状は発育不全,小頭,大きな

耳介,眼内角資皮,高口蓋,小顎,左筋性斜窺,停留葦丸,多虹,舟底形足底など)につ

いて,母親が保田している相互転座染色体 t(Cp+;Dq-),および息児に受け継がれた転

座染色体 Cp十matの後期複製のパターンを詳細に分析した.転座染色体 Cp十は,no･3

の染色体に形態的に似て中部着糸型であるが,その長旅と短腕との間で非相称な複製パタ

ーンを示し,着糸点の近くで後期複製をする n0.3のそれと明らかに識別できた.また,

もう1個の転座染色体 Dq- は,no.13の染色体に由来することがわかった.その結果,

転座染色体 Cp+matをもつ患児は,no.13の染色体の長腕の部分的 トリソミーによる

ことが判明した.

3) 核酸分子雑種形成法 に よる ヒト染色体の研究 (中込): ヒトの染色体 における

rDNA および repeatedsequenceの分布を知ることを当面の目標としている.ヒト胎児

の組織培養により線維芽細胞を増殖させ,uridine-5-8H および thymidine-methyl-3H

を用いて標識を行なった後に,RNA または DNAの一定の分画を得る.一方,末梢白血

球培養法または葦丸生検材料の直接処理により染色体標本を作製し,さらに染色体をスラ

イ ド上にて denatureしたうえで, 上記の RNA または DNA の一定の分画を anneal

する.最終的には,autoradiograpllyにより, 目的とする sequenceの染色体上におけ

る分布を知ることになる.現在,核酸の抽出,分画,denature,hybridization等につき,

基礎的な条件を検討中である.

H.微 生物遺 伝部

微生物遺伝部では,細菌および/ミクチリオファージを用いて,遺伝子の微細構造および

遺伝子作用の調節機構の問題を中心に研究を行なっている.また突然変異紳菌株の系統保

存もその任務の一部としている.

本年 7月に,榎本研究員が第2研究室長に昇任し,鈴木研究員が第2研究室より第 1研

究室に配置換 えとなった.鈴木研究員は, 米国パジュー大学で, 客員研究員 として H.

Ko刑er教授との ｢細菌べん毛の生合成｣に関する3年間の共同研究を終え, 6月に帰国

した.榎本室長は, 8月末に, 米国スタンフォー ド大学-客員研究員としておもむき,

｢普遍導入の機構｣について,B.A.D.Stocker教授と共同研究を進めている.また飯野

部長は, 6月中旬より2か月間, 米国パジェ-大学より客員教授として招かれ,｢細菌べ

ん毛の遺伝学的研究｣について協力するとともに,大学院生にたいする微生物遺伝学の講

義および研究指導を行なった.引きつづき,メキシコ市において開催された,第 10回国

際微生物学会議より招請を受け,これに参加した.

特別研究生としてほ,山口滋が ｢べん毛合成系の遺伝子群の研究｣に,石和浩美が ｢普

遍導入の機構に関する研究｣に,また呉支川が ｢植物病原細菌の遺伝学的研究｣に,引き

つづき協力したほか,新たに戸嶋啓夫が加わり,｢細菌における遺伝的調節機構の研究｣に

協力した.

今年度行なわれた研究の概況は下記の通 りであるが,これらの遂行に当たってほ,文部
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省科学研究費の補助によるところが大きい.

第1研究室 (飯野)

細菌べん毛を用いた,遺伝子微細構造の研究,および形態形成の遺伝的調節機構の研究

を主要課題として行なっているが,植物病原細菌における遺伝分析系の確立の必要性にも

とづ替,かんきつ潰蕩病菌 (XanthononaSeitri)に関する遺伝学的研究を新たな課題と

して加えた.

1) べん毛合成系遺伝子群の分析 (飯野･山口): 昨年に引きつづき, サルモネラ菌

における,Hlに近接したべん毛調節遺伝子 jla群,および運動性支配遺伝子 仇Ot群の,

配列順序並びに微細構造の分析を進めた.新たに3個の Pa遺伝子 (jlaN,jlaP,jlaQ)

が見出され, 遺伝子配列順序は,jlaD-jlaB-βaQ-jhp-βaN-PaAZZ7-8aAZI-

jlaAI-Hl-jlaL･･･jha-jlaK-notA-notB-jlaC-jlaM と決定された.

ブシウドモナス菌 (P.aeruginosa)については,正常型べん毛を形成し, しかも液体

培地中で運動性と走化性を示すにもかかわらず,半流動培地上での遊走性を失なった突然

変異株が新たに見出された.それら突然変異は,フラジェリン構造遺伝子 H,および調節

遺伝子jla群とクラスタ-を作る1シストロン内に位置づけられる.同シス トロンに新た

な遺伝子記号 sprを与えた.

2) 相変異に関する突然変異体の分離 (山口･飯野): サルモネラ菌にみられる相変

異現象は,遺伝的には1相フラジェ1)ソ構造遺伝子 Hlと, 2相フラジェリン構造遺伝

子 HBとの,交互発現によって行なわれる.この機構を明らかにする目的で, 相変異に

関する突然変異体の分離を行なった.その結果,1相ではべん毛を生じるが,2相ではべ

ん毛を生じない,いわゆる H-0突然変異体が得られた.このような突然変異体の分離に

よって,HBの発現と Hlの抑制とが遺伝的に区別できることが示された.

3) べん毛の形態形成 (飯野 ･鈴木 ･山口): 細胞に付着したままのべん毛を重合核

として, invitroでフラジェl)ソよりべん毛織経を形成させることに成功した.直線型

べん毛を形成する突然変異体を用い,振返によって切断された,短いべん毛をもつ細胞を

つくり, これを重合核として正常型フラジェリンを重合させることによって,遺伝子型

は突然変異型でありながら,正常型べん毛をもつ細胞を作ることが できた. しかもその

ような細胞は運動性を回復していることが見出された. この事実は, フラジェl)ソの in

vitro再構成によって生じたべん毛繊維が,機能的にも nativeな級経と等価であること

を示している.

4) 無細胞系におけるべん毛蛋白合成の研究 (鈴木): Penassay培地中で対数増殖初

期にある Bacilluspu仇ilusから RNA を抽出し,大腸菌の無細胞抽出液に加えて,読

験管内で B.pumilusのべん毛蛋白を合成する系を作ることができた. この系における

べん毛蛋白合成の能率を上げるため,対数増殖後期の細胞から抽出した RNAを用いるこ

とを試みた.一般に対数増殖後期の細胞から抽出した RNAは,蛋白合成に関する活性が

低いが,塩可溶性画分を除去することにより,活性を高め得ることがわかった.ここに用

いた試験管内合成系では,B.pumilusの塩可溶性 RNAはべん毛蛋白合成に必須ではな
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いので,塩不溶性 RNA を用いて,べん毛蛋白合成能をしらべた.

対数増殖後期の細胞からのRNAは同初期のものにくらべて約 10倍のべん毛合成能を

示した.一方 Penassay培地からブドウ糖を除いて培養した菌では対数増殖初期で抽出し

た RNAに,ブドウ糖を含む場合の数倍以上の活性があった.したがってブ ドウ糖がべん

毛蛋白に関するメッセンジャ- RNA の合成を抑制し,Penassay培地での対数増殖後期

では,ブドウ糖が消費し尽くされた結果,_その抑制作用が解かれたものと考えられる.

ブ ドウ糖の作用機作はまだ不明であるが,cyAMP(3',5'-cyclicAMP)の細胞内水準

を下げる働きを通じておこなわれる可能性がある.RNA を鋳型とする試験管内べん毛蛋

白合成系に関する限 り,cyAMPの効果は認められなかったから,cyAMPはべん毛蛋白

合成のほん訳段階には作用しないが,そのメッセンジャ-RNAの合成に関与している可

能性が充分考えられる.

5) かんきつ潰疾病菌およびその ファージの遺伝学的研究 (呉 ･飯野): かんきつ潰

痘病菌 20株について検索し,7株のテソペレ- トファ-ジを分離した.これらは宿主特

異性によって, 3群に別けられる.これらファージのうちの1株 PXC7を,感受性菌株

ⅩCJ19の培養に感染させると, 溶原化されたクロ-ソ培養は,すべて正常型 (S型)と

異なる微小 (D型)集落を形成することが見出された.さらにD型溶原株について,細胞

の増殖とファージ生産の定量をおこない,D型株が異常に高頻度に PXC7の自然誘発を

行なうことを見出した.

第2研究室 (榎本)

1) 普遍導入の研究 (榎本): 細菌における糖類代謝系の突然変異は, しばしば細胞

壁の多糖体合成の阻害をもたらし,それによって rough型細胞を形成する.rough型へ

の変化は,細胞表面構造の変化をともなうので,ファージに対する吸着能が変化し,それ

によって導入実験が不可能になるばあいが多い.このことは P22-7ア-ジ･サルモネラ

系で頻繁に起こり,細胞表面構造に関する遺伝子群の解析を困難にしている.この問題を

解決するために,大腸菌の各種の rough 型変異株に感染性をもち,しかもサルモネラ菌

にも感染性をもつPlフア-ジを用いて,サルモネラ菌の遺伝子導入をこころみ,rfaH,

rfaG,gala,galUなどの遺伝子の導入が,かな り高率で行ないうることを見出した.

また培地中に,galactoseとglucoseとを加えることによって,これらの遺伝子の導入が

P22-ファージによっても可能になることを見出した. これらの実験系を用いて,大腸菌

とサルモネラ菌との問の属問導入をこころみ,mo舌A,motB,jlaA および jlaCシス ト

ロンの,大腸菌とサルモネラ菌との対応づけに成功した.

2) ピリミジン合成系の遺伝的調節機構の研究

a) 6-7ザウラシル抵抗性突然変異体の研究 (石持): ピ1)ミジン合成系の調節機構

に関する突然変異株を得る目的で, ウラシルの煩似体である 6-アザウラシルに抵抗性を

示す突然変異体を, ネズミチフス菌から多数分離し, その性質を調べた.1.5mg/mlの

6-アザウラシルを含む合成寒天培地を選択培地として用いると,108 個の野生型菌から数

百個の, 正常の大きさの集落を形成する抵抗株と,10-20個の,小さな集落を形成する
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抵抗株とが得られる.ウラシル合成系酵素の一つである ATCaseの活性は, 少なくとも

小型集落を形成するグループの多くのもので構成的に見られ,抑制,非抑制いずれの培養

条件下でも,野生型よりかなり高い水準にあることが明らかになった.これらの抵抗株で

は,ウラシル合成系のジヒドロオロテ-スや,ジヒドロオロチン酸デヒドロゲネ～スの産

生もかなり構成的であり,調節遺伝子系に突然変異が生じたものであると思われる.正常

集落を形成する抵抗株グループでは,あまり顕著な構成的酵素産生はみられない.現在こ

れらの突然変異体について,導入および接合実験により,ピリミジン合成系の各構造遺伝

子との連銭関係を中心に,遺伝的解析を進めている.

b) アルギニン感受性突然変異体の カル/ミミルリン酸合成酵素の研究 (戸嶋 ･石津):

ネズミチフス菌のアルギニン感受性,およびアルギニン･ウラシル感受性が,カルバ ミル

リン酸合成酵素の構造遺伝子である pyrAか, またはそれと密接に連鎖している遺伝子

の突然変異によって起こることは,導入による遺伝的解析の結果からすでに明らかにされ

た.またこれら突然変異体における OTCaseと ATCaseの活性辛, 遺伝的調節の受け

方が,野生型とほとんど変わらないことも明らかになっている.そこで,カルバミルリン

酸合成酵素自体の活性と遺伝的調節の受け方の様式を明らかにするため,種々の条件で培

養した菌からの抽出液について,種々の条件のもとでこの酵素の活性を測定している.現

在までに得られた予備的なデータによって,アル¥ニソを加えた培地で培養した菌の抽出

液だけでなく,野生型と同程度の活性をもつと期待された,最少培地で培養した菌からの

抽出液においても,この酵素の活性が極端に低いことが示された.現在その確認を進める

とともに,アルギニン感受性をもたらす機構そのものに関する仮説を再検討している.

3) アジ化ナ ト1)ウム抵抗性突然変異体の研究 (石津): 4×10-3M の アジ化ナ トリ

ウム (NaN8)を含む肉汁寒天培地上で分離された NaN8抵抗性突然変異体は, 生育の条

件から二つのグループに分けられるが,NaN8存在下では共にシスティンまたはメチオニ

ンを要求し,最少培地では増殖できないことをすでに報告した.この含硫アミノ酸に対す

る要求性がどのような機構によってもたらされ,遺伝的にどのような制御を受けているか

を明らかにするため,野生型および前記二つのグループから,NaN8存在下でも栄養要求

性を示さない抵抗性突然変異体を分離し,3者の呼吸系および含硫アミノ酸合成系諸酵素

について野生型と比較しながら活性を調べている.現在までに調べた亜硫酸還元酵素,亜

硝酸還元酵素については特に著しい差はみられなかった.硝酸還元酵素は突然変異体の方

が野生型より高い活性を示す傾向があるが,この差が有意なものであるかどうか検討中で

ある.またこれと並行して,含硫アミノ酸合成系の他の酵素の活性の検定と,接合実験に

よる三つのグループの遺伝的解析を進めている.

Ⅰ. 集 団 遺 伝 部

集団遺伝部においては生物集団の遺伝的構成を支配する法則の探究,すなわち,集団遺

伝学の研究を行なっている.本研究部は二つの研究室からなり,第 1研究室では主として

進化機構に関する研究を,第2研究室では人類を含めた生物集団の数理統計に関する研究
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を行なっている.

集団遺伝部も発足以来6年日をむかえ,部としての研究活動もようやく軌道に乗り,吹

々に見るべき成果が上がるようになったのは心強いことである.

今年一年の内で,特に集団遺伝部に関係の深い出来事をあげると,第 1に長年の懸案で

あった遺伝研への電子計算機の設置が認められたことである.これに伴い,TOSBAC3400

が集団遺伝部電子計算機室に入り,3月 25日に ｢火入れ式｣が行なわれた.それ以後,

集団遺伝学のモンテカルロ実験などに大いに利用され研究の進歩に貢献している.第2は

ウィスコンシン大学遺伝学教室の J.F.クロー教授が遺伝研外国人客員 (VisitingMem-

ber)第 1号として来訪されたことで,6月15日から約2カ月半,集団遺伝部に協同研究

のため滞在された.われわれ一同,研究討論などを通じ啓発される所が大きかった.第 3

は 7月 13,14,15の3日間に第 3回遺伝研夏期セミナールが ｢集団遺伝学と進化｣の

題目で行なわれたことで,受講者約 120名が全国から参加し盛会であった.集団遺伝部の

要員は講師として活躍し,クロー教授も講義を行なわれた.

その他,個人別の活動をあげると,部長木村は昨年に引続き集団遺伝学の理論的研究,

特に分子進化の仕組の集団遺伝学的基礎づけの研究を行なった.また,木村は 11月1日,

日本人類遺伝学会から ｢人類集団遺伝学の理論に関する研究｣により人類遺伝学会賞を授

けられた.第1研究室の太田朋子研究員は昨年に引続き有限集団における連鎖不平衡の数

理的研究を行ない,拡散方程式にもとづいてこの問題を解く強力な方法を開発した.この

方法を用い,超優性遺伝子座に連鎖した中立な遺伝子座に見せかけの超優性が現われる現

象を解明し,結果をGeneticalResearchに発表した.第2研究室の丸山室長は昨年と同

様,細分化された集団の数理的解析を行なったが,特に本年は有限な大きさの飛石状模型

について,厳密な解を得ることに成功し,結果を Biometrikaや Theoretica】Population

Biologyなどに発表した.昨年度,第2研究室から千葉の放医研の遺伝部に室長として転

出した安田徳一は非常勤研究員として,三島地区におけるヒトの移住距離に関する統計遺

伝学的研究を続行した.

第 1研究室 (木村)

1) 自然淘汰に中立な突然変異遺伝子が集団中に固定するまでに要する時間 (木村):

中立な1個の突然変異遺伝子が遺伝的浮動によって集団中に 固定するまでの時間の分布

を求めた.それはガソマ分布に似ていて集団の有効な大きさを N.とすると, 平均値は

4N｡で,標準偏差は 2.15Neとなった.詳細は Genet.Res.15:13ト133に発表して

ある.

2) 有利な突然変異遺伝子の淘汰係数が時間と共に減少する場合の固定確率 (木村 ･太

田): 自然淘汰に有利な突然変異遺伝子が, 究極において有限な集団中に固定する確率

を求める問題は, 1957年に木村により淘汰係数が時間的に不変なことを仮定して解かれ

ている.しかし,淘汰係数が時間と共に変化する場合にこの確率がどうなるかは,わかっ

ていなかった.著者らは今回初めて淘汰係数が時間と共に指数函数的に減少する場合につ

いて,固定確率を求めることに成功した.これは拡散方程式の方法による近似解であるが,
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突然変異遺伝子の初期頻度が低い時には極めて良い近似を与えることが,計算機による数

値的な扱いからたしかめられた.詳細は Genetics63:525-534参照.

3) 分子進化の機構に関する研究 (木村 ･太田): 先に木村は分子進化におけるアミ

ノ酸置換の大部分は自然淘汰と無関係な中立突然変異が,遺伝的浮動によって集団中に拡

がった結果であるという説をたてた.この説を支持する事実として,各シストロンの進化

の速度の一定性,ゲノム全体について進化の速度が非常に大きいこと,類似した7ミノ酸

の問の置換が似ていないもの同志の置換に比べて多いことなどがあげられる.詳細は

Jour.Mol.Evol.に印刷中である.

4) 遺伝子の塩基組成の統計的推定 (太田･木村): アミノ酸と DNA塩基とはコー

ド表によってつながっており,そのため,蛋白質のアミノ酸組成と対応するシストロンの

塩基組成の間には一定の関係がある.そこでシス トロンの塩基組成を,コドソの第1と第

2の座位についてアミノ酸の組成を用いて統計的に推定した.その結果,一般的に,第1

と第2の座位の間で,また,DNA の情報をもった方の鎖とその相補鏡との問で塩基組成

にかなりの違いが認められた.詳細は Genetics64:387-395に発表した.

5) 遺伝的浮動によって生ずる荷重 (木村 ･太田): 一般に有限集団では,遺伝子頻

度がラソダムな変化により平衡点からずれるため,遺伝的荷重が決定論で決められるより

大きくなる.一方,頻度に依存する淘汰 (Frequencydependentselection)による多型

現象では,平衡状態で遺伝的荷重が全くなくなるという説もある.ここでは有限集団にお

いて Frequencydependentselectionの平衡が保たれている場合の遺伝的荷重を求めた.

普通に用いられるモデルでは荷重は 1/(2Ne) となった.Neは集団の有効な大きさを表わ

す.詳細は Genet.Res.16:145-150に発表してある.

6) 連鎖不平衡とそれにともなう見かけ上の超優性 (太田･木村): 有限集団中に対

立遺伝子が分離している場合,本当は自然淘汰に中立 (無関係)であっても,適鎖した他

の遺伝子に影響されて,あたかも自然淘汰が働いているかのようにみえることがある.こ

れは異なった座の遺伝子の組合わせが完全にはランダムにならないこと (連鎖不平衡)の

ために起こる.いま,染色体上に超優性の遺伝子座が均一に分布していたとして,その染

色体上で中立な遺伝子が分離している場合のみかけ上の超優性を推定した.そして集団の

有効な大きさが小さいときは,見かけ上の淘汰も重要であることを示した.詳細はGenet.

Res.16:165-177に発表してある.

第2研究室 (丸山)

1) 地理的に広がりをもつ有限集団における遺伝子頻度の分布 (丸山): 任意交配が

行なわれている有限集団の中に突然変異とランダムドリフトのバラソスによって保たれる

遺伝子頻度の定常分布はライ トの公式としてよく知られている.これに相当する分布を地

理的構造をもつ有限集団について求めることができた.これは遺伝子頻度の分布に関する

最も基本的なものであり,それに伴っていろいろな遺伝学的に興味ある量を求めることが

できる.

2) 地理的構造をもつ有限集団の-不変性質 (丸山): 集団中に生じた 1個の突然変
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異がその集団から消失,または固定するまでに現われる異型接合個体の平均総数は集団構

造に関係なく,集団の大きさの2倍になることがわかった.ただし考慮している遺伝子群

は淘汰に関してすべて中立であり,集団のいかなる部分も他から完全に隔離していないと

する.

3) ヒトの移住距離に関する統計遺伝学的研究 (安田･木村): 昨年に 引続き, 静岡

県三島市役所において戸籍を用いて出生地を調べた.配偶者の出生地間の距離分布の密度

関数についてはすでに M(r)-Cre-kノ丁(r-距離,C-k4/12)がよくあうことがわかっ

ているがさらに一般の `̀K一分布"(Ma16cot,1967)を用い,分析した.これと親子間距離

が正規分布になるとした時の近親婚の確率を求め,観測値との比較を行なっている.

J.分 子 遺 伝 部

昭和 45年 4月に古市が研究員として発令された. 5月には特別研究生下遠野, 研修

生渋谷が参加して研究がスタ- トした.分子遺伝部が使用する予定の別館 2階の研究室の

改修が 45年度後半に予定されているため本館内の仮の研究室で仕事を開始した.

研究内容は リボ核酸を遺伝子としてもつウイルスを材料として遺伝子の化学構造の解析

を進め,遺伝子に含まれる複製や翻訳の開始の認識構造,生物種識別の特異構造や遺伝子

の subunit間のつながり方の分子レベルでの解明を目標としている. 三滴らがこれまで

研究してきた二本鎖 RNAをもつウイルスではきまった遺伝子構造単位が得られることや

ウイルス自身が RNAポリメラーゼ活性をもつという特徴のために上に述べた研究目的に

好適の材料である.また,遺伝子構造単位の比較などによってウイルスの起源についての

考察をすることも可能であろう.このような方向でスター トした研究の進捗状況を項目別

に述べることにする.

1) 細胞質多角体病ウイルス (CPV)の二本鎖 RNA の末端構造 (三浦 ･古市)

CPV の遺伝子 RNA は二本鎖で,10コのセグメン トに分れて得られる. これらセグ

メントの相互関係やそれぞれの機能構造を知る目的でまず RNAの末端部位の構造を調べ

た.各セグメントの分別がまだできないので,まずセグメント混合物について分析を行な

い,共通構造の有無をみた.

5′端については 1)ン酸基をポリヌクレオチ ドキナーゼにより 82P でラベルして調べた.

あらかじめフォスフォモノエステラーゼ処理をして末端のリン酸を除くとよくラベルされ

るが,二本鏡のままより一本鎖状態にした方が 10倍近 くよくラベルされることがわかっ

た.この処理でRNAの低分子化が起っていないことをたしかめる実験を行なってきたが,

一本鎖状態では会合が起り易く,条件を検討中である.二重鎖のままフォスフアターゼ処

理したものについてはゲル電気泳動により各 RNAセグメントの分解がないことがわかっ

たが, $2P のラベルのされた方は均一でなかった. この場合顕著なこととして 5′末端ヌ

クレオチ ドとしてアデニル酸が約 5070を占めることが示された.

3′端については過沃素酸酸化で末端 1)ボースの閉環を行ない, これを 8H一水素化棚素

ナ トリウムで還元して末端 リボースであった部分を SH ラベルした.この処理でRNAの
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分解がないことはグリセリン密度勾配超遠心とゲル電気泳動によりたしかめ,各 RNAセ

グメントに一様にラベルが入っていることがわかった.また,このときRNA以外の化合

物で 8Hラベルされたものがあることを見出し,同定実験を行なってみると,このものが

一種の糖-タン′くク化合物であると推定された.このような糖-タン/くク化合物が精製され

たウイルス中に見られることはほとんどなく,二本鏡 RNA ウイルスでは始めてである.

このように 3′末端がラベルされた RNA を))ボヌクレ7-ゼ T2または7ルカリによ

り完全に分解し,3′末端ヌクレオチ ド由来の3Hラベルされたヌクレオシドアルコールを

ペーパークロマ トグラフィーで分析したところ,ほぼ 50% がシトシンで,のこりの5070

近 くがウラシルであることが判明した.従って CPV の二本鎖 RNA10コのセグメント

の 20コの 3′末端は半分がシトシンで半分がウラシルであると結論できる.プリン末端

はない.これまで分析された一本鎖 RNAの末端はほとんどみなアデノシンであり,二三

の例外がシトシンを末端に持つことが知られているので CPV-RNA の末端部はユニーク

である.

2) CPV粒子に含まれる RNA 合成酵素活性 (三浦 ･下遠野)

二本鎖 RNA を含むウイルスのうちレオウイルスについてはウイルス粒子自身がRNA

合成酵素活性をもつことが Shatkinらにより見出され,最近カイコ CPV についても同

様の活性が検出されている.われわれはこの酵素とRNAの特異的な関係をしらべ,さら

にこのウイルスの RNA の情報発現過程を調べるためにこの RNA 合成酵素 について検

索することにした.ウイルス粒子に含まれる酵素活性が充分に発揮される条件を探し出す

のにかなりの時間を費したが,ようやくよい条件を探し出すことができた.CPV ウイル

スを従来の方法で精製したものは特別な前処理をしなくてもある条件下で充分酵素活性を

示し,至適温度 27oC,反応に必要なマグネシウム濃度は 2mM 付近でその幅がかなり狭

いことがわかった.この酵素活性をうまく可溶化して酵素として精製できるかどうかは今

後の問題である.一方でこのウイルスのタソバク質は酪酸などにより可溶化され,ゲル電

気泳動によると数億塀のタンパク質より成ることがわかった.

3) マツケムシ CPV の核酸が二本鎖 RNA であることの証明とカイコ CPV との相

関関係についての研究 (三浦 ･渋谷)

マツケムシの細胞質多角体病ウイルスは最近マツケムシのウイルス防除剤としての利用

が計画されているが,このウイルスがカイコCPVとウィルスの形態,宿主の病徴といっ

た点でよく似ているのでその遺伝子核酸を調べた.マツケムシ CPVを農林省浅川実験林

の片桐一正博士に用意していただき,ウイルスを精製し,核酸を抽出した.この核酸の諸

性質を調べた結果これが二本鎖 RNA であることが証明された.塩基組成は G/C,A/U

の比が1で,GC含量約4470で,これまでに発見されている他のウイルスの二本鎖RNA

と大体同じであった.マツケムシCPV-RNAをゲル電気泳動したところこの遺伝子RNA

は10コのセグメントに分れ,各セグメントの易動度 (大きさを表わす)はカイコのCPV-

RNA と区別がつかなかった. レオウイルスの場合には型の異なるウイルス株では RNA

セグメントの大きさがそれぞれ異なるので,ここで得られた結果からマツケムシとカイコ
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の CPV-RNAは非常によく似ているといえる.そこでマツケムシとカイコウイルスの抗

原性を比較することを試みた.愛知県農業総合試験場の宮島成寿技師の御協力によって抗

原抗体反応を調べたところ, カイ コ CPVの抗体に対してマツケムシ CPVは カイコ

CPVと同じように反応した.この二つのウイルスは宿主や病徴*を異にするのに物質面で

類似しており,構造上のちがいはおそらくわずかなものであろう.このようなことからカ

イコの CPVはマツケムシのような野外の蛾のCPVを起源としているのではないかと考

えられた.この両ウイルスの比較はさらに別の点で試みる予定であるが,ここに述べたよ

うに遺伝子核酸のセグメントの比較によりウイルスの相互の関係や起源を辿ることも可能

であろう.

4) 転移 リボ核酸の構造と機能 (古市 ･三浦)

分子遺伝部が今後の仕事として掲げているテーマではないが,分子遺伝部開設に伴い集

った三浦および古市はそれぞれ転移リボ核酸の構造と機能についても研究していたのでこ

れまでの仕事の延長として今年度行なった仕事について簡単に触れておく.

古市は東大薬学部浮田研究室と協力してチロシン転移 RNAの機能部位を探るため亜硫

酸による修飾実験を行なった.アンチコドン部位の両脇のウラシルとイソペンチニルアデ

ニソが修飾されたときアミノ酸受容能には変化はないが,後者が修飾されるとメッセンジ

ャーーリボソーム結合体-のtRNATyrの結合は起らなかった.この研究のため東大の綿矢

有柘が数週間分子遺伝部に滞在した.

また,三浦は名古屋大理学部清水信義と協力して ｢生きた化石｣シャミセソ只の核酸,

とくに転移 RNAについて研究し,構成成分の種類,組成や核酸分子の大きさ,構造,宿

性が大すじにおいて現存の進化した生物と特に大きな差がないことを明らかにした.

*マツケムシCPV をカイコにかけたときの病徴はカイコCPV をカイコにかけたときと少し異なる.
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V.研 究 活 動

A. 研 究 業 績

著 書

Crow,∫.F.･木村資生 1970: An IntroductiontoPopulationGeneticsTheory.

xiv+591.HarperandRow (New York).

木村資生 1970:Stochasticprocessesinpopulationgenetics,withspecialreference

todistributionofgenefrequenciesandprobabilityofgene点Xation.

Biomatbematicsγol.1,Mathematicaltopicsin populationgenetics

(ed.K.Kojima).178-209.Springer-Verlag(Berlin).

黒田行昭 1970: 第Ⅲ章の5,組織の再形成とその調節機構.生体の制御機構 (医学の

あゆみ編)7ト78.医歯薬出版 (東京).

三浦護一郎 1970:核酸の化学.核酸 (高木 ･三浦編)ト35.朝倉書店 (東京).

三浦謹一郎 1970:tRNA の構造と機能.遺伝生化学 (上代ほか編)123-141.医学書

院 (東京).

三浦謹一郎 ･林 博司 1970: 転移 RNA についての知見.情報科学講座 B･7･2遺伝

情報Ⅱ (次田編)27-62.共立出版 (東京).

小川恕人 1970:標準セルローズアセテー ト電気泳動法.臨床病理,臨時増刊,No.ll,

第 5版 46-66.金原出版株式会社 (東京).

田島弥太郎 1970: 放射線の遺伝的影響.アイソト-プ便覧 247-254.丸善株式会社 (東

京).

青田俊秀 1970: 染色体異常.遺伝生化学 (上代ほか編)2891303.医学書院 (東京).

論 文

Bloom,A.D.･中込弥男 ･阿波彰夫 ･鉄石昇太郎 1970:Chromosomeaberrationsand

malignantdiseaseamongA-bombsurvivors.Amer.∫.PublicHealth.

60:641-644.

朱 耀源 ･岡 彦- 1970: ThegeneticbasisofcrossingbarriersbetweenOryza

perenniSSubsp.barthiianditsrelatedtaxa.Evolution.24:135-144.

朱 耀源 ･岡 彦- 1970: Introgressionacrossisolating barriersin wildand

cultivatedOryzaspecies.Evolution.24:344-355.

藤井一河田いこひ ･三浦謹一郎 ･福家基宏 1970: Segmentsofgenomeofviruses

containingdouble･strandedribonucleicacid.J.Mol.Biol.51(2):247-

253.

深民玲之 ･森脇大五郎 1970: SelectionforsexualisolationinDro80Philanelanoga-

BlerbyamodificationofKoopman'smethod.遺伝学雑誌.45:193-204.
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古市泰宏 ･綿矢有祐 ･早津彦哉 ･浮田忠之進 1970: Chemical modi点cation of

tRNA芸eyLtwithbisulRte･Anewmethodtomodifyisopentenyladenosine

residue.Biochem.Biophys.Res.Commun.41(5):1185-1191.

賀田恒夫 1970:StudiesonthemutabilityofESCherichiacoliK12.Ⅰ.Suppression

amdhighspontaneousmutationinatbreonineauxotroph.MutationRes.

10:91-102.

賀田恒夫 1970:StudiesonthemutabilityofESCherichiaeoliK12.ⅠⅠ.Modi丘ca-

tionofradiationsensitivitybyreversionsinathreonineauxotroph.

Mutation.Res.10:103-109.

賀田恒夫 1970:Radio-Sensitizationwithiodinecompounds.ⅠⅠ.Studiesonmutant

strainsofESCherichiacoliK12resistanttoradiation-inducedtoxic

productsfrom iodoaceticacid,potassium iodideorpotassium iodate.

Int.∫.Radiat.Biol.5:419-430.

賀田恒夫 ･野口武彦 ･並木満夫 1970: Radio･Sensitizationwithiodinecompounds.

Ⅰ.Examination ofdamagein deoxyribonucleicacid with Bacillus

subtiliStransformationsystem byirradiationinthepresenceofpotas-

sium iodide.Int.∫.Radiat.Biol.5:407-418.

賀田恒夫 ･定家義人 ･野口武彦 1970:Radio-sensitizationwithextra-cellularha10-

genatedpurinesandpyrimidinesandrelatedcompounds.Int.J.Radiat.
Biol.18:281-285.

加藤族夫 ･吉田俊秀 1970:Nondisjunctionofchromosomesinasynchronizedcell

populationinitiatedbyreversalofcolcemidinhibition.Experimental

CellResearch.60:459-464.

菊池康基 ･大石英恒 1970:InternalasynchronyinlatereplicationofhumanX

chromosomeswithstructlユralabnormalities.人類遺伝誌.15:114-123.

木村資生 1970: Thelengthoftimerequiredforaselectivelyneutralmutantto

reachfixationthrough random frequencydriftinafinitepopulation･

Genet.Res.Camb.15:131-133.

木村資生 ･太田朋子 1970: ProbabilityoffiXationofamutantgeneinafinite

populationwhenselectiveadvantagedecreaseswithtime.Genetics.65:

525-534.

木村資生 ･太田朋子 1970:Geneticloadsatapolymorphiclociwhichismain-

tainedbyfrequency-dependentselection.Genet.Res.Camb.16:145-

150.

黒田行昭 1970: Differentiation of ommatidium･forming cellsof Dro80Phila

仇elanogas舌erinorganculture.Exptl.CellRes.53:429-439.

丸山毅夫 1970: Rateofdecreaseofgeneticvariabilityinasubdividedpopulation.
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Biometrika.57:299-311.

丸山毅夫 1970: Analysisofpopulationstructure.I.One-dimensionalstepping-

stonemodelsof丘nitelength.AnnalsofHumanGenetics34:201-219.

丸山毅夫 1970: Ontherateofdecreaseofheterozygosityin circularstepping

stonemodelsofpopulations･TheoreticalPopulation Biology.1:10ト

119.

丸山毅夫 1970:Effectivenumberofallelesinasubdividedpopulation.Theoretical

PopulationBiology.1:273-306.

丸山毅夫 1970: Steppingstonemodelsof丘nitelength.Advancesin Applied

Probability.2:229-258.

丸山毅夫 1970:Onthe丘Xation probabilityofmutantgenesinasubdivided

population.Genet.Res.Camb.15:22ト225.

丸山毅夫 ･安田徳一 1970: Useofgraphtheoryincomputationofinbreedingand

kinshipcoefncients.Biometrics.26:209-219.

松永 英 1970: 染色体異常症の発生と母年令.臨床科学.6:648-655.

松永 英 1970: 文部省科学研究費による ｢父性の決定に関する研究｣の成果報告. 日

法医誌.24:193-230.

松永 英 ･尾本意市 ･篠田友孝 ･松田 甥 ･大石英恒 1970: A furtherstudyonthe

familywithanomalousinheritanceofhaptoglobintypes.人類遺伝誌.

15:166-175.

森島啓子 ･岡 彦- 1970: A surveyofgeneticvariationsinthepopulationsof
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会

伊東幼稚園協会研修会

第 27回静岡県衛生検査技師
会研修会

日本遺伝学会第 42回大会

第 181回三島遺伝談話会

日本人類遺伝学会第 15回総会
OI
ト■



岡 彦-

岡 彦-

岡 彦一

票島 墓享)
鬼丸菩美治

鬼丸喜美治

大島 長造

大島 長造

大島 長造

大島 長造

大島 長造

大島 長造

遠藤 彦琴主

賓雷震央)
酒井 寛一

晋蒜 要言)
若造 要言〉

植物の適応性について

稲品種の適応性に関する遺伝学的研究

稲の野生型と栽培型の雑種後代におけるインド型日本
型の分化

稲における成長曲線の品種間変異

突然変異誘発における薬剤処理効果と放射線処理効果
の比較

突然変異誘発剤処理の後代に見られた異常分離 (第3
報)

ショウジョウバエの環境に対する適応

ショウジョウバェの自然集団の遺伝学的研究

ショウジョウバェの実験法

変動環境に対する適応の分析

ショウジョウバェの系統保存の問題点

各種環境下における生物の生態遺伝的変化に関する研
究

イネ種間交雑におけるアイソザイムの遺伝的行動

核酸における変異的損傷の研究Ⅲ.ガンマー線感受性
枯草菌変異株における形質転換と放射線誘起変異

育種学の役割と発展

酵素レベルにおけるヒバ天然林の地理的隔離

家系分析法によるヒバ天然林の遺伝研究

1.24

2.27

4. 8

10.23

4. 8

10.30

4.22

5.20

7.15

10.6

10. 8

12.18

10.23

10. 5

10.22

4. 9

8.29

京 都 会 館

大 学 セ ミ ナ -- ウ
ス

農業技術研究所

岡山大学農業生物
研究所

信 州 大 学

静岡市大浜会館

東 京 酒 造 協 会

静 岡

国立遺伝学研究所

東京女子大学短期
大学部

都 立 大 学

学士会館 (本郷)

岡 山 大 学

東京女子大学短期
大学部

倉敷市文化センタ

農業技術研究所

京 都 大 学

IBP第4回シンポジウム

IBP(UM)シンポジウム

日本育種学会第 37回講演会

日本育種学会第 38回講演会

日本蚕糸学会第 40回大会

日本蚕糸学会東海支部研究発
表会

酒造協会例会

知恩会 (第7回)

集団遺伝学セミナール

日本遺伝学会第 42回大会

第 1回 DrosophilaMeeting

自然保護の新領域懇談会

日本育種学会第 38回講演会

日本遺伝学会第 42回大会

第 12回日本育種学会シンポ
ジウム

日本育種学会第 37回講演会

日本林学会第 81回大会
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警芸 曇哀†

阪本 寧男

阪本 寧男

_;=ti一 三

窪菖 光蓮 l

豊富 光蓮 †

窪吉 光蓮 )

勝正
明
郎

武

男

恒

忠
孝

一

重
英

木
藤
々

野

川
石

佐
佐
南
干
南
中
大

渠悪 行驚)
篠田 友孝

篠田 友孝

スギ天然林における遺伝的分化

Trit光Triticeaeの系統分化について

クルデイスタン植物調査の旅

放射線感受性と核酸分解酵素

カイコの皮膚細胞に存在するプ テ I)ジン額粒険 タンパ
クの性質とその遺伝的変異

家蚕幼虫皮膚細胞に存在するプテ リジン額粒膜タンパ
クの性質とその変異について

油蚕皮膚細胞のプテリジン頼粒膜タンパクについて

真性半陰陽の一例

単離染色体導入の培養晴乳動物細胞に及ぼす生物学的
作用 (第5報) Thymidine-kinaselessマウス細胞
CトId より単離染色体導入手技により得られた選択培
地増殖クロンの分離とその性質

ニワトリの単細胞に関する研究Ⅱ.細胞培養 に よる
cp遺伝子発現の解析

ヒトのアイソザイムに関する遺伝生化学的研究 (Ⅱ)

PolymorphicenzymetypesamongJapanese.

8.29

4.10

10. 1

10.7

7.18

10. 6

10.29

京 都 大 学

国立遺伝学研究所

国立遺伝学研究所

東京女子大学短期
大学部

愛知県ガンセソタ
-研究所

東京女子大学短期
大学部

静岡市大浜会館

国 立 教 育 会 館

大阪商工会議所

愛知県ガンセンター研究所

IndianaUniv.
U.S.A.

日本林学会第 81回大会

第 10回コムギ遺伝学シンポ
ジウム

第 184回三島遺伝談話会

日本遺伝学会第 42回大会

第 16回日本生化学会中部支
部例会

日本遺伝学会第 42回大会

第 22回日本蚕糸学会東海支
部研究発表会

日本泌尿器科学会第 58回総
会

日本癌学会第 29回総会

日本遺伝学会第 42回大会

第 16回日本生化学会中部支
部例会

DBS-Zoologyjointseminar
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欝霊 友藁i

E｡1.h言動

至芸 粟農)

田島弥太郎

田島弥太郎

田島弥太郎

田島弥太郎

田島弥太郎

田島弥太郎

毘莞警套繋〉

競警套貿‡
土川 清

嘉Jiil和誓)

赤血球辞素型の多型

Invitroenzymaticsynthesisofflagellin

18 トリソミー症候群の-症例

蚕における放射線感受性の系統差とその遺伝

Relationbetweenmutationinduction and cell
killing:An insightinto the mechanisms of
radiationinducedcelldeath.

Problemsofdose-rateeffectsin radiationmu-
tagenesis.

Geneticsandbreedingofautosexingracesofthe
silkworm.

Studiesonstraindifferencesin radiosensitivity
ofthesilkworm.

マウスの突然変異誘発に対する中性子線の RBEにつ
いて

Chemicalmutagen 処理により誘発された蚕の po-
tentialmutation.

放射線感受性を異にした蚕の諸系統におけるDNA主
鎖切断端の再結合能

染色体異常を伴 うマウスの合指症

マウスの先天性仙椎骨異常について

10.31

5. 2

6.21

4.8

7. 2

7.15

7.23

8. 3

10. 5

10.10

8. 5

8. 5

岡 山 市 天 満 屋

Boston

静岡三共株式会社

信 州 大 学

Evian,France

lnst.Cytology.
Acad.S°i.USSR.
Leningrad.

Inst.
Developmental
Biology,Acad.
S°i.USSR.
Moscow

lnst.
Developmental
Biology,Acad.
S°i.USSR.
Moscow

京都大学原子炉実
験所

東京女子大学短期
大学部

昭 和 大 学

神奈川県立青少年
セソタ･-ホ-/レ

神奈川県立青少年
セ ンターホール

日本人煩遺伝学会第 15回総 監
会

70thAnn.MeetingofAmer.
Soc.forMicrobiol.

第 38回日本小児科学会静岡
地方会

日本蚕糸学会第 40回大会

ⅠVthlnternat.Cong.Rad.
Res.

SpecialLecture

SpecialLecture

SpecialLecture

中性子障害の変更要因シソポ
ジウム

日本遺伝学会第 42回大会

日本放射線影響学会第 13回
大会

第 10回日本先天異常学会

第 10回日本先天異常学会
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土川 清

志望 義葦)

童諾 寒剤

土星 公幸

土屋 公幸

童唇 蓋憂)

珪穿 光慧)

法巽 光整)

珪賢 光霊)

法巽 光劉

重き 竺葉‡

∴ 71:-'-:A

転座をもつ突然変異マウス

雌不妊突然変異マウスの連続発情と卵巣腫癌について

第 3日歯欠如の頻度が異なるマウスの3亜系について

日本産アカネズ ミ群の細胞分類学的研究

日本産晴乳類の染色体と核型

異なる染色体数をもつアカネズ ミの地理的分布と血液
の特性について

カイコの幼虫外皮におけるメラニン生成と硬質タンパ
ク生成

黄色致死蚕のフェノールオキシダーゼ活性について

黄色致死蚕とアルビノ致死蚕における2種のプチリン
還元酵素活性について

`̀al''ホモ型蚕児の致死機構に関する研究

サルモ ネ ラ菌のべん毛形成 ならびに運動性に関する遺
伝子群 の 遺伝地図

アジア型とオセアニア型 クマネズ ミの雑種の核型と血
清蛋白 トランスフェリン

クマネズ ミにおけるアジア型とオセアニア型およびそ
の雑種

9.25

9.25

9.25

4.26

6.13

10. 5

4. 8

10. 6

10.29

ll.28

10.6

山梨県 県民 会館

山梨県 県 民 会館

山梨県県 民 会館

東 京 科学 博物館

東 京 科学 博物館

東京女子大学短期
大学部

信州大学織維学部

東京女子大学短期
大学部

静 岡市 大 浜会館

三島市青少年会館

東京女子大学短期
大学部

東京女子大学短期
大学部

九 州大 学理 学部

日本実験動物研究会第 5回研
究発表会

日本実験動物研究会第 5回研
究発表会

日本実験動物研究会第 5回研
究発表会

日本晴乳動物学会 45年度年
会

日本晴乳動物学会 98回例会

日本遺伝学会第 42回大会

日本蚕糸学会第 40回学術講
演会

日本遺伝学会第 42回大会

第 22回日本蚕糸学会東海支
部研究発表会

第 23回日本細胞生物学会

日本遺伝学会第 42回大会

日本遺伝学会第 42回大会

日本動物学会第 41回大会

習

冷

諦

&

CI
Ul



66

海外における活動
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D. その他の研究活動

内 容

鈴木 秀穂

藤島 通

河西 正典

阪本 寧男

飯野 徹雄

賀田 恒夫

藤井 太朗

田島弥太郎

榎本 雅敏

田島弥太郎

篠田 友孝

渡辺 隆夫

岡 彦-岡 彦-

細菌べん毛の分子遺伝学的研究

動物の遺伝育種学に関する研究

沖縄におけるショウジョウバェの調査

メソポタミア北部高地の植物探検調査

微生物遺伝学の講義ならびに研究協力
および国際微生物学会出席

国際放射線研究会議出席ならびに生物
の放射線に関する研究打合せ

国際放射線研究会議および国際植物培
養学会出席ならびに研究連絡

国際放射線研究会議お よび国際動物放
射線遺伝学シンポジウム出席ならびに
研究打合せ

サルモネラ菌の遺伝学的研究

国際連合科学委員会会議出席

免疫グロプ1)ソの遺伝生化学的研究

ショウジョウバェ集団の遺伝学的研究

大豆育種に関する協同研究

作物改良と種子生産に関する研究指導

アメ リカ合衆国

パーデュー大学

カ ナ ダ 国

ラコ～ム研究所

沖 縄

イラク国 ･シリ
ア国 ･ トル コ
国 ･イラン国

アメリカ合衆国
メ-デュ-大学
メ キ シ コ 国

フ ラ ン ス 国

フランス国 ･西

フラソス国 ･西
ドイツ国 ･ソビ
ェット連邦

アメリカ合衆国
スタンフォー ド
大学

ス イ ス 国

42.9.13-
45.6.27

43 . 9. 3-
45 . 9 . 1

45.4.15.-
45. 4.20

45.5.10.-
45.7.25

45.6.10
45.8.20

45.6.26
45.7.12

45.6.26-
45.7.25

45.8.31-

45.9.18-
45.9.27

アメリカ合衆国 .
インディアナ大 ■45.9.28一
字

アメリカ合衆国
ノースカロライ
ナ州立大学

中 華 民 国
台湾省立中興大
学

フラソス国フィリピン国

45.10.2.-

45.10.11-
45.10.22

45.ll.22.-

ほかの機関(..-おける撫養

氏 名 担 当科 目

三浦謹一郎'. 名古屋市立大学薬学部非常勤講師 (45.1.8-45.3.31)酵素化学

石津 純一: 高知大学文理学部非常勤講師 (45.2.1-45.3.31) 徴生物遺伝学



研 究 活 動

氏 名

飯野 徹雄: 名古畳大学農学部非常勤講師 (45.2.1-45.3.31)

松永 英: 京都大学農学部非常勤講師 (45.2.1-45.3.31)

森脇 和郎: 東京教育大学理学部非常勤講師 (45.2.1-45.3.31)

岡 彦-: 京都大学農学部非常勤講師 (45.4.1-45.10.15)

松永 英: 京都大学医学部非常勤講師 (45.4.1-)

三浦護一郎: 東京大学応用微生物研究所非常勤講師 (45.4.1-)

木村 資生: 京都大学理学部非常勤講師 (45.5.1-)

三浦護一郎: 静岡薬科大学非常勤講師 (45.5.9-45.9.30)

大島 長造: 九州大学農学部非常勤講師 (45.7.16-)

田島弥太郎: 九州大学農学部非常勤講師 (45.7.16-)

中込 弥男: 東京大学医学部非常勤講師 (45.9.1-)

酒井 寛一: 岐阜大学農学部非常勤講師 (45.10.16-)

飯野 徹雄: 山梨大学教育学部非常勤講師 (45.10.16-)

岡 彦-: 名古畳大学農学部非常勤講師 (45.ll.1-45.ll.15)

黒田 行昭: 富山大学文理学部非常勤講師 (45.12.15-)

三浦謹一郎: 静岡大学理学部非常勤講師 (45.12.12-)

67

担 当 科 目

農学特別講義

人類遺伝学

生物学研究法

イネの種生態遺伝学

人糞頁集団遺伝学

核酸の分析に関する
研究および指導

集団遺伝学

分子生物学

農学研究実験

昆虫生物化学特論

小児科学及び実習

集団遺伝学

遺伝学第二

農学特別講義

生理学特論

生物学特別講義
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ⅤⅠ.図書および出版

図 書 主 任 (45年度)

図 書 委 員 ( 〝 )

英

昭

子

行

啓

永

田

野

松

黒

沖

遠 藤 徹 石 津 純 一

今 井 弘 民 野 口 武 彦

購入図書および逐次刊行物

洋 書:HandbookofMolecularCytologyほか

逐次刊行物(洋): 前年度より継続

新規購入

1) European∫.ofBiochemistry

和 書: 界面活性剤-ソドブックほか

逐次刊行物(和): 前年度より継続

寄贈図書および逐次刊行物

国 内

図 書

逐 次 刊行物: ｢染色体｣ほか

国 外

図 書

逐 次 刊 行物: ÈGeneticalberica"ほか

115冊

86種

1種

28冊

19種

なし

200種

なし

30種

出 版

書 名 ページ数 発行数 配 布 先

国立遺伝学研究所年報 第 20号 100 1,000 国内研究機関,大学,試験場ほか

Nat.Inst.Genet.Annual
Report,No.20 128 1,500 内外研究機関,大学,試験場ほか
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ⅤⅠⅠ.行 事

1. 一般公開について

昭和 45年 4月 18日 (土)科学技術週間にあたって,｢進化｣をテーマとして,一

般公開を行なった.

午前 10時から午後4時までの公開時間に約500名の見学者があった.

2. 第 3回遺伝研夏期ゼミナールの実施について

7月 13日から 15日までの3日間,大学院および学部の学生,大学および国立研究

機関の研究者を対象にして,｢集団遺伝学と進化｣の題目で行なった.参加者 110名.

3. 公開講演会の開催について

国立科学博物館と共催で,高校,大学の学生および研究機関の研究者を対象とした遺

伝学公開講演会を下記要領によって実施し,250名の聴講者があった.

日 時 昭和 45年 11月 14日 13:30-16:30

場 所 国立科学博物館講堂

講 演 ア.染色体の変異とネズミの進化 細胞遺伝部長 吉 田 俊 秀

ィ.ウイルスの遺伝子 分子遺伝部長 三浦謹一郎
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VlⅠⅠ.新 規 の 施 設

電子計算機

電子計算機の設置が認められ,下記のような構成のものが,昭和 45年 3月 1日より

設置された.なお計算機は日本電子計算機株式会社のレンタルで,その運用は電子計算機

委員会 (委員長木村資生)が行なっている.

構 成 東芝電子計算機組織 TOSBAC-3400

内 訳 (主要なもののみ)

演算制御装置モデル 31

磁心記憶装置 (転送速度 0.8FLS,記憶容量 16,384語)

磁気テープ装置 (転送速度 28.8KC,2連式)

ディスクパック装置 (記憶容量 2,400K語)

カー ド読取 り装置 (400枚/分)

ライプリンター装置 (435行/分)
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lX.研究材料の収集と保存

A.イ ネ (OryZα) _

種 名

0.abroneilianaPROD.

0.auaSwALLEN.

0.australiensisDo班IN.

0.brachyanthaA.CEEV.etRoEER.

0.breJUiligulataA.CⅡEV.etRoEIIR.

0.00aretataRoxB.

0.eichingeriPETER.

0.glaberrinaSTEUD.

0.grandiglu肌isPROD.

0.latifoliaDESV.

0.longiglu仇isJANSEN.

0.malampuzhaenSisKRISⅡ.etCEAND.

0.meyerianaBAILL.

0.minutaPRESL.

0.06loinalisWAL1..

0.perenniSMoENCE.

0.perrieriA.CAhltJS.

0.punctataKoTSCIIY.

0.ridleyiHooK.

0.SalivaL.

0.8ubulataNEEB.

0.ti88erantiA.CEEV.

計 22種

B. コ ム ギ (Triticum)

1. 種のコレクション

種 名

T.aegilopoideSBAL.

T.肌 OnOCOCOun L.

T.dioocooideSKORN.

T.araraticum JAKUBZ.

敬統

4

5

2

系

12

98

3

19

146

5

25

15

3

29

42

90

306

統系

1

0

6

5

1

1

8

1

鎚

70

1

2

数統系は

3

3

3

1

た普種晶

71
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T.dicoooun ScE伽L.

T.duru仇 DEBF.

T.orientatePERC.

T.perSiou肌 VAV.

T.polonicun L.

T.iSPhanicun HESI.OT.

T.pyra伽idalePERC.

T.turgidu仇 L

T.palaeoeolohiou肌 MEN.

T.ti仇OPheeviZIItJK.

T.aeBtivu肋 L

T.oo仇PaOlun HosT

T.竹もaChaDEC.etMEN.

T.speuaL.

T.SPhaeroooecun PERC.

T.vaviloviJAKUBZ.

T.zhukovskyiMEN.etER.

合成 6倍 コムギ

計 21種

2. 栽噂パンコムギ

日本在来品種

中国品種

チベット品種

インド品種

KUSE(中近兼)品種

アメリカ品種

オース トラリア品種

スペイン･ポル トガル品種

ロシア品種

ギリシャ品種

ユ-ゴスラビヤ品種

北欧品種

イタリア品種

南米品種

統

統

系

系

3

5
1

3
1

1

1

2

2

4

7

2

4

4

2

1

1

6

0

1

3

9

5

1

0

4

1

3

0

7

2

8

6

0

1

1

9

7

1

2

1

7

4

0

8

3

9

2

1

6

7

4

0

1

2

2

2

3

2

71計
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C.コムギの近縁種

1. Aegllopa

種 名

Ae.aueheriBoISS.

Ae.bioornisJAtJB.etSp.

Ae.biunoialisVIS.

Ae.caudataL.

Ae.oolunnariSZEUS.

Ae.conosaSIBTE.etSAl.

Ae.erassaBoISS.

Ae.oylindricaHosT.

Ae.heldreiehiiHoLZh(.

Ae.kotsohyiBoISS.

Ae.longwSi仇aScfLW.etMtJSCH.

Ae.nuticaBoISS.

Ae.ovataL.

Ae.8haronensisEIG.

Ae.speuoedesTAtJSCE

Ae.SquaSSOSaL

Ae.triari8tataWILLl).

Ae.triuncialisL.

Ae.turcomanicaRosE.

Ae.unbellulataZHUK.

Ae.uniariStataVIS.

Ae.variabilisEIG.

Ae.ventriooSaTAUSCⅡ.

計 23種

2. AgropurotL

Ag.eampestreG.G･

Ag.caninu仇 (L.)P.B.

Ag.ciliare(TRIN.)FRANCII･

Ag.oristatun (L.)GAERTN･

Ag.daSyStaChyu肌 (HooK･)ScRIBN･

Ag.desertoru肌 (FISCE･)ScEtlLT.

Ag.elongatu仇 (HosT.)P.B.

Ag.humidorun OEWI.etSAEAh(OTO.

統

1

2

1

1

2

2

2
3

1

4

1

1

6

2

2

6

7

6

1

3

3

3

5

65

3
3

11

6

1

4

11

8

系 数
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Ag.inlernediun (Ho8T.)P.B.

Ag.3luneeun (L.)P.ち.

Ag.liuorale(HosT.)Dub(,

Ag.peotiniforneRoEX.etScEtJI.T.

Jlg.repenS(L.)P.B.

Ag.npariun ScRIZIN.etSh(ITm

Ag.Se肌icoStatun NEED

Ag.Sibiricun (WnLD.)P.B.

Ag.S仇ithiiRyDB.

Ag.traehyoaulun (LINK.)MALTE.

Ag.triohophorun (LINK.)RICET.

Ag.tSukuShienee(HoNDA.)OEWI.

Ag.yezoenseHoNDA.

計 21種

3. ABPCrelta

As.lange-ariStata(HACK.)0EwI.

4. ElgmzlS
El.canadenaisL.

El.dahurioueTURCZ.

El.glauoueBUcEI.

El.nollisTRIN.

El.sibiriOuBL.

5. SILanion

St.hyetrix(NtJTT.)J.G.SAM E.

6.EremopgrzlnI

Er.buonapartiS(SpRENG.)NEVSKI.

Er.orienlale(L.)JAtlB.etSpACE.

Er.triliceun (GAERTN.)N宅VSK1.

7. 8aunaldia

Hy.villosaScEtJR.

8. 8enrardla

Hn.perSioaHUJlllARD.

9. 8eteranthellzFm

Ht.piliferun HocEST.

10. Secate

So.cerealeL.

8

7

3

2

3

1

1

5

3

2

5

9

4

1

110系統

2

2

1

1

6
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ll. TaenlaLherum

Tn.asperu肌 (SIXK.)NEVSKI.

Tn.orinitun (ScEREB.)NBVSE:Ⅰ

75

D.花井,その他

1. サクラ品種 (Prunusspp.)

大島桜,大提灯,普賢象,一葉,柴桜,八重紫,牡丹桜,八重曙,渦桜,関山,顔

廟,江戸桜,松月, 白妙,欝金(右近),御衣黄,楊貴妃,天の川,狩衣,雪月花,名

島桜,菊桜(兼六園),旭山,嵐山,五所桜,汐登,白雪,福線寿,千原桜,車狂,福

桜,珠数掛桜,翁桜,太白,気多白菊桜,見返桜(御車返,鎌倉桜,桐谷),雨宿,汰

輪寺,小汐山,苔清水,手機,胡蝶,千里香,関東有明,伊豆桜,衣笠,菊咲枝垂れ,

火打谷菊桜,類嵐,本誓寺菊桜,来迎寺菊桜,手弱女,毛大島桜,芝山,帆立,便殿,

水晶,妹背,金剛山,撫子桜,高松稚子桜,西方寺桜,塩釜桜,貴船雲珠,衣通姫,

倭大島,八重大島(大島差木地産).

山桜,薄墨,墨染,上旬,滝匂,巌河台匂,佐野桜,御座間匂,荒川匂,左近の桜,

木の花桜,若樹の桜,山桜枝垂れ,稲葉心田,八重虎の尾,琴平八重,車止,寒桜,

枚月院の大桜,静匂,駿府桜,遅咲寒桜,修善寺紅寒桜.

染井吉野,船原吉野,三島桜,駿河桜,昭和桜,伊豆吉野,早生吉野,天城吉野,

咲耶姫,染井匂,御帝吉野,鞍馬按,水玉桜,紅鶴桜,早生大島,紅染井,吉祥寺,

吉野枝垂れ,Akebono.

枝垂れ桜(糸桜),江戸彼岸(束彼岸,姥彼岸),彼岸桜,熊谷,十月桜,正福寺,秦

雲寺枝垂れ,八重彼岸,冬桜(三波川),四季桜(兼六園),泰山府君,清澄枝垂れ,彼

岸台桜,修善寺桜,染井硬岸.

蝦夷山桜(紅山桜,大山桜),宝珠桜,八房,雲ケ畑南殿,中禅寺桜,暁桜,兼六園

熊谷,奥州里桜,仙台屋桜,金剛山.

箱根桜(富士桜,豆桜),緑等桜,八重箱根桜,満願桜,二尊院,ボンポリ桜,飴玉

桜,朝霧桜,二子,Siodoi,大箱根桜.

丁字桜,奥丁字桜,菊咲奥丁字,秩父株,高砂.

寒緋桜(緋寒桜),千島桜,霞桜,筑紫桜,支那実桜,モニワ桜, ヒマラヤ桜,東海

桜.

2. 7サガオ (PharbiliSnil)

花型遺伝子型: fe(獅子咲),fee(乱れ獅子),cpr(台咲き),od(捻梅咲),py(乱菊咲),

cs(石畳咲),wr(縮咲),S(桔梗咲),ct(渦咲),n(立田咲),ac(南天咲),pt(八重

咲),dp(牡丹咲),p(孔雀咲).

業型遺伝子型: oo(丸葉),Gb(芋葉),dl(笹葉), 帆(立田葉),ao(南天咲),fe(獅子

菓),ct(渦葉),B,a(林風薬,(優性,劣性)),py(乱菊菜), Sr(鼠葉),dg(晴輪

業),op(縮緬菓),mw(柳業), Ooq(-ヂラセア葉), p(孔雀葉), bv(はだぬぎ),
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でβ(洲浜東).

花模様遺伝子型: Sa(刷毛目絞),SP(吹掛絞),Mr(覆輪),劫 (吹雪),Ry(車絞),

su-Mr(覆輪抑圧),tw(花筒色抑圧),fit(卓),at(雀斑),Ln(立締),St(粂斑).

その他の遺伝子型: dw(木立),I(石化),V(斑入),oa･cb(白種子),br(褐色種子),

cai(象牙種子), y7n(松島),ou(夫婦咲き),we(枝垂れ),Cy(クリーム ･イエロ

ー),su-Cy(クリーム ･イエロー抑圧),o仇(打込み),fol(袋咲き),lp(′ト人),

Rt(毛茸制限),re+dg(大輪(蝉菓)),re+dg+Gb(大輪(恵比須菓)).

3. ツ パ キ

ツ バ キ (Camellia3'aponieavar.hortenSis)83品種

ユキツバキ (B.ruetioana) 5品種

4. ウ メ (PrunueMume)19品種

5. カ エ デ (Aeeγspp.) 30品種

E. シ ョウジ ョウバ エ (総計 735系統 ･10集団)

(I) キイロショウジョウバエ (Drosophila仇elanogasler)665系統,7集団

A) 野 生 型- 77系統

(1) 本 邦 系 統: 50

(2) 外 国 系 統: 23

(3) 同質遺伝子系統: 4

B) 突然変異型- 127系統

(1) 突然変異系統 (Ⅹ 染 色 体):

(2) 突然変異系溌 (第2染色体):

(3) 突然変異系統 (第3染色体):

(4) 突然変異系統 (第4染色体):

32

舶

22

3

(5) 突然変異系統 (混合染色体): 26

C) 有害および正常第2染色体- 461系統

(1) 致死染色体: 250

(2) SD(分離ひずみ遺伝子): 25

(3) SD 感受性: 5

(4) SD 抵抗性: 6

(5) 不妊染色体: 175

D) 集 団一一一7集団

(1) 野生型 (自然集団): 7

((I) クE)ショウジヨウJtェ (D.viriliS) 6系統,3集団

A) 野 生 型一一一4系統

B) 突然変異型- 2系統

C) 集団,野生型 (自然集団): 3



研究材料の収集と保存 77

(ⅠⅠⅠ) ウスケE)ショウジョウバエ (D.peeudoobSeura) 10系統

(IV) 他 種- 199系統

D.simulanS:2,D･lutea:5,D.auraria:5,D.buBkii:5,D.hydei:7,

D.rufa:1,D.nigronaculata:4,D.inmigrans:12,D.equino∬ialiS:1,

D.bipectinata:1,D.ねkahashii･'11,D.ananaSSae:野生型 (30),突然変

異型 (115)

F. コナマダラメイガ (Ephestiakiiniellakiihn)

NCR(wild)

b/a

ml/仇l

α/α

G. カ イ コ (BombyxmoliL)

突然変異系統

第 1 連関群 (od;od';ode;ose;8Ch;CodVg)

第 2 連関群 (p;p+;pN;pS;pSa;pSa-2Y;Y;oα)

第 3連関群 (Ze;len;le仇l;lempeoe;a-len;a-leml;a-lem2; 他 8系統)

第 4 連関群 (L;nal;Spc;Llemqoo)

第 5連関群 (pe;pet;re;ok;oc;bw)

第 6 連関群 (a;ECa;ED;EDと;EGG;EB,IEEp,'E〟C,'EMS,'EN,'ENc;END,･

EHe;EGFdEuc;EKpED;EKpEE;ENeE;EuoER;ENpED;ETc;

b2),(他に EKp変異型6系統,EEと変異型5系統)

第 7連関群 (q)

第 8 連関群 (ae;be;+ae; +be;st)

第 9 連関群 (Ia)

第 10連関群 (wl;W2;WS;WOE;P;b3;OeW;Ol;wo∬',wa;wb;we)

第 11連関群 (K;Bu;Np;bp)

第 12連関群 (Ng)

第 13連関群 (¢九)

第 14連関群 (oak;Nl;Nll;Nl2;U;oa;Di)

第 15連関群 (Se)

第 16連関群 (ots)

第 17連関群 (B仇)

第 19連関群 (elp)

第 20連関群 (nb)

そ の 他 (al;bl;Gl;n一gr;rb;80;SP);(青白;大正白;褐色斑点蚕;大造;

金色;アスコリ;青熱;漸江;漢川;緋紅;特意薪;p22;C108;逮
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伝的モザイク2系統;食性異常蚕 3系統;細長蚕;嬉小安2系統)

染色体異常系統
r~~ー

W 原 (W･pSay)
′一~■･ヽ( (

ZW II (+od･W･+p･pSay/od)
′~~㌧ヽ〔 一ヽ-~~~-I

ZIOl (+od･W.+p･pSa/a+/zed)(雌致死,2系統)
一ー･･.(

H108 (W･+py･pSay)
′~-ヽ

WP108 (W･+Pyoα)Eu
改 7 (W･+pu欠)(3系統)

′一~､ヽ
M 3 (W･pM)(4系統)

限 性 虎 蚕 (W･Ze)(W･Ze,pere)
E;-

T20 (W･+W2)(4系統)ノー~~~~ー
0-t (W･+re)

A-t (W･+pe)
Eu

Dup (+py･pSaY/py)(2系統)
EiLiZ!

Q121 (+py･pSay/pY oa/pyoa) (2,*#)
′~-ヽ

C32 (pSa･+pYoα)(+p-Y 間交叉価の高い系統)(2系統)
一･--

GH l (U･EEp)
r~~■一一

GH 3 (U･EM)
..

GH 4 (U･EB)(

GH 6 (U･EueEq/++)

GH 7 (U･EPO/EE/++)

GH 8 (U･EKpED/++)
EJ

GH 9 (U･EKp/ED/++)
Eu

GHIO (UIEuca/++)
/ー･･ヽ

GHll (U･Enc/ED/++)ーヽ
GH13 (U･NC)

巴;i■iコI
GH14 (U･EGld)

′~一ヽ
(U･j狩d/Ewe/++)

GH15 (Nl2/oa/+Od)
′-■l■l■■

(Nl2･ENeNc/++)

Trisomic 2 (pS/pM/+p)

Trisomic 6 (EqEEC/+/+),(Euo/Eq/+),(EDC/ED/+)

Trisomic14 (+oa/oa/Di)

Trisomic112 (pSay/pY/py)

そ の 他 (黒色マダラ蚕)(2系統)

(bw淡;bw3;T-3;T-12;Ni3-;124褐)

以 上 合 計 191系統
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H. ネ ズ ミ

1. 系統維持をしている純系マウス (Mw n uSCulw)

A/HeMs(Inbreeding142代),AXR (91代),AKR/JMs(91代),BALB/cJMs

(100代),BL/De(101代),C57BL/6HeMs(52代),C57BR/aJMs(52代),

C57L/HeMs(50代),CBA/StMs(54代),C3H/HeMs(51代),C3HeB/De(50代),

DM/Ms(71代),D103/Ms(69代),DBA/2(?+32代),DBAf/Lw(57代),RF/Ms

(?+31代),SL/MS(50代),SM/∫(?+20代),SWM/Ms(46代),SWR/Ms(93代).

2. 系統維持をしている突然変異系マウス (Musmuseulus)

第 I 連 関 群 Chinchilla(Ceh),extremedilution(ce),pink-eyeddilution

(p).

第 ⅠⅠ 連 関 群

第 ⅠⅠⅠ 連 関 群

第 ⅠⅤ 連 関 群

第 Ⅴ 連 関 群

第 ⅤⅠ 連 関 群

第 ⅤⅠⅠ連 関 群

第 ⅤⅠⅠⅠ連 関 群

第 ⅠⅩ 連 関 群

第 ⅩⅠ 連 関 群

第 ⅩⅠⅠ連 関 群

第 ⅩⅠⅠⅠ連 関 群

第 ⅩⅠⅤ 連 関 群

short･ear(Se),dilute(a),dilutelethal(dln).

piebald(s),hairless(hr),rhino(hrrh).

dystrophiamuscularis(dy).

non-agouti(a),black･and-tan(al),Lethalyellow(Ay).

Caracul(Cα).

Rex(Ke),tipsy(ti).

brown(a).

Brachyury(T),Fused(Fu).

obese(ob).

jerker(Jβ).

leaden(ln).

furless(fs).

第 ⅩVII連 関 群 Viabledominantspotting(Wv),luxate(lx).

連 関群 不 明 の もの alopetiaperiodica(ap),falter(fa),Polydactyly (Po),

dwarf(dw),glabrous(98).

3. 系統維持をしている純系ラット (RattuS nOrVegicus)

ACI/N Inbreeding(90代),Albany(40代),Buffolo(58代),Castle'sBlack

(33代),Fischer(99代),Long-Evans(34代),NIG-ⅠⅠⅠ(21代),Toma(30代),

Wistar(56代),Wistar-King-A(190代),Donryu(40代).

4. その他飼育繁殖中のネズミ類

チャイニ-ズ ･′､ムスター (Cricetulusgriseua)

ゴールデン･/､ムスター (Mesooricetus auratus)

ジァンガリアン･ノ､ムスク- (Phodopus sungorus)

シロアシネズ ミ (Peronyscusleucopus)

日本野生ノ､ツカネズ ミ (Mus n usculuSmOlossinuS)

ヨウシュ′､ツカネズミ (MuanWCulue)
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アカネズミ (ApodemuSSPeCioSuS)

クマネズミ (RattuSrauuS)

ヨウシュクマネズミ (Raltw rauuSrauuS)

ナンヨウネズミ (Raltueea;ulanS)

Rattus 他 uelleri

RattuSeabanus

R¢ttusfuBCipeS

Rattusconatw

Melo仇ySCerVinipe8

5. 維持しているネズミの膿蕩系統

吉田肉腫,Ehrlichascitestumor(ELD),マウスプラズマ細胞腫虜

I.細菌とそのファージ

1. 細 菌

Saln onellatyphi仇uriun (ネズミチフス菌)

野生株:

栄栄索要求性突然変異株:

栄養素感受性突然変異株:

糖発酵龍に関する突然変異株:

薬剤抵抗性突然変異株:

ファージ抵抗性突然変異株:

無べん毛性突然変異株:

非運動性突然変異株:

TM2,LT2,LT7など

600 株 アミノ酸要求性,プリン要求性, ピリ

ミジン要求性, ビタミン要求性など

10株 アルギニン感受性, ウラシル感受性

50株

300株

20株

170株

120株

べん毛抗原に関する突然変異株: 30株

SalmonellaabortuS･equi

野生株:

薬剤抵抗性突然変異株:

ファージ抵抗性突然変異株:

無べん毛性突然変異株:

非運動性突然変異株:

べん毛抗原に関する突然変異株:

Salmonellaaむony

野生株:

Hfr株:

F一株:

アミノ酸要求性突然変異株:

株

株

株

株

株

30

30

馳

10

3

3

1
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薬剤抵抗性突然変異株: 20枚

ファージ抵抗性突然変異株: 20株

その他の Salnonella属の細菌

GroupA: S.paratyphiA

GroupB: S.paratyphiB,S.heidelberg,S.halo,S.budapeSf,S.banana,

S.essen,S.kingSlon,S.derby,S.¢alifornia,S.reading

GroupCl: S.oranienburg,S.nontevideo

GroupD: S.sendai,S.nosoow.S.rostoek,S.pe舶¢COla,S.enteritidiS,

S.dublin,S.berta,S.wangala,S.blegda肌,S.miami,S.ndolo,

S.olaibornei,S.panama,S.eanastel

GroupE4: S.8enftenberg

GroupG2: S.wichita

Salmonella の種間雑種

Esoheriohiaooli(大腸菌)

野生株:

栄養要求性突然変異株:

200株

60株

冗,B,S,C,Row など

アミノ酸要求性,プリン要求性, ピリ

ミジン要求性, ビタミン要求性 など

薬剤抵抗性突然変異株, フ ァー ジ抵抗性突然変異株,放射線感受性突然変異株,

Hfr株,F一株など

Serratia (霊菌)属の細菌 70株

Ser.indioa,Ser.ply肌uthiou仇,Ser.marceSCenS

野生株のほかに,栄養素要求性突然変異株,色素に関する突然変異株,薬剤抵抗

性突然変異株, ファージ抵抗性突然変異株などを含む

BooilluSSubliliS(枯草菌)

野生株のほかにアミノ酸要求性突然変異株,放射線感受性突然変異株など

その他の細菌 若干

2. バクテリオファージ

Sal仇Onellaのファージ

ESeheriohiaのファージ

Serratiaのファージ

P22(Hl,H4,H5,L4,L33,Cl,

C2,C3,h21,仇 8),Chiなど

Tl,T2,T3,T4,T5,T6,T7

Lambdaなど

Sigmaなど
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Ⅹ.庶 務

A. 歴 史 と 使 命

歴史 昭和 15年 8月京城で開催された日本辻伝学会第 13回大会が,国立遺伝学研究

所設立決議案を満場一致で可決した.翌 16年 4月に日本学術振興会内に設けられた第 4

(遭伝)特別委員会が協力して,国立研究所実現の努力を続けた.昭和 22年 8月, 日本

連伝学会は,財団法人連伝学研究所を設立し,側面的に国立機関設置の促進に努めた.こ

れらの努力が実を結び, 昭和 24年 6月7日, 文部省設置法が改正されてここに待望 10

年の国立溝伝学研究所が誕生した.

最初は,第 1 (形質遺伝),第 2 (細胞遺伝),第3 (生理遭伝)の3研究部をもって発

足し,事務所を文部省内に置いた.昭和 24年9月,敷地 として静岡県三島市富士産業株

式会社所有の土地 77,771.8平方メートルを買収するとともに, 同社の建物 4,445.1平

方メー トルを借 り受け,12月 1日研究所を現在の地に移した.のち,文部省,大蔵省,

科学技術庁,静岡県,三島市, 日本専売公社, ロックフェラー財団などの援助により,逐

次研究施設は拡充された.特に,昭和 35,37,38年度には,従前の木造の本館を鉄筋コ

ンクリー ト3階建に改築する工事が逐次進められ,昭和 42年度において全館が完成した.

また研究部門の構成も,昭和 28年に生化学遺伝部,29年に応用遺伝部,30年に変異遺

伝部,35年に人類遺伝部,37年に微生物遺伝部,39年度に集団遺伝部が増設され, さ

らに 44年度には分子遺伝部の新設をみ,現在 10部門を数えている.

使命 遺伝学は,近代科学の中でも新しい領域に属し,開拓されてからいまだ 70年に

すぎないが,生物に対するわれわれの認織に大きな変革を与えた.生物のあらゆる形態も

機能も, さらに行動すらも,遺伝子の作用に支配されていることを示したからである.

また遺伝学は生物の進化の問題,農作物や家畜の品種改良,人間の内因性疾患などに関

する知識の開拓に重要な学問である.

当研究所は遺伝に関する学理の総合研究及びその応用の基礎的研究をっかさどり,あわ

せて遺伝学研究の指導,連絡及び促進をはかることを目的としている.

既設の 10研究部門のほか,将来,生物物理ならびに微細構造などを取 り扱 う部を設け,

また家畜の遺伝 と改良を広く研究する部門が拡充され,これらが相互に密接な協力態勢を

整えたならば,遺伝を中心とする諸問題に総合的な成果が得られることが期待できよラ.

B. 組織 (機構と職員)

文部省設置法施行規則 (昭和 28年 1月 13日 文部省令第2号)(抄)

(内部組織)

第 63条 国立遺伝学研究所に次の 11部を置 く.

一 庶 務 部
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二 形質遺伝部

三 細胞遺伝部

四 生理遺伝部

五 生化学遺伝部

六 応用遣伝部

七 変異遺伝部

八 人類遺伝部

九 微生物遺伝部

十 集団遭伝部

二 分子遺伝部

(庶務部の分課及び事務)

第 64条 庶務部に次の2課 を置 く.

一 庶 務 課

二 会 計 課

2 庶務課においては,次の事務 をつかさどる.

一 職員の人事に関する事務 を処理すること.

二公文書類 を接受 し,発送 し,編集 し,および保存すること.

三 公印を管守すること.

四 国立遺伝学研究所の所掌事務に関し,連絡調整すること.

五 国立遺伝学研究所評議員会 に関す ること.

六 前各号に掲げるもののほか,他の所掌に属しない事務 を処理すること.

3 会計課においては,次の事務 をっかさどる.

- 予算に関する事務を処理すること.

二 経費及び収入の決算その他会計に関する事務を処理すること.

三 行政財産及び物品の管理 に関す る事務を処理すること.

四 職員の衛生,医療及び福利厚生に関する事務 を処理すること.

五 庁舎及び設備の維持,管理に関する事務を処理すること.

六 庁内の取締に関すること.

(形質遺伝部)

第 65条 形質遺伝部においては,生物における各種の遺伝形質の分析及びその遺伝様式

に関する研究を行なう.

2 形質遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関す る研究及び植物 に関する研究を行なう.

(細胞遺伝鞄)

第 66粂 細胞遺伝部においては,生物細胞の核及び細胞質 と遺伝 との関係 に関す る研究

を行なう.

2 細胞遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい
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て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関す る研究を行なう.

(生理遺伝部)

第 67粂 生理遺伝部においては,生物における遺伝形質の表現に関する生理学的研究を

行なう.

2 生理遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関す る研究を行なう.

(生化学遺伝部)

第 68条 生化学遺伝部においては,生物の遺伝に関する生化学的研究を行なう.

2 生化学遺伝部に第 1研究室,第 2研究童及び第 3研究室を置き,各室においては,節

項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び微生物に関する

研究を行なう.

(応用遺伝部)

第 69粂 応用遺伝部においては,動物及び植物の改良に関する遺伝学的研究を行なう.

2 応用遺伝部に第 1研究室,第2研究室及び第 3研究室を置き,各室においては,前項

の研究について,それぞれ動物に関す る研究,植物に関する研究及び育種技術の理論に

関す る研究を行なう.

(変異遺伝部)

第 70条 変異遺伝部においては,生物に対する物理的及び化学的刺激による突然変異に

関する研究を行なう.

2 変異遺伝部に第 1研究室,第 2研究室及び第 3研究室を置き,各室においては,前項

の研究について,それぞれ動物に関す る研究,植物に関する研究及び放射性同位元素に

よる突然変異に関する研究を行なう.

(人類遺伝部)

第 71粂 人類遺伝部においては,人類遺伝に関する研究を行なう.

2 人類遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ形質遺伝に関する研究及び統計遺伝に関する研究を行なう.

(微生物遺伝部)

第 72条 微生物遺伝都においては微生物の遺伝に関する研究を行なラ.

2 微生物遺伝部に第1研究室及び第 2研究室を置き,各室においては,前項の研究にお

いて, それぞれ遭伝子の構造 と変化に関する研究及び遺伝子の作用に関す る研究を行な

う.

(集団遺伝部)

弟 73条 集団遺伝部においては,生物集団の遺伝に関す る研究を行なう.

2 集団遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て'それぞれ進化遺伝に関する研究及び統計遺伝に関する研究を行なう.

(分子遺伝部)

弟 73条の二 分子遺伝部においては,生物の遺伝に関する分子生物学的研究を行なう.
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2 分子遺伝部に第 1研究室を置き,前項の研究のうち核酸に関する研究を行なう.

(各研究部の共通事務)

第 74粂 形質遺伝部,細胞遺伝部,生理遺伝部,生化学遺伝部,応用遺伝部,変異遺伝

部,人類遺伝部,微生物遺伝部,集団遺伝部及び分子遺伝部においては,前十条に定め

るもののほか各部の所掌事務に関し,次の事務をっかさどる.

一国の機関の求めに応じ,人口,優生,農業等に関する政府の施策について科学的基

礎資料を提供すること.

二 国及び地方公共団体の機関,大学,民間団体等の求めに応じ,協力し,及び指導す

ること.

三 内外の諸機関と連絡協力すること.

四 研究成果の刊行及び研究会,講習会等の開催その他研究の促進に関すること.
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機 構 固 く昭和 45年 4月 1日現在)
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職 員 定 数 (昭和 45年 12月末現在)

所 長

文部教官 理学博士 森脇大五郎

評議員 (会長,副会長のほかは五十音順)

官 職 名

長

長会

会

副

男

隆

栄

一
司

均

雄

平

郎

稔

徳

赴

郎

輔

道

秀

尚

勇

誠

武

隆

太

信

二

圭

友

祐

佐

生

川

井

閑

智

原

田

橋

山

中

場

野

園

田

書

藤

井

越

茅

木

坂

高

竹

館

田

馬

牧

御

柳

氏 名

森 脇 大 五 郎

弥 太 郎

行 昭

昭 雄

清

喜 美 治

島

田

上

丸

瀬

沼

田

黒

村

湊

鬼

深

大

理 学 博 士

農 学 博 士

理 学 博 士

農 学 博 士

理 学 修 士

授

授

授

長

授

長

教

教

教

学

教

所

社

大

挙

究

社

教

学

学

学

-

Ln
研

会

学

科

名

学

式

大

大

大

医

学

伝

株

大

獣

大

通

商

阪

岡

馬

立

種

山

岡 県 知 事

布

京

国

田

大

静

群

麻

東

前

坂

岡

静

人 口 問 題 研 究 所 長

東 京 大 学 教 授

農 業 技 術 研 究 所 長

北 海 道 大 学 名 誉 教 授

放 射 線 医 学 総 合 研 究 所 長

東 京 大学 応用 微生物研 究所長

研 究 職 員

官 職 名

文 部 教 官,所 長

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

研 究 補 助 員

部 別

所 長

形 質 遺 伝 部
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秀

郎
夫

民

事

実

美

順

俊

和

旋

弘
公

正
勝

田

脇

藤

井
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士

士

士
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博

博

博
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文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官
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造
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代
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隆
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部
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郎
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正
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井
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野
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名
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士

士
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士

士

士

博

博

博
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博

修

学

学

学

学

学

学

農

医

理

農

医

理

長

長

長

員

員

員

員

員
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究

部

室
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研

研
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助
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官
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部

郡

部
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部

究

究

文

文
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研
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生 化学遺伝部

一
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忠

通

子

彦

子

巳

夫

寛

彦

審

孝

啓

真

治

正
典

井

山

原

島

野

田

田

藤

本

岡

酒

肺

井

河

藤

沖
三

増

斎

杉

士

士

士

士

士

士

博

博

博

博

博

博

学

学

学

学

学

学

良

農

農

兵

農

農

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

研 究 補 助 員

研 究 補 助 員

技 能 員

応 用 遺 伝 部

夫

清

朗

夫

彦

人

昌

恒

太

悦

武

義

和

田

川
井

野

口

家

田

賀

土

藤

天

野

定

原

理 学 博 士

農 学 博 士

農 学 博 士

理 学 博 士

理 学 修 士

文 部 教 官,部 長

文部教官,主任研究官

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

変 異 遺 伝 部
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子

夫

文

三

雄

東

.症
川
津

原

芦

船

貞

負

貞

助

助

助

補

捕

補

究

究

究

研

研

研

英

男

恒

孝

項

子

子

弥

英

友

紀

久

田

永

込

石

田

山

井

篠F
Jt

松

中

大

肺

松

西

掘

雄

敏

穂

一

徹

雅

秀

純

野

本

木

津

飯

榎

鈴

石

士
士

土

士

士

博
博

博

博

博

学
学

学

学

学

医
理

医

理

理

長

員

貞

員

員

員

員

文 部 教 官,那

究

究

究

究

研

研

研

研

助

助

官

官

官

官

補

補

教

教

教

教

部

部

部

部

究

究

文

文

文

支

所

研

人 類 遺 伝 部

理 学 博 士
Ph.D.

理 学 博 士

理 学 博 士

理 学 修 士

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

微生物遺伝部

生

夫

子

子合

資

毅

朋

百

村

山

田

本

木

丸

太

松

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

研 究 補 助 員

集 団 遺 伝 部

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,研究員
分 子 遺 伝 部

明

一夫
嵩

勉

真

毅

剛

仁

和

壱

祐

啓

沢

村

藤

田

井

村

川

川

官

田

近
書

玉

木

芦

秋

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

技 能 員

農 場

非常勤研究鼻,外国人奨励研究員



名 誉 所 員

小 熊

田 中 義

駒 井

木 原

F.A.LIuENFEI.D

長

長

長

長

見

所

鯛

関

所

醐

究

悶

誓

臥

研

形

生

研

外

学

鮒

警

紺

伝

研

研

伝

研

学

学

学

遺

伝

伝

遺

伝

立

通

遺

立

連

立

立

立

国

国

国

国

国

元

前

前

前

前

客 員

官 職 名

呈 Lli7 :; I::ニ

小 熊 碍

駒 井 卓

F.A.Lil.IENFELD

木 原 均

九 州 大 学 名 誉 教 授

京 都 大 学 名 誉 教 授

北 海 道 大 学 名 誉 教 授

京 都 大 学 名 誉 教 授

京 都 大 学 名 誉 教 授

士
士

士

士

博
博

博

博

学
学

学

学

農
理

理

農

R

U

理 学 博 士

Ph.D.

理 学 博 士
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事務鞍鼻 (庶務部)

官 名 l 職 名

明

典

男

次

雄

親

書

義

子

司

子

勉

子

一
治

義

子

雄

章

雄

雄

枝

み

代

改

正

茂

辰

明

宗

朝

信

す

隆

佐

笑

英

茂

政

信

秀

元

信

千

藤

松

藤

田

根

尾

野

川

川

藤

山

木

藤

城

田

上

辺

岡

原

川

山

内

祖

工

村

加

竹

閑

道

真

越

大

佐

西

山

佐

岩

内

井

渡

丸

粟

西

杉

官

庶 務 部 長

庶 務 課 長

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官 L 会 計 課 長

庶務課課長補佐
(兼)庶 務 係 長

人 事 係 長

経 理 係 長

用 度 係 長

図書 事 務 主任

庶 務 係 員

庶 務 係 員

庶 務 係 員

人 事 係 員

電 話 交 換 手

経 理 係 員

用 度 係 員

用 度 係 員

用 度 係 員

自動車運転手

木 工 員

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

部 事 務 官

部 事 務 官

部 事 務 官

部 事 務 官

務 員

務 員

能 員

部 事 務 宮

部 事 務 官

文

文

文

文

事

事

技

文

文

文

事

文

文

文

技

用 務 員

退職者および転出者
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特別研究生,研修生,外国人研究且等

C.土地および建物

(昭和 45年 12月 31日現在)

土 地 総 面 積 97,769m2

建物総面積 (建 面 積) 8,652m2

(延べ面積) 12,725m2

内 訳 研 究 所 敷 地 81,074m2

宿 舎 敷 地 9,613m2

大 原 圃 場 7.082m2
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延 物 内 訳

面 積
区 分

本 館

実験室 お よび図書室

養 蚕 室
こ ん 虫

堆

変

調

渡

第

増

自

お よ
飼 育

夫農.(しょ

電

お舎巴け川h肌

節

り

ズネ1 育

温

廊

飼p',p
‥/

車

ポ圧

動

プ

辛

茎‡
AF∃

墓

室

下
.イ>.口

宝

庫

作 業 童

形 卵 育 雛 舎

検 定 舎(2むね)

コ ロ ニ ー 舎(3むね)

公 務 員 宿 舎(27むね)

放 射 線 実 験 室

第 2ネ ズ ミ飼 育 舎

隔 離 温 室

水 田 温 室

自転車置場お よび物置

特 別 蚕 室

ク ワ 栽 培 用 温 室

ボ イ ラ ー 室

γ 線 照 射 温 室

操 作 室

温 室

研 修 室･膳 菓 庫

渡 り 廊 下

貯 卵 育 離 合

フアイロン温室(2むね)

堆 肥 舎

構 造

鉄筋コンクリー ト造 り3階建
鉄筋コンクリー ト造 り2階建

木造かわらぶき平畳建一部地
下室

木 造 平 屋 建 一 部 中 2階

木 造 大 壁 平 鹿 建

木 造 平 屋 建

鉄 骨 造 り 2 階 建

木 造 平 屋 建

木 造 平 屋 建

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

木 造 平 屋 建

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

木 造 か わ らぶ き平 星 建

木 造 か わ らぶ き平 星 建

木 造 か わ らぷ き平 屋 建

鉄 端 平 屋 建 一 部 地 下 室

ブロック造りおよび木造平屋
痩

完蓋筆墨違ロック造｡および)

完欝 墓違ロック造りおよび)
木 造 平 屋 建

ブ ロ ッ ク造 り一 部 地 下

木 造 一 部 鉄 骨 平 星 建

鉄 骨 造 り 平 屋 建

鉄 骨 造 り 平 屋 建

鉄筋コンクリー ト造り平屋建

一部鉄骨造 り木造平屋建

鉄筋コンクリー ト造り2階建
屋根鉄板書

鉄骨造り屋根防水モルタル塗

鉄筋コンク])- ト造り平家建

鉄骨 造 フアイロン張 り平家建

鉄骨造 り波型ス L,ニ ト葺平家
建

建 面 積 延べ面積ー-一一----㌔-▼ー▼--

1,602 4,763
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28
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3
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41
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50
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8
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1

4

2

2
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D. 予 算

国立遺伝学研究所 273,328千円 (270,208千円)

(;i; :工 芸

127,607〝 (127,463 〝)

145,721〝 (142,745 〝)

国立機関原子力試験研究費 12,886 〝 (12,396 〝)

科 学 研 究 費がん特別研究費
特 定 研 究 費
総 合 研 究 費
試 験 研 究 費
一 般 研 究 費

35,060

4,000
2,200

9,300

540

19,020

E.日 誌

会 合

1月 5日 御用初め

13日 第 279回部長会議

14日 抄読会

21日 抄読会

23日 第 176回三島遺伝談話会

27日 第 280回部長会議

28日 抄読会

2月 3日 第 281回部長会議

4日 抄読会

17日 第 282回部長会議

18日 抄読会

25日 抄読会

27日 第 177回三島遺伝談話会

3月 3 日 第 283回部長会議

4日 抄読会

11日 抄読会

( )内は補正後の予算
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12日 人事任用監査 (人事院中部事務局)

17日 第 284回部長会議

3月 18日 抄読会

25日 抄読会

25日 電子計算機火入式

26日 第 178回三島遺伝談話会

4月 13日 研究報告会

14日 第 285回部長会議

15日 抄読会

18日 所内一般公開

22日 抄読会

23日 第 179回三島遺伝談話会

28日 第 286回部長会議

5月 1日 第 90回バイオロジカル ･シンポジウム

4日 第 91回バイオロジカル ･シソポジウム

6日 抄読会

12日 第 287回部長会議

13日 抄読会

20日 抄読会

22日 第 180回三島遺伝談話会

25日 第 288回部長会議

27日 抄読会

6月 2日 第 289回部長会議

3日 抄読会

10日 抄読会

13日 評議員会

16日 第 290回部長会議

17日 抄読会

24日 抄読会

25日 第 181回三島遺伝談話会

7月 1日 抄読会

7日 第 291回部長会議

8日 抄読会

13-15日 遺伝研夏期セ ミナール

21日 第 292回部長会議

22日 抄読会

29日 抄読会

95
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31日 第 182回三島遺伝談話会

8月 28日 第 183回三島遺伝談話会

9月 2日 抄読会

7-8日 国有財産監査 (大蔵省)

8日 第 293回部長会議

9日 抄読会

16日 抄読会

22日 第 294回部長会議

30日 抄読会

10月 1日 第 184回三島遺伝談話会

12日 第 92回バイオロジカル ･シンポジウム

13日 第 295回部長会議

14日 抄読会

20日 行政財産使用状況調査 (東海財務局)

21日 抄読会

22日 図書館地鎮祭

26日 文部省共済組合支部実施監査 (文部省)

27日 第 296回部長会議

27日 定期健康診断

28日 抄読会

29日 人事院職務調査 (人事院中部事務局)

30日 胃定期検診

11月 4日 抄読会

11日 抄読会

14 日 遺伝学公開講演会 (国立科学博物GtAi)

17日 第 297回部長会議

18日 抄読会

20日 第 185回三島遺伝談話会

24日 第 93回バイオロジカル ･シンポジウム

25日 抄読会

12月 2日 抄読会

8日 第 298回部長会議

9日 抄読会

16日 抄読会

22日 第 299回部長会議

23日 抄読会

28日 御用納め
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主 な 来 訪 者 (敬称略)

昭和 45年

3月1-4日 STICE,H.F.BritishColumbiaUnivリCanada

4月 4 日 WILSON,W.0.Univ.ofCalifornia,U.S.A.

4月 15 日 LEVY,S.NationalInstituteofHealth,U.S.A.

4月 17 日 SAL(良,J.R.IndianRiverPoultryFarms,U.S.A.

4月 17 日 ARVIDSON,氏.B.Hy-LinePoultryFarms,U.S.A.

5月1-2日 KING,R.C.NorthWesternUniv.,U.S.A.

5月 4 EI GILLOIS,M.FrenchNat'10rganisationforAgriculturalRes.,France

6u 51日昌 cROW･J･F･Univ･ofWisconsin･UIS･A･

10月 7 日 GUTTA(AN,R.HebrewUniv.ofJerusalem,Israel

l1月 3 日 KIh(BER,G.Univ.ofMissouri,U.S.A.

11月 9 日 CoLE,R.K.CornellUniv.,U.S.A.

11月 24 日 ScIIAEFFER,P.ⅠnstitutedeMicrobiologie,Univ.deParis,Franc-

11月 27 日 LAW,G.R.∫.Hy･LinePoultryFarms,U.S.A.

12月 8 日 MENGESHA,N.M. Agricultural Collegeofthe HaileSellassie

UnivリEthiopia

F.学 位

本研究所職員で学位を授与された者は次のとお りである.

授与年月日

45.3.23

種 別

農 学 博 士

授 与 大 学

京 都 大 学

官 職

文 部 教 官
研 究 員

G. 受賞および表彰

本研究所で賞を受けたものは,次のとおりである.

氏 名

天 野 悦 夫

文部大臣から永年勤続者として次のとお り表彰 された.

表 彰 年 月 日

昭和 45.ll.23

官 職

文部事務官 ･庶務課課長補佐

氏 名

竹 田 辰 次
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H. 請 会

研究活動を促進するため次の会合を行なう.

抄 駅 舎

外国で発表された新しい研究論文の抄読会で,盛夏の時期を除き毎週水曜日に開かれる.

BiologiC&ISympoBi&OfMiBhim&

外国の関係学老来訪の際,淀時開催,講演討論のいっさいを英語で行なう.

日本遺伝学会三島談話会

研究所ならびに付近在住の会員で組織され,原則として月1回,研究成果発表とそれに

関する討論を行なう.

付

1. 財団法人遺伝学普及全

歴 史

昭和 22年 5月財団法人遺伝学研究所の設立をみたが, 国立遺伝学研究所 が設立され

るにおよび,その寄付行為をあらため遺伝学普及会とし,もっぱら遺伝学普及事業を行な

うことになった.

役 旦

会 長 森脇大五郎

常務理事 田島弥太郎,大島長造

理 事 篠遠善人,和田文書,松永 英,木原 均

事 業 概 況

雑誌 ｢遺伝｣編集,毎月1回東京または三島で編集会議を開く.遺伝学に関する学習用

プレパラー ト配付,遺伝学実験用小器具の改良,新考案の製作,配付,幻燈用スライ ドの

製作,配付,遺伝学実習小動物および植物の繁殖および配付.

2. 全国種鶏遺伝研究金

本研究所内に,昭和 25年,社団法人全国種鶏遺伝研究会が発足し,同 29年,佳意団

体全国種鶏遺伝研究会に改組した.応用遺伝部が主となって,年 1回研究会を開催し,ニ

ワトリの育種に関する基礎知識の普及,指導,研究情報の交換に当っている.
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